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猛獣御曹司にお嫁入り～私、今にも食べられてしまいそうです～










プロローグ




　夜の帳とばりは降りていた。

　暗い室内には月明かりのみ。畳と真新しい寝具に長く伸びるのは、私ともうひとつの影。

　私は知らず、ごくりと生唾を飲み込んだ。

　目の前には大柄な人物。彼の膝で、きし、と布団が音をたてた。

　無意識に掛け布団を強く握る。後ずさってしまわないようにするのが精いっぱいだ。

「俺が怖いか？」

　低い声が私に尋ねる。

　怖い。だけど、そんなことは言えない。

　かといって、怖くない、と首を左右に振ることもできない。

　唇を噛かみしめ、震えを隠すことしかできない。

「覚悟を決めろ」

　彼は言った。

「おまえは俺のものになるんだ、幾いく子こ」

　わかってる。私は彼の妻になった。今日、この人のもとへ嫁いだ。

　だけど……。

　だけど……。

　不意に空気が動いた。彼の大きな手が私の頬を撫なで、顎をくいっと持ち上げたのだ。

　獰どう猛もうな獣の瞳が、私を捕らえている。

「おまえには俺の子をたくさん産んでもらう」

　低く断定的にささやかれ、私の胸に湧き起こるのは、ただただ恐怖だった。

　私は……まだ……！










お嫁入り




　うららかに晴れた五月。

　私、甘あま野の幾子は、金こん剛ごう家の三男である金剛三みつ実ざねに嫁いだ。

　私が二十歳、夫が三十二歳。十二歳差の結婚だった。

　この年齢差から、私たちを結んだ縁が恋愛感情でないのは、察することができるだろう。

　そう。私は思いもかけず、この夫のところへ嫁いできた。




＊　＊　＊




「幾子、おまえの嫁入り先が決まった」

　父の鶴のひと声は、私が十八の年に下された。

　私の実家の甘野家は、京都に本店を置く〝甘かん屋やデパート〟の創業者一族だ。明治創業の老舗しにせデパートは一族経営で、私は社長のひとり娘。いわゆる後継者として育てられた。

　とはいえ、父とは中学生になるまでほとんど交流がなかった。

　見合い結婚の両親は不仲で、母は籍こそ抜かなかったものの、私が幼い頃から実家の東京を拠点に祖父母と暮らしていた。母の実家は、旧華族系譜の名家だ。

　父に愛人がいることも、『仕事、仕事』で母を放っておいたことも、プライドの高い母は、はっきりとは口にしなかった。それでも、周囲の言葉で私の耳には入ってくる。年に一度上京して会いに来る父のことは、どうにも好きになれなかった。

　私が結婚に夢を抱けなくなるのは、両親を見れば明らか。

　気弱な性格は、気の強い母と祖父母の間に軋あつ轢れきを生まないよう、緩衝材になっていたからだろうと思う。

　両親の間の約束で、私は中学に上がる年に父のもとへ移った。一応、甘屋グループのたったひとりの後継ぎだ。社長令嬢として相応ふさわしい教育を、と父が考えたためだ。

　父の決めた学校に通い、日舞やお茶、お花といった良家の子女教育もひと通り受けさせられた。習い事は別段嫌いではなかった。やってみれば面白いし、人並みにできればいいと思えば、気もラクだった。

　もとより引っ込み思案で気弱な私は、拒否するということが苦手だった。

　闘うより、従う方がラクなのは、今までの人生で身に沁しみている。置かれた立場から抜け出す活力が足りなかった。

　両親の都合で、あちらこちらと移動させられ、将来もぼんやりと決められている。

　不満かといえば、わからない。自由が欲しいかといえば、わからない。十代の私は、言われるままに日々をこなして大きくなった。

　私が十八歳になったとき、例の鶴のひと声が降ってきた。

　縁談だ。いずれ婿をもらうのだと思っていた私は、東京に嫁入りすると聞き、仰天した。

　甘屋の後継ぎが必要だと父の手元に呼ばれたのに、今度は父の政略でよそへ嫁がされるらしい。同居して父との溝が埋まりはしなかったとはいえ、こんなに簡単に放逐されるとは思わなかった。

　父には可か愛わいがっている部下がいる。その部下に甘屋グループを任せる腹積もりが決まったのかもしれない。血よりも絆きずな。父ならあり得る決断だ。

　一気に不信感でいっぱいになった私に、父は言った。

「金剛家からの申し出だ。ご三男の妻に、ぜひと」

　金剛家が私になんの用があるだろう。甘屋を傘下に入れたいのだろうか。

　金剛家は江戸時代から続く大商人の家だ。武家への金貸しで財を成し、今や日本の財界の中枢にいる大企業グループ。

　うちも老舗ではあるし、関西ではそこそこの企業。しかし、金剛は格が違う。

　その金剛家が、なぜわざわざ私を求めてきたのかがわからない。母の家柄も関係しているのだろうか。

　聞けば三男の三実という人は、兄たちに金剛本体の運営を任せ、自身は〝金剛商事〟という会社を立ち上げ、経営しているらしい。立場はグループ企業の社長だ。

　私の縁談の裏では、『金剛商事に甘屋デパートの経営権を譲渡するのか』との憶測も社員たちから出ていた。

　私個人は、高校在学時に結婚を決めるつもりはなかった。大学まで学び、そこから甘屋デパートで働きながら、父の探してきた婿と三十代に差しかかる頃で結婚だと勝手に想像していた。

　だから、こちらの意思に反して、あっという間に婚約が決まってしまい、本当に驚いた。




　顔合わせの席で、私は金剛三実という人と初めて会うことになった。

　古くから付き合いのある祇ぎ園おんの料亭で、金剛家との顔合わせは執り行われた。

　こちらは私と父、あちらは三実さんと年の離れたご長男の一かず久ひささんが現れた。

「愛らしいお嬢さんですね。三実が見初めたという意味がわかります」

「甘やかして育ててしまいましたもので、三実さんの理想に適いますかどうか」

　父に甘やかされた覚えはない。同居してからも、必要最低限の会話しかしていないもの。

　そして、三実さんが私を見初めたという点に引っかかりは覚えた。

「甘野社長。不肖の弟ですが、お嬢様をお任せいただきたくお願いいたします」

　一久さんが言い、願ってもないというように父が破顔する。

「金剛家の一員に相応しいかわかりませんが、ぜひにとお求めいただき、この子もこれほど幸せなことはないでしょう」

　面倒くさい。そう思った。

　勝手に幸せを決めないでほしいと思いつつ、強く拒否する理由もない。私がここでカリカリと怒り始めて、破談にしても、どうせ数年のうちに都合のいい処理の仕方で嫁にやられるか、婿をもらう。

　父の駒なのだ。早い段階から気づいていた。何をしても結果は同じ。

　ただ、ひとつ。私は目の前にいる男性と、本当に結婚するのだろうか。

　金剛三実は静かに正座していた。視線はテーブルに落ち、背筋を伸ばした座り姿勢は、武士のようだ。

　しかし、凪ないだ空気に違和感を覚える。

　兄の一久さんは線が細く、柔和な雰囲気なのに対し、三実さんは肩幅が広くてがっしりとした体型をしていた。

　はっきりとした野性味のある顔立ちは、端正で日本人離れしている。体型と相まって海外の俳優みたいに見える。一見して、すごくバランスの取れた美しさを持つ大人の男性だ。

　物静かで、ややうつむきがちな彼が、私との結婚を望んでいるようにはとても見えない。

『三実が見初めた』と一久さんは言っていたけれど、私は社長令嬢としてパーティーや会食に参加するような生活はしていない。つまり、彼と出会い、見初められるような機会はあり得ないのだ。

　わかってはいた。この結婚は政略結婚。甘屋に有利な家と血縁になるための。

　だって、十二歳も年上の三実さんからしたら、十八歳の高校生なんて子どもにしか見えないに違いない。

　そんなことを考えて、ついまじまじと彼の顔を注視してしまった。私の無遠慮な視線に気づいたのだろう。彼がスッと顔を上げた。

　瞬間、ゆらりと空気が歪ゆがんだ気がした。視界が曲がったような感覚に、そのまま私は動けなくなる。

　私を射貫く燃えるような瞳に捕らえられ、身動きが取れなくなったのだと気づいたのはその後。

　獰猛な獣に遭遇したとしか思えない感触がした。

　藪やぶから相手が出てきた刹那、こちらはその静寂に気配を感じ取れない。しかし、ひとたび目が合えば、時すでに遅し。捕食対象としてロックオンされてしまう。そういう種類の本能の警告を感じた。

　彼は、ゆっくりと微ほほ笑えんだ。獰猛な瞳を隠すことなく、ただ顔面に優しい仮初めの笑顔を貼りつけるのだ。

　瞳が炎のようにぎらぎらと揺らめく。私を征服し、食らいつくそうとしている。

　なぜ、初対面の男の人に、これほどまで根源的な不安を感じるのかわからない。

「ほら、三実。そんなに見つめては失礼だぞ」

　一久さんが言い、三実さんは照れたように笑顔を作った。瞬時に、汗が滲にじむような気配は掻かき消えた。

「すみません。幾子さんがあまりに可愛らしくて、美しいので」

　完全に一家の末の弟に戻っている。少なくとも雰囲気は変化し、人懐っこい笑顔は、先ほどの笑顔とは別物だ。本当に同じ人間だろうかというほど。

「幾子さん」

　金剛三実が私を呼んだ。ぎくりと肩を震わせ、私は彼の天てん真しん爛らん漫まんにも思える笑顔を瞳に映す。

「あなたを大事に、幸せにしたいと思っています。私のところへお嫁に来てくれますか？」

　父に肘でつつかれるまで、私は自分が固まっていることに気づかなかった。

　頷うなずく以外に選択肢がない。慌てて首を縦に振った。

「はい……」

　もうほとんど決定だったとはいえ、これは正式なプロポーズであり、私はプロポーズを受けた格好だ。答えてしまってから状況に驚いた。

　目前の眉目秀麗だけど謎の人に、私は自ら嫁ぐと言ってしまったのだ。

「いやあ、本人たちが乗り気なら一番いいですね」

　一久さんが言い、父も満足そうに頷く。

「ありがたいお話です」

「幾子さん、お嫁入りはあなたが二十歳の年です。二年ありますから、気に入らなければいつでもこいつを振ってやってくださいね」

　一久さんは弟を小突くようにし、それから私以外が楽しそうに笑い声をあげた。

「幾子さん、ありがとう。二年後が待ち遠しいな」

「はい。三実さん」

　彼の名を初めて呼び、私はまだ違和感の正体を判じきれずにいた。

　さっきの獰猛な瞳は、なんだったのだろう。




　それから二年が経った。高校卒業後は、父の下で甘屋デパートの事務職を経験した。京都本店の営業部に在籍し、営業サポートの仕事をし、経理や総務も手伝う。社長の娘である私にみんな優しく、思えば働きやすい贅ぜい沢たくな環境だった。

　並行して花嫁修業もさせられる。家事はひと通りできるつもりだったけれど、料理と裁縫を基礎から叩たたき込まれた。

　どうやら、母が家事全般が不得意だったのを、父はいまだに根に持っているらしい。私を母と同じような女にしたくないのは、口にせずとも伝わってきていた。

　婚約期間中、三実さんは一度も私に会いに来なかった。

　数ヵ月に一度、贈り物は届く。花束だったり、豪ごう奢しゃな佐さ賀が錦にしきの袋帯だったり、アンティークのテディベアだったり。

【あなたを想っています】というような、短くとも丁寧な手紙がついてきて、その都度、私はお礼状を書いた。

　しかし、本人は一向に姿を見せなかった。

　こんなものだろうか。婚約者とはいえ、家同士が決めた関係。贈り物をし、手紙を交わすだけで充分なのだろうか。

　東京と京都だ。さほど遠いわけじゃない。忙しくて会いに行けないということもないだろう。それとも私から東京に会いに行くべきなのだろうか。そんなこと、心許なくてできない。

　二年の月日を会わずに過ごすうち、私は初対面のとき、彼に抱いた不安を忘れ始めていた。

　思えば、私も緊張していたのだ。三実さんもまた緊張で表情が強こわ張ばっていたのかもしれない。それで、強こわ面もてに見えたのではなかろうか。

　きっとそうだ。だって、私に心のこもった贈り物をくれる彼は、思いやり深い人に違いない。

　家のため、私のような小娘と結婚を強いられているのに、極力優しくしようと心を砕いてくれているのだ。

　私にできることは彼を信じ、花嫁修業に勤しむことではないだろうか。




＊　＊　＊




　結婚式は、私が二十歳になった初夏と決まっていた。

　お嫁入りの日、京都から私を送り出してくれたのは、父の邸宅の清掃家事全般と、私の身の回りの世話をしてくれたお手伝いさんがふたり。

　それと、父の部下では私と一番年の近い日くさ下か部べ諭さとるだけだった。五つ年上の諭は、私には兄同然の存在だ。

「幾子お嬢さん、大丈夫か？　嫌になったらいつでも戻ってくるんやぞ」

　諭の優しい言葉が嬉うれしかった。覚悟のうえのお嫁入りだけど、諭は兄として私に居場所を用意してくれている。ありがたかった。

「平気。幸せになるから、諭は心配しないで」




　新幹線で朝早く父と到着した東京。金剛本家は壮大な邸宅だった。敷地面積の広さもさることながら、平屋の和風建築は趣き深く、ここが都心の一等地であることを忘れそうになる。三実さんはここに住んでいて、私もまた金剛家の一員になるのだ。

　到着して早々に、荷物だけ預けて移動となる。

　テレビで見たことのある大きな神社は邸宅から近く、タクシーを降りるとすでに迎えの女性が来ていた。

　父と離れ、私は花嫁の身支度を整える。

　化粧をされ、白しろ無む垢くを着せられる。着物も着慣れない身には、白無垢の重さはびっくりするほどだった。じっとしていればいいとはいえ、日差しの強い五月に、こんな重たいものを着るなんて。

　準備万端。介添えのおばさんに連れられ、廊下を進む。

　自分が神社のどこにいるのかわからない。支度の間から随分離れた位置に、控えの間があるようだった。親族の待合室らしい。

「幾子様、ご到着です」

　介添えに支えられながら、私は一歩踏み入れた。

　ひゅっと喉が鳴る。そこには、金剛の一族がずらりと居並んでいたからだ。ざっと百人以上はいる。

　左手奥に父と、久しぶりに会う母の姿を確認した。

　黒留袖姿の母は、式に似つかわしくない渋い顔をしていた。私を不ふ憫びんに思っているのだろう。自分もまた見合いで政略結婚同然に結婚し、父とはうまくいかなかった。私も同じ道をたどるのか、と。

「やあ、綺麗だ」

　緊張感のある空気をはばからず声をあげたのは、中央にいた年とし嵩かさの男性だ。七十代に差しかかるだろうか。羽織袴はかま姿で、笑顔であるものの威厳のある風貌だ。

　隣には一久さんと、奥様とおぼしき女性がいるから、この男性が三実さんのお父様で、私の義父になる方なのだろう。

「お父さん、俺が先に言おうとしていたのに。お株を奪わないでください」

　明るい声が私の横から聞こえた。

　見れば、私のすぐ横に礼装の羽織袴姿の三実さんがいた。

　ひと目見て、ドキリとするほど素敵だった。はっきりした顔立ちと、浅黒い肌が、黒五つ紋付の羽織袴と妙によく合い、映画の主役みたいな光り方をしている。

　三実さんは私に向き直り、爽やかな笑みを浮かべた。

「幾子さん、とても綺麗だ。こちらが照れてしまうくらいだよ」

「お熱い、お熱い」

　金剛家のご年配の方々から、からかうような声が飛ぶ。それに照れてみせる三実さんは、私よりずっと年上だけれど、幼く無邪気だ。

「幾子さん、緊張するなあ。頑張ろう」

　こそっと耳打ちしてくる様も、清すが々すがしいほど優しく、私はすっかり婚約の挨拶のときの彼を忘れた。

　やはり、私の勘違いだったのだ。

　彼は爽やかで優しい人。きっと私は、彼と素敵な家庭を築ける。

　本殿に向かう花嫁行列の中、隣にいる三実さんを心強く思った。まだ二十歳の私が、大きな一族の御曹司にお嫁入りだなんて、不安だった。今も不安だ。

　だけど、大丈夫。三実さんを支え、いい妻になろう。

　神前で式を挙げる最中も、私は希望で不安を押しつぶす努力をした。

　大丈夫。きっと大丈夫に違いない。




　挙式後、色打掛にお色直しをし、披露宴も執り行われた。

　金剛家は大きな一族だ。全員と挨拶を交わすのはひと苦労だった。三実さんが隣で、ひとりひとり紹介してくれるたび、私は頭を下げ、『末永くよろしくお願いいたします』と決まり口上を述べたのだ。

「幾子」

　披露宴も終盤。母が私に声をかけてきた。三実さんはちょうど、長兄の一久さんと次兄の次じ郎ろうさんとお話し中だ。楽しそうに笑ってお酌をし合っているから、きっとこちらの話は聞こえないだろう。

「綺麗よ。こんなに早くお嫁に出すとは思わなかったわ」

「お母さん、ありがとう」

　私が京都に行ってからも、母は頻繁に会いに来てくれた。私も何度も会いに行っている。私を父に任せることに、母が最後まで抵抗したのも知っている。

　母は気が強く、大雑把で家事が苦手で、祖父母とも喧けん嘩かばかり。だけど、私のことを大事に思っている。そんな母を、私も大事に大事に思っているのだ。

「お母さんね、あなたの結婚が済んだら、お父さんと正式に離婚するわ」

　披露宴の場で、いきなり不穏なことを言いだすのが母らしい。そうするだろうなとは、私も思っていた。私の結婚までは、と世間体を気にして籍を抜かなかっただけなのだ。

「君きみ島しまのおじさんについて、イタリアに渡る予定なの」

「え、本当？」

　君島のおじさんは、母が長くお付き合いをしている男性だ。私も何度も一緒に食事をしたことがある。

　おしゃれでも、派手さはなく落ち着いた男性で、海外の工芸品の輸入業を営んでいる。離婚すれば、ふたりはいつか一緒になるだろうとは思っていた。

「幾子、もし困ったらすぐに連絡しなさい」

　いっそう声を潜めて母は言った。

「お母さんのところへいらっしゃい。君島のおじさんも、それでいいって言ってくれているから」

　はなから私の結婚生活がうまくいかないと思っている様子だ。母の心配はもっとも。だけど、私もここで甘えを見せるわけにはいかない。

「お母さん、大丈夫よ。私、いいお嫁さんになれるよう頑張る」

「幾子」

「きっと幸せになるわ。安心して」

　最後まで母は心配そうな表情をしていた。




　すべて終えると、日も暮れた時刻になっていた。早々に父は場を辞し、帰っていった。私には、『行儀よくしなさい』と子どもに言うような言葉だけをかけて。

　金剛家の親族も次々に帰っていき、三実さんのお父さんも、お兄さんたち家族も、それぞれハイヤーで帰っていく。化粧を落とし、来るときに着ていたワンピース姿になると、私は手配されたハイヤーに乗り込んだ。

　金剛家の邸宅はやはり広く、しんと静まり返り、この平屋の和風建築のどこに他の家族がいるのか見当もつかない。

　お手伝いさんに案内されたのは、三実さんの居住スペースである離れだった。

　離れには居間があり、寝室があり、書斎がある。縁側もあり、バスルームもトイレも独立していて、ここだけでかなり広い。

　そして、三実さんはまだ帰っていないようで、静まり返っていた。

　居住空間に入った途端、ふと違和感を覚える。

　まただ。また、妙な感覚だ。

　居住スペースには生活のにおいがしない。無機質で、寂しい。三実さんは忙しくて、なかなかここに戻ってこない人なのか。

　それとも、生活していてもこんな感じなのだろうか。毎日お手伝いさんが掃除をするから、という理由ではない。ここには人の温かみがない。

「幾子様、お腹は空いていらっしゃいますか？」

「いえ、食事はいりません」

　お手伝いさんに聞かれ、私は慌てて首を横に振った。披露宴ではたいして食べられなかったとはいえ、今は何か食べたい気分でもない。

「さようですか。お茶をお淹いれしましたら、私どもは本宅の方へ戻ります。内線電話でいつでも参りますので、ご不便がございましたらご連絡くださいませ」

「あ、はい」

　離れにひとり取り残されると、またしても不安がひたひたと足元を濡ぬらしていく。

　大丈夫。頑張るってお母さんにも言ったじゃない。

　いきなり環境が変わって不安なだけ。落ち着いて、落ち着いて。三実さんは優しい人。彼が帰ってくればきっと安心するだろう。




　お風呂が沸いていたので入り、寝間着の浴衣ゆかたに袖を通した。

　寝室は畳で、布団がふた組敷いてある。濡れ髪を拭きながらそれを見て、心臓がどくんと鳴った。

　お嫁入りしたわけだから、私は三実さんと今夜そういう関係になるのだろう。それはわかっている。

　でも、正直に言えば怖い。中学、高校は女子校だった。男性と付き合ったことはないし、男性を好きになったことすらないのだ。

　これから、男の人と性的に触れ合わなければならない。

　怖い。

　いや、三実さんは大人だ。立派な男性だ。私が不安を伝えれば、なるべく優しく扱ってくれるだろう。

　うまくすれば、今日はそういった事象を回避できるかもしれない。

　あの優しい面差しで、『幾子さんが怖いなら、今日は添い寝だけにしよう』とか、『それじゃあ、今日はお互いのことを知るためにお喋しゃべりしながら寝よう』なんて温かな言葉をかけてくれるのではなかろうか。

　そんなことを考えているうちに、私は居間のソファで眠り込んでしまっていた。




　気づいたのは誰かの気配だった。人影が電球の光を遮ったのが、寝ていながらわかったのは、眠りが浅くなるタイミングだったからかもしれない。

　次の瞬間、私の身体がふわっと持ち上がった。

「え？」

　寝ぼけた私は、自分の状況が把握できていなかった。私を抱き上げた人をただ見つめる。

「起きたか」

　眼前には私の夫がいた。金剛三実、その人が。

　三実さんは足で襖ふすまを開け、寝室に私を運んだ。そして、布団の中央にどさりとあぐらをかくと、膝に抱きかかえたままの私の顔を覗のぞき込む。

　明かりのついていない寝室。窓から月明かりが、さあっと室内を照らした。

　心臓が止まりそうになった。

　私を抱きかかえていたのは、あの日見た獣だった。

「幾子」

　ぎらぎらと光る瞳。低く私の名前を呼ぶ唇は、今にも私に食らいつこうと、涎よだれを垂らしているかのように見える。

　不意に、彼が私の首筋に顔をうずめた。

「きゃ」

　耳の下に口づけられて、身をすくめた。

　熱い唇だ。心臓がどくんどくんと痛いほど鳴っている。

　彼の手で布団に下ろされた。覆いかぶさる身体。私は布団に肘をつき、彼を見上げた。わずかな身体と身体の隙間は、このまま彼が体重をかけてくれば、なくなってしまうだろう。

「極上だ」

　獣が舌なめずりをするような表情が、逆光でもよく見えた。

　手が震え始めた。本能的に、じり、と後ずさってしまうのを必死で耐える。目覚めていきなりの状況。三実さんの豹ひょう変へんに頭がついていかない。

「どれほどこの日を待ちわびたか」

　獰猛な笑顔は、喜びと興奮を噛み殺している。微笑みには肉食動物の鋭い美しさがあった。

　言わなきゃいけない。

　男性とこういう関係になったことがないので、不安なのです。今日はご容赦いただけませんか？

　きちんと相談しなければ。私たちは夫婦なのだから。

「幾子、抱くぞ」

　大きな大人の手が、私の浴衣の衿を掴つかんだ。

　短い悲鳴しか出なかった。おそらく私はパニックで顔面蒼そう白はくだ。

　言えない。言葉が出てこない。

「俺が怖いか？」

　怖いです。だって、いきなり押し倒してくるんだもの。

「覚悟を決めろ」

　覚悟はしてきたつもりですが、こうも話し合う余地がないとは思わなくて。

「おまえは俺のものになるんだ、幾子」

　私の衿を彼の手が乱す。胸元が下着もろとも露あらわになる。彼の右手が、くいっと私の顎を持ち上げた。

「おまえには俺の子どもをたくさん産んでもらう」

　そう言って、獣は餌を前に、にやりと笑った。

　頭が真っ白になった。

　不安と混乱が極限を超えるとどうなるか、私は身をもって知ることとなる。

「うわあああああああああああ!!」

　今まで出したこともない迸ほとばしる叫びが、お腹の底から飛び出してきた。

　そのまま私は拳を固め、夫である人の顔面を力いっぱい殴りつけていた。

　人生で初めて人を殴った。それが今日、結婚したばかりの夫……。

　はっと正気に戻った私は、おそるおそる、めり込ませた拳を下ろす。

　火事場の馬鹿力が発揮されたのだろうか。彼の左の鼻と頬骨に拳は当たり、左鼻から、つーっと鼻血が流れるのが見えた。

　獣の空気が霧散する。

　金剛三実は、ぽかんとしていた。鼻を押さえ、流れだした血に、「あ」と短く呟つぶやく。

　私は真っ青になって、がくがく震えていた。

　初夜の夫を殴ってしまった……。どうなっちゃうの？

「そうかそうか。ＯＫ、わかった」

　身体を起こし、三実さんは鼻を押さえたまま立ち上がる。

「よし、また今度だ。おやすみ、幾子」

　そう言って、寝室を出ていってしまう。動けない私を残して。

　襖を閉める直前に、顔だけ出して言った。

「今日からよろしく頼む」

　三実さんは、今朝見た爽やかな笑顔だった。

　殴ったのに……。怒っていない？

　放心状態の私は、しばし言葉もなく固まり、やがてばたりと布団に倒れ込んだ。

　そして、気絶するかのごとく眠り込んでしまった。










お暇潰し




「幾子、幾子ー」

　誰かが私を呼んでいる。

　ううん、何？　今、何時？　起きなきゃ駄目な時間？

「幾子ー、朝だ。起きなさーい」

　誰かしら？　諭？　いくら兄同然の諭でも、私の部屋に勝手に入ってくるなんて、不ぶ躾しつけじゃない？

　っていうか、そんなに言わなくても今起きるんだから……。

「幾子、ほら、くすぐるぞ？　いいのか？」

　低くて艶っぽい、聞き馴な染じみのない声。

　……諭じゃない！

　ぱっと目を開けると、目の前に金剛三実がいた。

　私の夫となった人は、「お」と目を見張った。

　そうだ。私、東京に来たんだ。昨日は結婚式で……それで……それで……。

「あの！」

　がばっと身体を起こして三実さんを見つめる。

　私……昨日、思いきり殴っちゃったんだけど。

　しかし、彼には痣あざも何もないし、怒っている様子も見えない。それどころか、爽やかに微笑んで言うのだ。

「洋服はまだ整理できていないだろう。それなら昨日着ていた服でいいぞ。着替えて朝食に行こう」

「え、あ、はい」

　朝食？　ここで食べるのではなく、母屋に食べに行くってことだろうか。

「うちの家族は、なかなかみんな揃そろわない。朝食くらいはなるべく一緒にとりたいというのが、亡くなった母の希望でね」

　三実さんに言われるまま、私はバスルームに入り、脱衣籠のワンピースをかぶった。メイクはしない。する暇がない。髪の毛だけ梳とかして、ひとつにまとめる。

　彼の後について、朝食の場所である広間を目指した。

　なかなかに遠い。どれだけ敷地面積があるのかしら。金剛家が並のお金持ちではないのがよくわかる。

「おはよう」

　ようやく到着だ。三実さんが明るく声をかけ、室内に入ると、広間には家族が勢揃いしていた。

　お義と父うさん、一久さんご夫妻、次郎さんご夫妻と、お子さんの中学生くらいの女の子がふたり。昨日の結婚式には、三実さんの甥おい姪めいが他に何人もいた。みんな成人して家を出ていると聞いている。つまりは私と同じくらいか年上だろう。

「おはよう。幾子さん、よく眠れたかな」

　上座に座ったお義父さんが声をかけてくる。私は慌てて返事をした。

「はい。おかげ様でぐっすりと眠れました」

「俺が起こすまで、よく眠っていましたよ」

　ほがらかな口調で三実さんが口を挟む。

　私、あなたをぶん殴って拒否した挙句、気絶しちゃったんですが……。言わないでいてくれるのでしょうか。

「それはよかった。慣れるまでしばらくはかかるだろう。どんどん家の中を見て回りなさい」

「ありがとうございます」

　私と三実さんの前に、懸盤に載った朝食の膳がしつらえられた。

「さあ、みんな。いただこうじゃないか」

　お義父さんの声に合わせ、家族全員が手を合わせる。私も倣った。

　いただきます。




　朝食を終えると、またふたりで離れに戻ることになった。廊下を三実さんの後に続いて歩く。こんな広いお屋敷では、ひとりで離れに帰れない。

「朝食の量が多ければ、手伝いの誰かに伝えておくといい。昼食も用意してくれる。夕飯は俺が早く帰れれば一緒に食べよう」

　昨夜の出来事はなかったかのように、すらすらと喋る三実さん。離れに近づいた廊下で、私はとうとう声をあげた。

「あの、昨晩のことは――」

「ああ、すまないな。おまえは初めてだったんだものなあ。少しがっつきすぎた」

　あっさりさっぱり答える彼は、昨夜の獣の気配など、どこにもない。至って普通の明るい男性だ。

「怒っているのではないですか？」

「怒る？」

　私の質問に三実さんは不思議そうな顔をした。

「幾子と俺は夫婦になったんだろう。あれしきのこと、痴話喧嘩にもならんさ」

「でも、私……三実さんのお顔を……」

「頑丈なんだ。幾子に殴られたくらいじゃ、びくともしない。鼻血は出たな。ははは」

　あけすけに笑う三実さんを、私は呆あっ気けに取られて見つめる。

　本当に怒っていないみたい。それどころか、私を気遣ってくれている。

「しかし、嫁に来たからには、覚悟はしてもらわなきゃならない。まったくそういった触れ合いはなしというのは、いくらおまえが可愛らしくても俺としてはきつい。何より……」

　一瞬、彼は顔を歪めて微笑んだ。

「幾子には、俺の子を何人も産んでもらわなきゃならないからなあ」

　ぞくりと背筋を冷たいものが流れた。

　やっぱりそうだ。三実さんの本性はこちら。強欲な獣が彼の中に潜んでいる。美しく魅惑的だけれど激しい猛獣だ。

　しかし、すぐに彼は凶暴な表情を引っ込めた。

「近いうちに、また機会を設けるよ。さて、俺は仕事だ。幾子は好きに過ごしてくれ。そういえば、携帯電話の番号すら知らないんだなあ。交換しておこう」

　離れの戸を開けながら、彼は笑顔で言った。よくできた百点満点の笑顔だった。




　嫁入り翌日、私の目下の仕事は荷物整理になった。

　離れには、寝室に私専用の大きな桐きり箪たん笥すが用意されていた。引き出しに衣類をどんどん詰めていく。

　さらに書斎のウォークインクローゼットも、私のために開放してくれるという。コートや質のいいワンピースなどはこちらにかけた。旅行バッグや、持ってきた本などもここだ。

『どこもかしこも幾子の好きに使っていいよ』

　どこもかしこもと言われても。ひとまず、自分の身の回りで精いっぱい。

　昼は、お手伝いさんが鴨かも南蛮蕎そ麦ばを運んできた。

　ひとりで食事を終えると、また荷物整理に精を出す。

　午後の時間に、お手伝いさんがお茶を淹れに来て、お茶菓子に栗くり羊よう羹かんをひと切れ出して戻っていった。

　黙々と荷物整理をしていると、三実さんから初めてのメッセージが携帯に届いた。

【今日は遅くなるので、夕飯は食べていて】

　そして夕食はお手伝いさんが運んできた。ぶりの照り焼きと小松菜のお浸し、ゆずが載ったなます、味み噌そ汁しるとごはん。

　美お味いしい。美味しいけれど、ここでようやく気づく。

「私、朝からほとんど喋ってない」

　朝食を終え、三実さんが行ってしまってから、私はお手伝いさんとしか顔を合わせていない。食事はひとり。会話もない。

　京都の家にいた頃は違った。お手伝いの寒さ河が江えさんと志し村むらさんが私と一緒に食事をとってくれたし、たまに諭も一緒だった。

　デパートの事務方にいたので、事務所では社員みんなでお弁当を食べたりした。社長令嬢とはいえ、事務方では一番の下っ端。私は年上の社員たちに可愛がられて仕事を覚えていった。

「ずっとひとりだ」

　ぞっとした。朝食は楽しく会話をする場所ではなさそうだし、そもそもできたばかりの家族なので、親しい関係ですらない。

　昼食はこの先もひとり。夕食も三実さんがいなければひとり。そして、荷物整理が終わったとき、私にはやることがなくなるのではないだろうか。

　背筋を寒くしながら食事を終え、風呂に入り、テレビでドラマを少し眺めてから、日付が変わる前に布団に入った。




　次に目覚めたときは朝だった。

「おはよう。幾子」

　私の隣の布団で身体を起こしているのは、三実さんだ。私が眠った後に帰宅したのだろう。

　起きて待っていた方がよかったのだろうか。だけど、昨夜は例の機会にならずに、正直ほっとしている。

「おはようございます」

　寝間着の浴衣姿が視界にあり、はだけたたくましい胸元に心臓が跳ね上がってしまった。慌てて視線を外す。

　男性に免疫のない私としては、刺激的すぎる光景でした……。

　三実さんは私の焦りなど気づかない様子で、髪を掻き上げて言う。

「朝食まで少し間がある。俺の贈り物を受け取ってくれないか？」

「え？　あ、はい」

　リビングに移動し、ローテーブルに包みが置かれてあるのを発見した。

　三実さんのプレゼントは、どうやら服のようだ。パッケージを開け、深い赤のドレスが目に入って面食らう。

　派手だわ……。

　戸惑っていると、三実さんが笑顔で言う。

「着て、見せてくれ」

「今からですか？」

「ああ。そうだ」

　朝からドレスの試着？

　頭にハテナマークを浮かべつつ、せっかくのプレゼントだし、と頷いた。

　脱衣所で着替える。袖を通して、ぎょっとしてしまった。胸元はざっくりと開き、脚には深いスリットが入っている。

　ボディラインを強調したデザインだ。胸は人並みにあっても、背がさほど高くない私は、ドレスに着られている感が全開だ。

　この格好、見せなきゃ駄目なの？

　おそるおそる脱衣所から出ると、三実さんが感嘆の声をあげた。

「思った通り」

　ぐんぐん歩いてくると、私の腰に腕を回し、引き寄せてくる。突然の接近と接触に、私は声にならない悲鳴を発した。頭の中には、一昨日の夜の出来事がフラッシュバックしている。

　しかし、三実さんは活き活きと話し続ける。

「今季の新作なんだが、よく似合っている。幾子はシックだけど主張のある色が似合うと思っていたんだ」

「あの、三実さん」

「綺麗だ。ノーメイクでこれだけ綺麗なんだ。髪を上げて、メイクをしたら、どこに連れていっても目を引く美女の完成だな。いや、そうなったら、俺はおまえを外へ出せなくなる」

　間近で言われる言葉は褒め言葉なんだろうけれど、普段のテンションと同じなので、褒められているというより評価されているといった雰囲気だ。

　三実さんは私を商品として見ているのではないか、という疑問まで浮かぶ。

「よし、普段の服に着替えていいぞ。朝食に行こう」

　ぱっと私から手を離し、明るく笑う彼は、私には宇宙人レベルで意思の疎通ができない人に思えた。

　わからない。肉食獣みたいに見えたかと思えば、落ち着ききった様子で褒めてきたり、巧妙な作り笑いを浮かべたりする人。本心がわからないし、行動のひとつひとつが理解できない。

　三実さんの持つ大人の色気みたいなものに、ドキドキしないわけじゃない。見た目の美しさも、大きな手も、低い声も、彼が私の旦那様なのだと思うと胸に疼うずくものを感じる。

　しかし、それ以上に三実さんの奇妙な多面性に戸惑い、振り回されている気がする。

　この人が、私にとって満足に会話できるたったひとりの人になるのだと思うと、背筋が寒くなるような心地だった。




　その日、朝食を終えて荷物整理を済ませ、昼ごはんを食べたら、私にはやることがなくなってしまった。

　どうしよう。本でも読もうかしら。書斎の本は読んでいいと言われている。

　毎日こうして暇を持て余して暮らすの？

　せっかく覚えてきた料理は、腕を振るう機会もなさそうだし。……いや、それはすごく得意ってわけじゃないからいいとして。

　そうだ。お屋敷の中を見て回っていいと言っていた。

　しかし、ひとりでうろうろするのも不審者みたいだ。そこで私は内線電話でお手伝いさんを呼ぶことにした。

「あのう、おうちの中を案内とか……していただけますか？」

「ええ、ご案内いたしますよ」

　初老のお手伝いさんは、結婚式の日からお世話になっていて、曽そ根ね崎ざきさんという。もうひとり、三十代後半の甲こう本もとさんという女性と交代で離れの世話をしてくれているみたい。

　曽根崎さんの先導で、金剛邸を隅から隅まで見て歩くツアー開催だ。




　ご家族のプライベート空間には立ち入れないとしても、たっぷり一時間をかけて案内してもらった。

　大広間に客間、茶室、厨ちゅう房ぼう……。庭も広い。趣きの違う庭がいくつもあるので、庭園のテーマパークに来たみたいだ。温室で蘭らんを見せてもらっていると、近くから鶏の声が聞こえてくる。

「養鶏もしているんですか？」

「卵は毎日使いますからね」

　養鶏……ここまで、植物はあっても生物の気配に出会わなかった。ちょっと見てみたい。

「養鶏場も覗いていいですか？」

「奥様がしみじみ見る場所ではないですよ。うるさいですし、においもあります」

　あからさまに、曽根崎さんは眉間に皺しわを寄せている。

　そうか、彼女の時間を奪っているのもよくない。

「わかりました。じゃあ、外側からちらっと覗いたら、離れに戻ります。曽根崎さん、ありがとうございました」

「さようですか。奥様、敷地の外へお出かけの際は、私か甲本におっしゃってくださいませ。奥様がお買い物やお友達と会うことに制限をかけてはいけないと、三実様より申しつかっておりますので」

「はい。そうします」

　曽根崎さんが去っていく後ろ姿を見送り、私は養鶏場にそろりと近づく。外側からと言ったものの、ぜひ中を見たい。鶏たちを見たい。

　背の高い柵が張り巡らされた敷地には鶏舎があり、外を鶏たちが駆け回っている。

　おお。覗かなくても見られた。

　柵にへばりついていたら、突如後ろから呼ばれる。

「おい」

「ひゃ、ひゃい！」

　思わず変な声で返事をしてしまった。私を呼んだのは、鶏舎の裏木戸から出てきた老人だ。鶏を視界に入れていたので、声をかけられるまで気づかなかった。

「あんた、誰だい？」

　ええと、私は三実さんの奥さんで……。

　言葉を選んでいると、ご老人に先に言い当てられる。

「若奥様かい。三実さんのお嫁様」

「あ、はい。そうです。幾子と申します」

　柵から離れ、お辞儀をする。ご老人は柵の出入口をそっと開け、鶏が出ないようにしつつ手招きした。そうされたら、入る以外の選択肢はない。結局、柵の中に入れてもらった。

　けたたましく鳴き、足元を駆け巡る鶏たちは、なかなか迫力がある。

「鶏、たくさんいますねえ」

「ちょっとだよ。食べる分の卵を取って終わり」

　私から見たら、たくさんの鶏だ。今朝食べた、出し巻き卵は美味しかった。放牧飼育が、健康で美味しい卵を産む秘訣なのかな。

「家を見て回ってんのかい？」

　尋ねられ、おずおずと頷く。

「なるほど。若いお嬢さんがいきなり嫁に来ても退屈だよな」

　図星を突かれ、うぐっと詰まった。

「あんた、生まれは？」

「京都です。でも、子どもの時分はずっと東京で過ごしました」

「それで訛なまりがないのか。最近まで関西にいたんじゃ、遊ぶ連れもいないだろ。暇潰しになるなら、鶏くらい見ていけ。お、そうだそうだ」

　ご老人が手招きするので、ついて鶏舎に入ると、一番奥の藁わらが敷かれた一角に連れていかれる。

　そこには、ぴよぴよとか細い鳴き声をあげるひよこが五羽。

「ひよこですか？　うわあ！」

「可愛いだろ。手に載せても大丈夫だぞ。逃がすなよ」

　夢中になってしゃがみ込み、私はひよこに指を差し出す。ひよこは物もの怖おじせず寄ってきて、ちょいちょいと嘴くちばしで指をつついてくる。こんなに小さいのに力が強い。ふわふわとした体に触れると、温かくて幸せな気分になる。

「こんなに可愛いのは一瞬だぞ。あっという間にでかくなるんだ、鶏は」

　久しぶりに感じる小動物の温もりに、私の心はあっという間に緩んだ。

「あの、何かお手伝いすることはありませんか？」

「若奥様に雑用を頼んだら、俺が怒られちまうよ」

「またひよこを見に来たいので、何かお手伝いの口実があればと思いまして」

　なるほど、とご老人は頷き、少し考えてから鶏舎の掃除の仕方を教えてくれた。




　日が暮れるまで鶏舎で過ごした。離れに戻ると夕食の準備は整っていて、三実さんは今日も遅いと連絡が来ていた。

「奥様！」

　すっかり薄汚れた私を見て、曽根崎さんが渋い顔をしていた。




　翌日、朝食を終えて三実さんを見送ったところで、お茶を淹れに来た甲本さんに釘くぎを刺された。

「奥様、また植うえ松まつさんの鶏舎に行く気じゃございませんよね」

　そうか、あの鶏舎のご老人は植松さんというのか。お手伝いさん同士で情報共有がされているようだ。

　鶏舎に行っちゃ駄目なのだろうか。ひよこが見たいんだけどなあ。

　……という希望をしまって、遠慮がちな笑顔を作る。

「養鶏を初めて見たんです。とても面白いですね」

「お暇なようでしたら、ご本でもお買い物でも手配いたします。あまり泥仕事のようなことは……」

　金剛家のお嫁さんは、養鶏場の掃除をしたりしちゃいけないみたいだ。百貨店に出かけてお買い物はよくても、鶏舎でひよこと戯たわむれてはいけないみたいだ。

「じゃあ、今日はお庭のお散歩のついでに覗くだけにします」

「そうなさってくださいませ」

　昨日も覗くだけと言って中に入ってしまったことを、甲本さんは知らない。逆らうつもりはないけれど、ひよこと触れ合うくらいは許してほしいものだ。




　午前中のうちに養鶏場まで行くと、植松老人が餌の箱を運んでいる。

「おう、若奥様。これから餌やりだぞ。見ていくか」

「はい！」

　自分から柵を開けて、私は中に入っていった。

　昼に離れに戻ったとき、甲本さんがぎょっとしたのは言うまでもない。




　夜は、三実さんが少し早く帰れるというので、一緒に夕食を食べることになった。

　私からは話すことがない。三実さんも「調子はどうだ？」と私に聞いてからは、食事の内容や今日の天気など、とりとめのない話をつらつらとしている。

　盛り上げようと話を振ってくれているのかしら。

　注意深く観察しても、気遣って無理をしている様子は見えないので、やはり少し変わっている人なのだと思う。マイペースというか、なんというか。

　食後に、私がお茶を淹れた。タイミングとばかりに、彼は廊下に置いてあった荷物を取り出してくる。

「幾子、プレゼントをもらってくれ」

　プレゼントって、昨日の朝にもらったばかりですよ……。

　おずおずと三実さんの顔を覗き込む。

「あの、プレゼントって」

「これもまた、ぜひ着てみてほしい」

　ぱっと明るく言われてしまうと、拒否する理由がない。手に押しつけられた、セロファンで包まれてリボンをかけられた大きな袋。仕方なく、脱衣所で着替える。

　もこもこの、これは……。

「部屋着……ですか？」

　三実さんの前にそろりと出ていく私は、もこもこ素材のルームウェア姿だ。パーカー型の上着は、フードにうさぎの耳がついている。

　下はショートパンツで脚が丸見えだ。そして、なぜか丸いしっぽがついている。

　これは……どこの誰向けのコスプレなの……？

「最高だ！」

　威勢よく三実さんが言い、ぱちぱちと拍手をするので、私は頬がかーっと熱くなるのを感じた。堂々とした褒め言葉に、恥ずかしさ全開だ。

　すると三実さんは、いきなり携帯を取り出した。

「何枚か撮ろう！」

「え!?　写真ですか？」

「そうだ。撮ろう。離れている間も愛いとしいおまえを見られるように」

「いえ！　そんな！　大丈夫です！」

「俺は大丈夫じゃない。撮ろう！」

　慌てふためく私を、ばしばしと写す三実さん。いろんな角度から撮りたいらしく、私の周りを、携帯を携えてぐるぐる歩き始める。

　いったいなんなの、三実さんは！

　恥ずかしさでパニックの私は、とうとうその場にしゃがみ込んで、顔を隠してしまった。頭上でシャッター音が聞こえるから、丸まった状態の私も撮っておきたいのだろう。

　ちょっと待って。この人、おかしい。〝変わってる〟を通り越している。変態なのかしら？

　だって、写真を撮りまくる行動に好意を感じない。ひたすら無邪気に、動物相手のごとく面白がられて、意味がわからない。

「浴衣で寝る幾子は大変美しいが、衿元や裾がはだけると、俺も我慢がつらいんだ。この部屋着なら小うさぎのようで、俺の庇ひ護ご欲よくを刺激するだけで済むだろう」

　そろりと視線を上げると、私の前に同じようにしゃがみ込んでいる三実さん。顔が近い。私の困惑顔を不思議そうに覗き込むのだ。

　きょとんとした顔をしないで。私がどうして困って丸まっているのか、わからないんでしょう。可愛いパジャマを着て、ありとあらゆる角度から写真責めをされてみればいいんだわ、三実さんも。

「しかし、下が短すぎたな。幾子の綺麗な脚がよく見えてしまう。離れ以外で着てはいけないぞ」

　からっと笑う三実さんは、野獣な彼とは対極でも、得体の知れなさは同種のものを感じる。感情が見えない。彼は心を巧妙に隠しているのかも。

　私、とんでもない人のところにお嫁に来てしまったんじゃないかしら。

「ほら、写真は終わりだ。こっちでお茶を飲もう」

　彼に腰を抱えられ、身体を起こす。ソファの隣に移動させられる。

　湯ゆ呑のみを手渡されても、まだ気持ちが落ち着かない。嫁いで数日、すでに旦那様との意思の疎通を諦めそう。

　……あ、もしかして、これは嫌われようとしているのかしら。

　はっとして、私は横の三実さんを見上げた。

　そうだ。政略結婚で十二も年下の嫁をもらって、この人も困っているに違いない。私に嫌われて、穏便に離婚に持っていこうとしているんじゃあ……。

　すると、三実さんがじっと私を見つめ返す。はっきりした顔立ちの人が真剣に見つめてくると、結構な迫力がある。間近で見ると、やはり男らしく、素晴らしく整った顔だ。

「幾子、そんなに見つめると、可愛らしすぎて襲ってしまいそうだ」

　茶化して言う彼。私は、ごくんと唾を飲み込んだ。

「み、三実さん……腹を割ってお話ししてほしいのですけれど」

　いい機会だ。直接聞いてしまおう。三実さんが最初から気乗りしない結婚であったなら、私が頑張るのも無意味だ。お互いやり直せるうちに解消してしまった方がいい。

「私のような子どもがお嫁に来て、お困りではないですか？」

「なぜだ？」

　打てば響くスピードで返され、私はたじろぐ。続く言葉を探して、しどろもどろになってしまう。

「おうち同士の決め事で、もらってくださったんでしょうが、三実さんから見たら幼く、面白くない妻でしょう。うちの父などに気を使う必要はありませんから、お嫌なようでしたら離縁も――」

「離縁なんかするものか」

　恐ろしく低い声だった。ひやりと背筋が寒くなるような暗い気配を感じる。

　三実さんの顔を凝視すると、彼はにっこり微笑んでいた。今の一瞬の空気は、なんだったんだろう。

「俺は幾子に惚ほれているんだよ。おまえが安楽に暮らせるように尽くしたいと思っている。だから幾子は何も心配せずに、ここにいればいいんだ」

　明るく笑い飛ばして、三実さんが言った。

　愛の告白なのに、まったく他人事のように響く。

　ああ、まただ。三実さんに覚える違和感は、こういうときに顕著。

　三実さんは何を考えているんだろう。ともかく、私を疎んで妙な行動をしているわけじゃなさそうだ。

「ところで、幾子」

　彼が続けて言った。

「植松老人のところへ行っていると聞いたぞ」

　ぎくりと固まった。お手伝いさんふたりから報告があったのだ。

　どうしよう。直接怒られてしまうかしら。私はいいけれど、植松さんまでお咎とがめがあるかしら。

「鶏の世話に興味があるのか？」

「え……生き物が、割と好きで……。あと、ひよこが……」

「ああ、ひよこな。俺も子どもの頃、よく触りに行った」

「養鶏場に行くのは、いけませんか？」

　私の問いに、三実さんは首を横に振る。

「いいや。幾子が興味を示したならいい。手伝いのふたりには、そのくらい許してやれと言っておく」

　ほっとした。思ったより柔軟だ。理解できない人とはいえ、杓しゃく子し定規に私を縛ろうというつもりはないみたいだ。

「買い物や観劇。友人と食事。兄嫁たちは、みんなそうして自由に過ごしているぞ。幾子も俺に遠慮せず、外に出ていいんだ。手配は周りの者に頼めばいい」

「あ、の……ありがとうございます」

　服飾に興味が薄いせいか、買い物が好きというほどではない。観劇や映画だって、毎日観て回るほど興味はない。友人はすべて京都だ。小学生時代の友人は東京にいても、今も連絡を取れるような間柄じゃない。

「何か……おうちの中で、できるお仕事はありませんか？」

　おそるおそる言ったものの、小さくて消え入りそうな声になってしまった。

　私は専業主婦になるつもりで嫁いできた。夫の仕事を支えるために、家事全般を引き受けるつもりで来た。

　しかし、桁違いのお金持ちの家で、若妻のする仕事はなかった。

　毎日楽しく暮らして、早く子どもを産むことが私の役目なのだろうか。

「そうか」

　ぱっ、と三実さんが目を見開く。

「幾子は退屈しているんだな」

　退屈。言葉にしてしまえば、それだ。お嫁に来たばかりで生意気だから言えなかったけれど、私はやることがなく、話す人もいなくて退屈なのだ。

「家業を手伝っていたので……手持ち無沙汰といいますか……」

「わかった。それなら、週に何度か俺の会社に来ればいい」

　名案とばかりに三実さんが表情を明るくした。それは仕事をしに来いということだろうか。

「ちょうど人手が足りない部署がある。幾子の退屈が紛れ、業務が進むならいいことずくめだ」

　もう決めた様子の三実さん。

　仕事……そうだ。家の中にやることがないなら、外に出るのは正解だ。しかも三実さんの会社なら、金剛家的にも問題ないかもしれない。

「ありがとうございます。お仕事、やってみたいです」

「それじゃあ早速、明日行ってみよう。午前中に迎えに来るから」

　お茶を飲むと、三実さんは本宅へ顔を出してくると言う。

「先に寝ていてくれ」

　笑顔の彼は、今日も私と距離を取ってくれるつもりらしい。本当に用事があるのか、気を使ってくれたのかはわからない。

　三実さんは相当変わり者だし、現時点では理解不能なモンスターみたい。だけど、いきなり私を頭からばりばり捕食してしまう人ではない様子。

　わずかに安心して、私は先に布団に入った。




　翌日、メイクを施し、ブラウスにスカート姿で待っていると、午前中のうちに三実さんが迎えに来た。

「おお、いいね。そういった格好も素敵だ、幾子」

「あ、ありがとうございます。ええと、何か持ち物はありますか？」

「ないない。何もないぞ」

　携帯と筆記用具だけをバッグに入れ、ローヒールのパンプスを履いて外へ出た。




　三実さんの運転で、あっという間に銀ぎん座ざのオフィスに到着する。地下の駐車場で車を降りた。かなり新しいビルだ。ビル名は【Kongo.co】と書かれていたから、おそらくは持ちビルだろう。

　地下からエレベーターに乗り込む。

「このビル全体が、三実さんの会社なんですか？」

「ああ、そうだ。俺は十階の社長室にいる。外出が多いから常にはいないがな」

　どこで私は働くのだろうか。一般事務しか経験がないけれど、大丈夫なのかしら。

　そう思っていると、エレベーターはすぐに停止した。

　あら？　まだ乗って数秒だけど。

　何しろ、地下の駐車場から一階に移動しただけだ。出ると綺麗なエントランスホールが見える。しかし三実さんはそちらには向かわず、エレベーター横の階段のさらに奥にある小部屋に入っていく。

　後を追って入室すると、小さな暗いオフィスだった。デスクが四つ。あとは壁中に棚。明かり取りの小窓がひとつあるだけで薄暗い。

「麻生あそうさーん、奥さーん、いるかー？」

　明るい声で呼ぶと、奥から六十代とおぼしき男女が出てきた。三実さんの言葉通りなら、ご夫妻なのだろう。ご主人はワイシャツにネクタイ、奥様は会社の女性社員の制服らしき服を着ている。

「おや、社長。こちらが若奥様？」

　麻生さんという男性が気楽に話しかけてきた。

「可愛らしいお嬢様ねえ」

　奥さんも、にこやかに私の顔を覗き込む。

「人員補充。俺の奥さんを使ってくれ」

　ぎょっとして、私は彼の顔を見上げた。

　こちらのご夫婦のお手伝いが、私の仕事？

　三実さんは私の顔を見つめ、にこやかに言った。

「幾子。麻生夫妻は長年、金剛グループに勤めてくれた人たちなんだ。今は俺の会社の備品倉庫の管理をやってくれている。ご夫婦の仕事を手伝ってやってくれ」

　なんか、思っていた仕事と、だいぶ違う……。でも、何もやることがない日々と比べたら……。

「はい。頑張ります」

「若奥様が来られる日だけでいいわよ」

　奥さんが優しく言い、ちょっと拍子抜けする。そんな緩い感じで、本当にいいのかしら。

　かくして私はお嫁入り五日目にして、再就職することとなった。










お仕事します




　三実さんのもとへ嫁ぎ、二週間近く経った。

　私は三実さんの会社で仕事をするようになっていた。

「幾子ちゃーん、こっちこっち」

「はい！　今行きます！」

　呼ばれて走っていけば、総務部前の掲示板では麻生さんがポスターを貼っている。警察から届けられた還付金詐欺の啓発ポスターだ。

　他にも区役所のポスターや、取引先のポスターは掲示板に貼ることになっていて、これらの仕事は総務ではなく麻生さんがやっている。

「そっちの端を押さえておいて」

「はい」

「すまないねえ。家内がいつも手伝ってくれるんだけど」

「由ゆ美み子こさん、ぎっくり腰なんですから駄目ですよ」

　由美子さんとは、麻生さんの奥さんのお名前だ。

　私が任されている仕事は、備品管理。嘱託で働く麻生さんご夫妻と一緒に、社内で使うものや使い終わった資料の管理、そしてこういった雑用をしている。

　勤務は週三日。もう少し働けると三実さんに言ったけれど、『嫁いできたばかりの幾子をこき使っていると父に言われるのもなあ』なんて、いなされてしまった。

　やっぱり仕事自体、私の暇潰し用に用意してもらった感が否めない。

　しかし、久しぶりに外で働くということが楽しい。麻生さんご夫妻も親切で、一緒にいると、ほっとする。

　なお、『若奥様』という呼び方は目立つので、名前で呼んでもらっている。表向き、社長夫人であることは隠した状態だ。一応お給金も出るらしい。

「よし。ここを全部貼ったらお昼休憩にしような」

「はい！」

　すでに昼休みに突入の時間でも、先に終わらせてしまった方が早そうだ。

　金剛グループ歴が長いせいか、麻生さんは私の働き方にも柔軟に対応してくれている。昼休憩は時間通りじゃなくていいし、十五時には由美子さんと三人でお茶をするのを忘れない。十六時半には退勤なのに優雅だ。

　すると、総務から出てきた男性が麻生さんに声をかける。

「麻生さん、お手伝いに入った女の子って、その子？」

　若い男性社員だ。細身で、二十代半ばくらいに見える。

「そうだよ。幾子ちゃんっていうんだ。俺も年だからね、三実さんが気ぃ利かせて雇ってくれたのさ」

　気楽な雰囲気で麻生さんは返す。彼は社内の誰ともこんな調子で会話する。みんな麻生さんがＯＢであることを知っているので、敬意と親愛を持って接している様子だ。

「幾子ちゃんかあ、可愛いなあ。今、いくつ？」

「えっと、二十歳です」

「ひゃあ、若いなあ！　短大卒って感じ？」

「いえ。高卒で、一般事務で働いていました」

　答える声が小さくなる。人見知りなもので、勢いよく来られるとびっくりしてしまうのだ。

「小お田だくん。おまえ、手ぇ出すんじゃねえぞ」

「麻生さ～ん、幾子ちゃん可愛いじゃん。総務にちょうだいよ～」

「やんないよ。三実さんに怒られちゃうからな」

　可愛いと言ってもらえて嬉しい気持ちもありつつ、『人妻なんです』とは言えない。

　しかし、こんなときに感じる。三実さんは私を、可愛い、美人だとよく褒めてくれるけれど、今、目の前にいる男性社員みたいに感情が滲むようなことがない。言葉は熱烈なのに、表面をなぞるようにしか響かないのだ。

　けして誠意がないわけじゃない。でも、感情がこもりきっていないような……。

　そして最初の夜以来、三実さんは私に強引なことはしてこない。それどころか寝るときは、私が眠るまで母屋やお風呂で時間を潰してくれる気の使いよう。

　ありがたいんだけど、違和感はやっぱり消せない。

「ほら、小田くん。メシ食ってこい。俺と幾子ちゃんは仕事中だ」

　しっしと追いはらわれ、小田さんという社員は私に手を振って去っていった。

　いけない、いけない。ポスター、貼りきっちゃわないと。




　十六時半に仕事を上がり、電車で帰宅する。東京の電車は、仕事に出るようになり久しぶりに乗った。人混みも朝のラッシュもだいぶ慣れた。

　金剛邸では、離れに近い裏門と玄関を利用する。そのせいか、他の家族とは、それこそ朝食の時間しか顔を合わせない。母屋の玄関は逆方向なのだ。

　荷物を置き、お手伝いさんに帰宅を告げ、私は植松さんのいる鶏舎に向かう。これも最近の日課だ。

「植松さん」

「なんだあ、今日の用事は終わっちまったぞ」

「お疲れ様です。ひよこは寝ちゃいました？」

「まだ起きてるよ。ぴいぴいうるせえんだ」

　中に入り、ひよこを撫でさせてもらう。

　会社に行かない日は、ここで鶏の世話をさせてもらうことにしている。前の土日も三実さんは仕事でいなかったので、ここで過ごした。

　鶏は頭がいいようで、私が新参だとよくわかっている。植松さんにはしないのに、容赦なくつついてくるし、飛び蹴りもかましてくれた。雄鶏のキックで、餌箱をまき散らして尻餅をついたこともある。だけど、無心でできる鶏の世話は楽しい。

　まだお嫁に来た実感もなければ、新しい暮らしに戸惑うばかりだけれど、週三日の仕事と、毎日鶏舎で過ごす時間のおかげで、私の心は少し元気になってきた。




　その夜、三実さんは普段より早く帰ってきた。といっても二十一時過ぎだ。

　連絡が来ていたので、夕食は一緒に、と待っていた。

　ふたり、ダイニングテーブルで食卓を囲む。鶏肉の煮物と、ほうれん草とひじきのサラダ、きゅうりの酢の物。金剛家の食事は栄養バランスがよく、味も抜群だ。このレベルを私が作ることはできない。

「仕事は慣れたかい？」

　三実さんが話しかけてきた。結婚しても、ふたりきりの時間は寝ているときくらいだし、まだ全然緊張する。

「はい。麻生さんも、奥さんの由美子さんもよくしてくれます」

「それはよかった。今日、幾子を見かけたよ」

　社内にいても、社長とはなかなか遭遇しないものだ。どこで見られていたのだろう。

「総務前で、小田くんと楽しそうに話していたね」

　声の質感が、ざらりとした気がした。一瞬、ひやりとするものを感じ、私ははっと膳から顔を上げる。

「……はい。ご挨拶させていただきました」

　いけませんでしたか？

　言外に付け加えたものの、実際に聞く勇気はなかった。

　すると三実さんは、ぱっと明るく笑う。

「それはよかった。幾子には社内のみんなと仲良くしてもらいたいからなあ」

　さっきの空気は、なんだったんだろう。そう思わせるくらい清々しく破顔され、私は引きつった笑顔を返す。

「あの、三実さんとのことは言わないようにしていますので」

「ああ。麻生さんもそう言ってたね。俺としては、誰に言ってもらっても構わない」

　ニコニコと答える三実さん。いつもの腹の見えない笑顔だ。

「いつだって、幾子を妻としてみんなに紹介できるよ」

「ありがとうございます。でも、きっと混乱しちゃうんじゃないかって、麻生さんが」

　社長の妻が備品管理でパートをしているって知られたら、社員はみんな気を使うに違いない。それに、私はまだ子どもっぽくて、三実さんの妻として不釣り合いすぎる。

「わかったよ。じゃあ、しばらくはそうしよう」

　表面的には完璧な笑顔で、三実さんは答えた。




　次の土日も三実さんは出勤だった。ビジネスランチや、付き合いでゴルフにも行くと言っていたので、私も朝から鶏舎にいる。

「植松さんは住み込みなんですよね」

　朝の世話が終わり、私たちは並んでお茶を飲んでいた。離れから私が淹れて持ってきたもので、麻生さん夫妻からもらったおまんじゅうがお茶請けだ。

「今はな。女房が生きてた頃は、近所に家を借りて住んでたよ」

　植松さんは七十代。若い頃から金剛家で働いていると聞いている。

　鶏舎の世話や芝刈り、庭木の剪せん定ていもやっているそうだ。母屋にある日本庭園は、専門の植木職人を頼み、温室の蘭は一久さんの奥様のご趣味だというから、それ以外の細々とした野良仕事は植松さんが請け負っていることになる。

「息子夫婦が、うちに来いって言ってっけどな、今さらここを離れるのも面倒だろ。金剛家なら息子んところより悠々自適だからな」

「長くいらっしゃると、そうなるんですねえ」

「そうそう。そういうもんだ」

　お茶をぐいっと飲み、植松さんが盆に置く。

「若奥様も、何年もいりゃ慣れるさ。あんたは随分若い。俺が奉公に来たときもそんな年だったけど、今じゃこっちの方が居心地いいんだから」

「だと、いいんですけど」

　思わずため息をついてしまった。

　今の状況に不満はない。ありがたい環境を用意してもらったと思っている。

　だけど、たまに思う。結婚しなければ、私はまだ京都にいて、甘屋デパートで働いていたんだろうな。

「政略結婚ですからねえ」

「政略結婚？」

　植松さんが首をひねった。

「俺はよく知らねえけど、若奥様の家っつうのは、関西のでかいデパートのグループだろ？　金剛とそこは提携してるのかい？」

「いえ……今は……」

　答えて、私も首をひねった。

　あれ？　そういえば、あれだけまことしやかにささやかれていた、金剛が甘屋の実権を握るという話が進んでいないような。

「たぶん……これから？　何かあるんじゃないかと……」

「ほお、そうなのか」

　植松さんが頷いた。

　言われてみて思ったけれど、もし金剛と甘屋の業務提携がないのなら、私が三実さんのところにお嫁に来た理由はなんだろう。

　首をかしげていると、遠くから近づいてくる影。

「奥様、お客様がいらしています」

　甲本さんが呼びに来た。

　私にお客？　誰だろう。

　野良仕事用のジャージとＴシャツのまま、植松さんに案内されて庭をぐるりと回り、母屋の玄関に向かう。

　玄関には、見知った背格好の男の人がいる。スーツ姿の背の高い彼は……。

「諭！」

　私は大声をあげた。

　日下部 諭が振り向いた。私が屋敷の玄関から出てこず、裏から回ってきたことに驚いたようだ。だけどその顔には満面の笑み。

「幾子お嬢さん！」

　飛びつきたい衝動を抑えた。ずっと会いたかった諭が目の前にいる。父の部下で、私には肉親同然の諭。

　諭の顔を見たら、この二週間、新生活に慣れたようで、実はすごく寂しかったのを痛感した。

「今日はどうしたの？　急に。連絡くらいしてよ」

「仕事や、仕事。〝マスカット航空〟と打ち合わせ。機内販売品に甘屋デパートの品を、って話、覚えてるか？」

「覚えてるけど、あれ、諭がやるの!?」

「そうや。社長から引き継いだ。大仕事になるわ」

　嬉しそうに、諭がくしゃっと顔を歪める。懐かしい笑顔に、ちょっと泣きそうになった。

「おやおや、幾子さん。お客さんかい？」

　玄関に奥から現れたのはお義父さん。

　うるさくしてしまっただろうか？　私は慌てた。

「お義父様、父の部下の日下部が訪ねてきてくれました。私には兄のような存在です」

「はじめまして。日下部 諭と申します」

　折り目正しく諭がお辞儀する。表情は懐っこい笑顔だ。

「おお、そうかそうか。甘野さんがおっしゃっていた自慢の部下のひとりかな？　甘野さんは優秀な部下が多いそうだ。羨ましいなぁ。日下部くん、少し寄っていきなさい。みんなでお茶を飲もう」

　ニコニコと人のよさそうな笑顔でお義父さんは返す。老ろう獪かいな金剛グループの頂点には見えない、穏やかな様子だ。

　もしかして、諭の人柄を見極めようとしているのかしら。それこそ、先々の金剛と甘屋デパートの経営統合のために……。

「金剛様、ありがたいお申し出ですが、これから取引先に赴かなければなりません。お茶はぜひまたの機会に」

「それは残念だ。甘野さんの秘蔵っ子と話がしたかった。次の機会はあるかな？」

「今回は明後日には戻りますが、二週間後に甘野と上京します」

「じゃあ、そこでみんなで会食としよう。なあ、幾子さん」

　お義父さんが笑顔で私に話を振るので、私はこくんこくんと大きく頷いた。

　父と一緒に食事っていうのは嫌だけど、お義父さんが言うなら仕方ない。

　諭が人好きのする笑顔で言う。

「楽しみにしています、金剛様。ところで明日の昼、幾子お嬢さん……若奥様を少々連れ出してもよろしいでしょうか？　社長とデパートの職員に土産みやげを買っていきたいのですが、幾子お嬢さんからと言って渡したいのです」

　流りゅう暢ちょうに言う諭に、お義父さんは理解ある様子で答えた。

「積もる話もあるだろう。幾子さん、食事がてら、ゆっくり行ってきなさい」

　頷きつつ、私は付け足した。

「今晩、三実さんに聞いてみます」

　一応は人妻だもの。相手が兄同然の存在でも、夫に伺いを立てるのは大事だと思う。

「それでは、突然お伺いしまして失礼いたしました。……幾子お嬢さん、また連絡させてもらいます」

　そう言って、諭は金剛邸を後にした。




　その晩、三実さんは割合早く帰ってきた。休日出勤ということもあるだろう。

　夕食をともにすること自体、数えるほどしかなくて若干緊張する。今日は言いたいことがあるから余計だ。

　お手伝いの甲本さんが運んできた食事をふたり分並べ、お茶を淹れて夕食にした。玉ねぎのたっぷり入った生しょう姜が焼きを前に、私は三実さんを見つめた。

　食べ始めた三実さんが私の視線に気づく。

「どうしたんだ？　幾子」

「あの、明日の昼、出かけてもいいでしょうか？」

　わずかに考え、三実さんは答えた。

「もちろんいいよ。誰と出かけるんだ？」

　さりげなく尋ねてくる声音が、なんとなく不穏に感じられるのは気のせいだろうか。

「父の部下の日下部という者です。京都での八年、随分面倒を見てもらいました。兄のような存在です」

「へえ」

　ため息のように呟いて、三実さんは言葉を切った。しばらく食器の音だけが離れのダイニングに響く。

「俺も同行しようかな」

　突然そんなことを言われ、驚いた。三実さんも一緒に？

　私が返事に窮していると、三実さんはあの貼りついたように穏健な笑顔を浮かべて説明するのだ。

「だって、幾子にとって兄ならば、俺には義兄だろう。一度ちゃんとご挨拶しておきたいよ」

「そんな、たいしたことじゃないので。三実さんがお越しにならなくても、大丈夫ですよ」

「子どもの頃の幾子の話も聞きたいしね。それに、幾子の家族なら、気軽に我が家に遊びに来てほしいじゃないか。やはり挨拶したいよ」

　ニコニコ笑っているのに、どうして寒々しい空気を感じるのだろう。彫刻みたいに綺麗な笑顔には、まるで真実味がない。

　しかし、私もそこまで言われて拒否することができない。

「三実さんのお仕事の都合がつくようでしたら、一緒に行きましょう。三人でお昼を食べるのはどうです？」

　ぱっと笑顔になって答えると、三実さんも微笑み返す。

「それはいい。お店は俺の方で予約してしまって構わないか？」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　笑顔でお礼を口にしてみたものの、すごく不自然なやり取りだと思った。

　上滑りしているような会話を気持ち悪く感じつつ、夕食を終える。

「今夜も先に眠っていてくれ。秘書から連絡が来ているから、少し出てくるよ」

　夕食後、三実さんはすぐに席を立ってしまった。私はいつも通り見送りながら、彼の忙しさに一転して申し訳ない気持ちになった。

　一緒に暮らして約二週間、ほとんど家にいないし、眠るのも私よりずっと後。それなのに、私の家族に礼を尽くそうとしてくれて、私を尊重し、初日以降は強引な態度は一切見せてこない。




　お風呂から上がり、三実さんにプレゼントされたもこもこのルームウェアを着て、ソファに腰かける。

　三実さんは紳士的だ。たまに感じる、彼に対する恐怖のようなものは、私の被害妄想かもしれない。獣のような迫力だって、男性に免疫のない私が過剰に不安に感じているだけ。

　さっきも、なんだか笑顔や会話がうすら寒いように感じたけれど、時間が経ってみれば、私が考えすぎなのかもと思う。

　きっと私の気持ちのせい。諭に、金剛家での暮らしや会社員の日々をあるがままに報告しようと思っていたのに、三実さんがいては遠慮しいしいになってしまう。それが残念だっただけ。

　私の勝手な気持ちで、三実さんを悪者にしようとするのはやめよう。

「もう少し、私から彼に近づかなきゃ」

　夫婦になったんだもの。彼は私との間に子どもを望んでいるし、大事にしてくれる心積もりは感じる。私がもっと歩み寄って、いい奥さんにならなきゃ。

　その晩は三実さんは帰ってこず、メッセージアプリには、【徹夜になってしまいそうです。心配しないでください】という連絡が入っていた。ランチの店のＵＲＬと一緒に。




「幾子お嬢さん！」

　待ち合わせは東京駅にした。諭のホテルが近いし、金剛邸からも遠くない。お土産物を買うならちょうどよく、ランチの場所も日に本ほん橋ばしなので近くだ。

「諭、おはよう」

　私はワンピースにジャケット姿だ。サマースーツ姿の諭は、今夜は取引先と会食で、明日京都に帰るらしい。空いた時間に会いに来てくれたのが嬉しい。

「お嬢さん、スカート丈、短いんちゃう？」

「こんなものじゃない？　膝丈だもん」

「ずっこけたらケツ見えるで」

「ずっこけなきゃいいんでしょ？　ずっこけたら誰だってパンツ見えちゃうわよ」

　くだらないやり取りまで嬉しい。諭は大学卒業まで、うちに住み込みだった。彼が高校三年のときに私が京都に戻ったので、丸五年、一緒に暮らしたのだ。

　それというのも、諭のお母さんは私の父の下で長年働いた部下だった人だ。私の両親が結婚した頃に、彼女は甘屋デパートを辞め、ホステスをしながらひとりで諭を育てたそうだ。

　諭が中学生のときに病気で亡くなっていて、父は諭を引き取り、学費を出し、甘屋に就職させたという経緯がある。だから、諭と私は兄妹のような関係なのだ。

「お嬢さん、コーヒー飲まへん？　ホテルの朝飯、塩っ辛くて」

「三実さんとのランチまでそんなに時間がないんだから、今コーヒー飲んだらお腹いっぱいになっちゃうよ」

　三実さんと一緒にランチを食べる話は、昨夜の時点で連絡してある。諭はまったく問題ないようで、【ＯＫ】という元気なスタンプが返ってきていた。

「コーヒーくらいで腹いっぱいになる？」

「私はなるの。それに、みんなのお土産、先に買っちゃおう」

「そんなん口実や。あのお屋敷から幾子お嬢さんを連れ出す」

　いたずらっぽく諭が笑った。

「俺とお嬢さんが兄妹みたいな関係でも、知らんやつらから見たら他人やろ？　人妻を連れ出すには口実がいるんや」

「意外に考えてるのね、諭」

「俺をなんやと思ぉてはるの？」

　私のほっぺたを、ぐにーっとつまんで伸ばす。「痛い痛い」と私は文句を言いながら笑ってしまった。

　私の母は、諭のお母さんと父の仲を疑っていたようだ。それで口論していたことも、幼い私は覚えている。

　真偽はわからない。実際、父は諭を可愛がっている。諭自身に能力があるのはもちろんだけれど、甘屋の内部でも父の後継者、若旦那みたいな目で見る人間が多い。今回も大きな仕事を任され、父の代理で東京に来ている。

　諭の存在があるから、父は私を東京にお嫁に出したのだ。

　気持ちの通わない実の子よりも、能力のある他人の子が可愛いのだと思えば、心に薄暗い部分を感じる。私が男の子で、父から離れずにずっと京都で育てば、父は諭より私を愛しただろうか。

　父に愛されたかったわけじゃない。だけど、私の居場所がなくなったような気はしている。

　諭のせいじゃないし、諭がいたから私は京都で平穏に楽しく暮らせた。だから、こんな矛盾は口にしない。

「幾子お嬢さん」

　諭が顔を覗き込む。

「駅ビルぶらぶらしよかと思てたんやけど、やめよか？　疲れてる？　お屋敷の暮らし、しんどいんか？」

　私が一瞬暗い顔をしてしまったのを見逃さず、諭が尋ねてくる。

「え？　全然元気だよ！　お屋敷も慣れてきたし。そうそう、鶏を飼っててね。私、世話を手伝わせてもらってるの」

「へえ。幾子お嬢さん、生き物好きやからよかったなあ」

　諭が笑顔に戻った。私もほっと息をつく。

　鶏舎の話や職場の話をしながら、私たちは東京駅の中を散策することにした。ランチまであと一時間ほどある。




　ランチは少し歩いた先、日本橋のイタリアンだった。大きなオフィスビルや、ショッピング関係の複合施設が建ち並ぶ通りを入ると、路地では老舗の和食店が昔と変わらぬ佇たたずまいで営業をしている。一方で、居酒屋が多いのもオフィス街らしい。

　三実さんが予約してくれたのは、比較的新しい雰囲気の店だ。テラス席もついた広い店は、周辺では珍しい。

　諭と連れ立って店内に入ると、奥の広々とした予約席に三実さんはすでに到着していた。

「幾子、こっちだよ」

「三実さん」

　まずは三実さんと諭が名刺交換と挨拶を済ませ、私たちは席に着いた。

「今日はお席まで準備していただいて、ありがとうございます」

　諭が頭を下げる。三実さんは笑顔だ。

「いえいえ、幾子にとってお兄さん同然と伺っています。俺の方がだいぶ年上ですが、日下部さんは俺の義兄になりますね」

「諭、と呼んでください。三実さん」

　愛想よく諭が言い、私は安あん堵どの息をついた。諭は私のお嫁入りを心配していたひとりだからだ。

「ところで、幾子お嬢さんは、ちゃんと奥さんの役割を果たせてますか？　甘ったれなところがあるんで、心配してたんです」

「もう、諭。余計なこと言わないで」

　私が文句を言うと、「本当のことやろ」と諭はにやにやしている。

「幾子はどんな子どもだったんですか？　諭さんは、彼女が中学生の頃から一緒に暮らしていたとか」

「ああ、誤解せんといてくださいね。俺のお袋が死んだんで、知り合いだった甘野社長が引き取ってくださったんです」

　断ってから、諭は続ける。

「十二歳の幾子お嬢さんは、小さくて、おとなしくて、泣いてばかりの子ぉでしたよ。周りの人間にハリネズミみたいに針立てて、夜、べそ掻きながら部屋でお母さんと電話してましたわ」

　諭の語る昔話は本当のことなので困る。頬を熱くしながら、私は横に座る諭の袖を引っ張った。

　やめて、やめて。恥ずかしい過去を暴露しないでよ。

「俺のことも最初、嫌いやったよな？」

　話を振られ、ムキになって答える。

「嫌いじゃなくて、人見知ってたの！」

「そぉか？　京都に来てひと月目くらいの夜、幾子お嬢さん、心細くなったんでしょう。眠れなくて階段に座って、しくしく泣いてはるんです。話しかけても泣いてばかりで、キッチンに引っ張っていって、ミルク沸かして砂糖ドバドバ入れて飲ましたんですわ。そうしたら、『虫歯になる～』って泣きながら、それでも全部飲んで最後は笑ってました」

　私に付け入る隙を与えまいと、諭がひと息に喋ってしまう。恥ずかしくも懐かしい思い出に、つい頬が緩んでしまった。

　そう。あのとき、母に会いたくて寂しくて涙が止まらない私に、甘ったるいホットミルクを作ってくれたのは諭。

『悲しくなったら、またこれ飲もな』と言ってくれたのも諭。

　私にできた母以外の家族は諭だった。だから、諭に嫉妬せずに済んだ。

「幾子お嬢さんは俺の可愛い妹です。三実さん、大事にしたってください」

　諭が頭を下げると、三実さんが低い声で答えた。

「もちろんです」

　なぜだろう。その低い声に不安になった。

　顔を上げると、三実さんの瞳だけが笑っていない。表情は温かな笑顔なのに、瞳だけが冴さえているのだ。頭を下げている諭には、彼の瞳が見えないだろう。

　不自然でない程度に、私はうつむいた。

　どうしよう。この場の不穏な空気は、私だけが感じているものなの？




　コース料理を楽しむ間、三実さんと諭は熱心に仕事の話をしていた。業務提携のことなどではなく、それぞれが今手がけている仕事や業界の話。

　私にはわからないことも多く、ニコニコと相あい槌づちを打つだけになってしまった。それでも和わ気き藹あい々あいとしたムードに一応はほっとした。

　諭と三実さんは仲良くなれそうだ。

　さっき、三実さんが怒っているように見えてひやっとしたのも、気のせいかもしれない。やはり私が過敏なのだ。三実さんは立派な大人だし、私が顔色を窺うかがっておどおどする必要はないはず。

　食事を終えると、諭は一度ホテルに戻るそうだ。

「幾子を送ったら、俺も仕事に戻るよ」

　車で来ていた三実さんが言う。

　ひとりで帰れると思った。諭を送って、ひとりで電車で帰れる。書店に寄ったりして帰ってもいい。

　でも、なんとなく言葉にしづらい空気を感じる。言葉にしちゃいけない気がした。

「三実さん、ありがとうございます。諭、気をつけて。みんなによろしく」

　私は三実さんに従い、諭に手を振った。

「幾子お嬢さんも身体に気ぃつけて。二週間後にまた会いに来るさかい」

　諭の懐かしい笑顔が雑踏に消えるのを見送る。

「さて」

　三実さんの声が背中に響いた。彼は屈かがみ込むように私に顔を寄せ、ささやいた。

「帰ろう、幾子。今夜はさほど遅くならないけれど、夕飯は先に食べていてくれ」

　つう、と背筋に冷たいものが流れる感覚があった。

「……はい」

　三実さんに送られ、私は金剛邸に戻った。




　夕食とお風呂を済ませて、実家から持ってきた本を読んだ。何度も繰り返し読んだ本は、安心できていい。雑誌はさほど読まないし、まだ自宅の実感がない離れに自分の荷物を増やすのは気が進まず、新しい本は買っていない。

　諭に会えたのは嬉しかった。だけど少し寂しくもなった。

　覚悟をしてお嫁に来たはずだったのに、諭と会ったら京都に帰りたい気持ちが湧いてくる。

　さりとて三実さんと離婚して京都に帰るとなると、あまりに現実感のない考えだ。

　なんとなく、『あの頃はよかったな』と、そう思うだけ。

　最初から私は父の駒。甘屋の後継ぎの役目から下ろされ、条件のいいところにお嫁に出された。

　自分の人生については、昔からたいして期待していないんだから。与えられた環境で、小さな幸せを見つけていけばいい。

　もっと三実さんに心を開いて、信頼し合える関係を築こう。

　次に彼が求めてきたら、私は彼のものになろう。名実ともに彼の妻になろう。

　それが私にできる仕事。




　夜半、物音で目覚めた。三実さんが帰ってきたのだろうか。いつも気づかないくらい彼は静かに帰ってくる。

　薄く目を開け、常夜灯の明かりを頼りに身体を起こす。三実さんのために有明行あん灯どんスタイルのランプをつけておくのだ。

　襖が開いた。逆光で見えないものの、背格好から三実さんだとわかった。

　布団の上で膝をつき、上肢を起こした私は寝ぼけた頭で言う。

「三実さん、おかえりなさい」

　三実さんは答えない。顔が見えない。目をこすり、彼の様子を窺おうと顔を上げる。

　ざっと衣きぬ擦れの音がして、三実さんが室内に入ってきた。ぴしゃりと襖が閉まる。

　膝をついた彼が私の肩を掴んだ。

「っ!?」

　声をあげる暇もなかった。三実さんは私を布団に押し倒した。

　覆いかぶさってくる影。行灯の明かりで、ようやく彼の表情が見える。

「三実さんっ！」

　そこにいたのは、私が恐れている獣だった。

　三実さんの中にいる獣。いや、彼の本性。しなやかに美しい強きょう靭じんな肉食獣だ。

「幾子、起きていたとは。驚かすことになったな」

　三実さんは、ぎらぎらと光る瞳をしている。表情は夢中には見えない。冷静なくらいだ。

「な、何を……」

「随分我慢しているし、二度目の機会を、と思っただけだ」

　やはり、その気なのだ。どくんと心臓が大きく拍動する。

　両手を布団に杭くい打たれた状態で見上げる彼は、私を獰猛に見下ろしている。胸が苦しいほど鳴り響き、手のひらにじわっと汗が滲んできた。このまま捕食される。

　でも、私は決めたのだ。彼を受け入れようと。それが妻の仕事なのだと。だから、これでいい。私は三実さんのものになる。

「幾子、昼間は楽しかったかい？」

「え？」

　昼間、諭との食事の件だろうか。

　答えるより先に、彼の手が私のパジャマのパーカーに侵入してきた。お腹に彼の熱い手が触れている。

「日下部 諭……。おまえの兄代わりか。ずっと一緒にいたと……なるほどなるほど」

「三実さん、私と諭とのことでしたら……妙な関係ではありません。本当に！　誓って！」

「それはそう信じたいけどね。でも月日が培った絆というのは、どうにも。……羨むのを通り越して、嫉妬で狂いそうだよ」

　そう言って、三実さんは暗闇の中、微笑んだ。

「妻教育も俺の仕事とは思うが、ああも仲のいい姿を見せられ、気分よくもいられない。そうだなあ……」

　三実さんが私に顔を近づける。もう少しでキスできそうな距離だ。

　結婚式が神前式だったので、誓いのキスを経験していない。まだ誰ともキスをしたことがない。だから、美しい夫に押し倒され、吐息がかかるほどの距離に近づかれ、ときめきを覚えるはずだった。

　しかし、夫は私を食い殺しそうに見つめている。

「やっぱり、一刻も早く俺の子を産んでもらおう」

「みつ……ざね……さん」

「逃がさない。幾子は俺の子を産んで、死ぬまで俺のそばにいればいい」

　この人は、どういう気持ちでこんなことを言うのだろう。三実さんから感じるのは、怒り、苛立ち、焦燥。そして欲。

　私は怒りをぶつけられるように抱かれるの？

　初日の恐怖とは違う感情が湧いてくる。

「今日は嫌です」

　初めて、はっきりと言葉にした。だけど、声は情けないほど震えていた。

「どうして？　俺の妻だろう？」

　パジャマの中の三実さんの腕が、するりと裸の腰に回り、私を抱き寄せようとする。

「嫌です！」

「聞けないな」

　噛みつくように首筋に彼が食らいつく。痛みじゃない。ぞくりとする熱い唇の感触。

　嫌だ。初めての体験が、心が通じないままなんて嫌。

　せっかく、三実さんと頑張っていこうと思ったのに。こんな始まりは嫌だ。

　腕で精いっぱい押し返しても、たくましい胸板は、びくともしない。うなじから鎖骨に唇を押しつけられ、必死に身をよじる。

「や、めて……っ！」

　私の呻うめき声に、三実さんがわずかに身体を持ち上げた。私を見下ろす表情は酷薄としていて、瞳だけが炎のように揺らめいて見えた。

「諦めろ。もう許す気はない」

　恐怖と混乱と悲しみがいっぺんに押し寄せてきた。

　嫌だ。私という人間を無視され、欲求を満たすためだけに征服される。そんなの絶対に嫌。

　彼を押しのけようと、私は非力な腕を必死に伸ばした。無我夢中で腕を振り回す。

　爪が……。

　感触に、慌てて腕を引っ込めた。常夜灯の明かりの中でもわかる。三実さんの左頬に、くっきりとひと筋のひっかき傷ができていた。私の右手が当たったのだ。

　三実さんは怯ひるんではいない。しかし、のそりと上半身を起こした。空気がぶれたように感じる。

　その隙に私は彼の下から這はい出し、後ずさって距離を取った。

　はあはあ、と荒く息が漏れる。私自身も混乱状態だ。それと同時に、三実さんを傷つけてしまったことにも動揺していた。

　殴ってしまったときより罪悪感を覚えるのは、それがはっきりと意思を持った拒絶だったからだ。

　パニックで殴ったのではない。彼との行為が嫌だから攻撃した形になる。

　頬に手を当て、くっ、と短く三実さんは笑った。

「猫のように、か弱い爪しか持っていないのに……」

　どこか自嘲的に笑い、身体を起こす。

「気が失せた。もう何もしない。よく休むんだ」

　それだけ言って、彼は寝室を出ていった。私は座り込んだまま動けなかった。

　身体はいつまでも震えていたし、気持ちはぐちゃぐちゃだった。










お話ししましょう




　あの夜から一週間が経った。三実さんはまったく私に関わってこなくなった。

　まず朝食の席に顔を出さなくなった。忙しいという旨は家族に伝わっているらしく、兄の一久さんは、「寂しい思いをさせていないかな。困った弟ですまない」と苦笑いで気遣ってくれた。私は首を左右に振るばかりだ。

　職場に行っても、社長である彼をまず見かけない。麻生ご夫妻にはときどき用事を頼むらしい。私に直接連絡は来ない。

　家にいてもそうだ。三実さんは離れに近づこうとしなくなった。以前は遅くとも私の横で休んでいたのに、すっかり姿を見せなくなった。

　私の生活から、夫となった人がすっぽり抜け落ちた。

　すべて私の拒絶のせいなのはわかっている。彼に迫られ、拒否してしまった。初夜以来の機会だったのに、私が駄目にしてしまった。

　だけど、あんな冷たい目で、欲求を満たすためだけに触れられたくなかった。

　政略結婚でも、彼が私にたいした興味がなくても、それでもお互い気遣い合ったうえで抱き合いたかった。

　夫婦なんだもの。

「おしまいかなあ」

　声に出ていたようで、植松さんが振り向いた。

「なんだあ、若奥様。三実さんと喧嘩でもしたか？」

　びっくりして私は我に返った。せっかく鶏舎の世話を手伝わせてもらっているのに、ぼうっと三実さんのことを考えていて恥ずかしい。

「そういうわけじゃないんです……本当に」

　しどろもどろで答える私に、重たい餌の袋を押しつけ、植松さんは奥から餌箱を引きずってくる。餌の気配に、鶏たちはすでに私の足元に鈴なりだ。コケコケとけたたましい鳴き声に耳が痛い。

「三実さんは変わり者だからなぁ」

　鶏の声に負けないように、植松さんが声を張った。

「変わり者なんですかぁ？」

　私も鶏に負けないように叫ぶ。

　三実さんから感じる異質な気配。それはやはり事実なのだろうか。

「上のふたりとは年の離れた末っ子だからなぁ。旦那様も奥様も兄さんたちも可愛がったけれど、本人は金剛のど真ん中には立てないって早くから感じてたんだろ。よく俺んとこ来て、一緒に草刈りなんかしながら言ってたよ。『僕は僕の力で居場所を作るんだ』って」

　ドキリとした。居場所。私もずっとそれを探してきた。

　私の手から受け取った餌を、植松さんはざっと餌箱に入れた。鶏たちが私の足から離れ、餌箱に突進していく。

「頭がすこぶるいいから、何やらせても上手なんだと奥様が言ってたよ。学校を出てすぐに自分で会社立ち上げてな。だけど当時の婚約者と揉もめて、奥様が亡くなって、あのあたりからあんまり感情を見せなくなった様子はあるな」

　当時の婚約者。初めて聞いたワードに私は固まった。

　まったく知らなかった。三実さんには婚約までいった女性がいたの？

「ありゃ。婚約者っつうのは言っちゃまずかったかな。七、八年前のことだからもう時効だろ。気にすんな、若奥様」

「ええ、それは。……植松さん、よく見ていらっしゃるんですね」

「まあ、行きがかり上な。あんたみたいに、俺んところを息抜きの場所にしてる節があったから、三実さんは。こまっしゃくれたガキだったさ。腹ん中であれこれ計算しておいて、上っ面は明るく陽気な末っ子のフリをしていやがる。今でもそういう感じだな」

　植松さんが、にやっと笑った。

「三実さんといたら、空気が濃すぎて苦しいだろ。何考えてんのか、わけわかんねえしなぁ」

「そんな……」

　否定しようとしつつ、ずっと感じていた息苦しさと、先日の諍いさかいを思い出し、気分が暗くなった。本当にわけがわからないのだ。金剛三実という人は。

「まあ、あんな男でも人間だ。嫌なことは言葉にして、きちんと怒った方がいいと思うね。あんたがあいつの女房なら」

「怒るだなんて」

「怒ってんじゃないのかい、若奥様。ずっと不機嫌な面つらして」

　怒る……。私は確かに今、怒っているのかもしれない。

　植松さんに言われて思い至る。

　じゃあ、何に怒っているんだろう。

　諭との関係を言われたこと？　強引に抱かれそうになったこと？

　いや、私が怒っていたのは、三実さんがあの夜から対話を避けて、私の前に姿を現さなくなったことだ。

　くさいものに蓋じゃないけれど、関わりをやめるなんて卑ひ怯きょうだ。嫌になったなら、そう言えばいい。やはりいらないと思うなら、面と向かって離婚しようと言うべきだ。

　わけがわからない。ここ二年もそう。プレゼントも褒め言葉も用意しておきながら、私の心に触れようとはしてこない。

　紳士的に振る舞い、上っ面の笑顔ばかり見せて、野獣のような本性を隠している。隠しきれず漏れ出た野生に、私は混乱し、不安を覚えている。

　これが夫婦のあり方なの？

　ずっと溜たまっていた苛立ちが噴出してきている。

　ああ、私は結構ストレスが溜まっていたんだわ。あの得体の知れない夫に。

「植松さん、ありがとうございます。なんだか、ちょっと整理できてきたかもしれません。三実さんと話す機会を作りたいと思います」

「おう、そうしろそうしろ。あの人、見かけによらず寂しがりなところがあるからな。そこは味方になってやってくれ」

　寂しがり？　全然そんな風に見えないなあ。

　心の中で反論しつつ、私は鶏の世話を続けた。




　翌日は出勤日だ。麻生夫妻と一緒に、エントランスに届いた大量の備品の梱こん包ぽうを解いて室内に運ぶ。

　最初からオフィス兼倉庫に運んでもらうと、量が多すぎて、私たちの身動きが取れなくなってしまうらしい。梱包だけは、エントランスホールで解くことにしているそうだ。

　電球や紙類、新しい脚立や簡易モップなんかを室内に運び込み、最後に掃除機をかけていると、三実さんが秘書の男性と部下の男性ふたりと一緒にエントランスに入ってきた。

　実に一週間ぶりに姿を見る三実さんは、もう頬の傷は見えないようだ。私のことには気づいた様子でも、声はおろか視線すら投げない。

　麻生夫妻と一緒に頭を下げ、エレベーターに消えた彼らを見送る。

「幾子ちゃん、これが終わったら各部署に届け物をしよう」

「はい」

　今届いた備品のうち、部署がすぐに欲しいものを持っていくのだ。

　少し考えて私は言った。

「社長室には私が届けていいですか？」

　由美子さんがニコニコと答える。

「もちろん、いいわよ。最近の社長、忙しそうだものねえ。ゆっくりお喋りしてきたら？」

「いえ、ちょっと連絡事項があるので、ついでにさせてもらおうかと」

　携帯なんかじゃ駄目な話。直接、顔を見て話さなきゃならない、と心を決める。




　社長室に持っていくのは、海外のご友人から届いた荷物と、何冊かの経営雑誌。

「失礼します」

　小包の上に雑誌を載せ、室内に入る。

「三実さん、お荷物をお届けに参りました」

　他に人がいないことを確認してから名前を呼ぶ。私の姿を確認した瞬間、三実さんはわずかに表情を固めた。それからわざとらしいくらい、ぱっと明るい表情になった。

「幾子、よく来てくれたね。そこに置いてくれるかい？」

　全然、家に戻ってこない人が、どうして夫ぶって笑顔を見せるのだろう。険悪なときくらい、ごまかさなくてもいいのに。

　荷物を置いて、私は彼の顔を見上げた。

「まだ、何かあるか？」

　微笑をたたえたまま、彼はこちらを見下ろす。もう出ていっていいという意味なのは伝わってくる。

「傷、見えなくなりましたね」

　頬を見つめて言うと、三実さんはなんでもないというように左頬を撫でた。

「幾子が気に病むことじゃない」

「三実さん、お話があります」

　声が震えそうになる。間近で話すと、先日の晩のことが思い出される。

「ご帰宅されたときにお話ししたいです。お待ちしています」

「今じゃなくていいのか？」

「ええ」

　三実さんの答えを聞かず、私は頭を下げ、社長室を後にした。

　ひとまず、初めて自分の主張ができたことに興奮している。鼻息荒く階段を下りた。

　これで三実さんと話ができる……はず。




　しかし、彼は帰ってこなかった。帰宅してはいるものの、離れには顔を出さない様子だ。いい加減に焦じれてきた私の携帯に連絡が入ったのは、三日後。

【土曜、出かけよう】

　日曜は父や諭が来て、お義父さんと会食だ。三実さんと私も同席のはず。前日の土曜でいいのかな。

【わかりました】

　私はそれだけメッセージを返した。




　結局、三実さんは合計でほぼ二週間、離れには寄りつかず、週末を迎えたのだった。

　土曜、私たちは午前十一時の少し前に上うえ野の駅で待ち合わせることとなった。

　昨夜も戻らなかった彼は、どこで何をしていたのやら。いよいよ、外に愛人でもいるのかという気分になるものの、これから話し合おうという関係で、先に疑念を抱くのはよくない。

　上野駅という場所を指定してきたのは三実さんだ。てっきり車でどこかに行くのかと思っていたので、ちょっと驚いた。

　ノーカラーのブラウスにフレアスカートという初夏のいでたちで待っていると、現れた三実さんは片手を上げて私に近づいてくる。

　ジーンズにＴシャツ姿だ。カジュアルなジャケットは、暑いようで腕にかけていた。こういう姿は初めて見る。

「待たせたか？」

「いえ」

「ところで、腹が減っているんだ。少し早いが昼メシでもいいか？」

　いきなり言われ、面食らう。

　頷いた私を連れ、三実さんが向かったのは駅前の牛丼店だった。

「牛丼は食べたことがあるか？」

「え、ええ。デパートで事務をしていたときは、よくパートさんたちとお弁当を買いに行きました」

「そうか。幾子でも食べるんだな」

　三実さんが私をどれほどのお嬢さんだと思っているか知らないけれど、私はほとんど庶民の感覚で生きてきた。金剛邸の規模の大きさと生活レベルに驚く程度には。

　チェーンではない牛丼店は、狭く長細い造りだった。人気店のようで、オープンと同時に客席が埋まる。

　バターと卵の載った牛丼は珍しくて、とても美味しかった。

「うまいか？」

「はい」

「食べ物は何が好きだ」

　続く質問に首をかしげる。三実さんは真顔だ。

「そうですね……なんでも食べられますが、強いて言うなら和食が好きです」

「甘いものは？」

「好きです」

「どんなものが？」

「和菓子も洋菓子も好きです。プリンやかき氷も好きです。嫌いなものはないかもしれません」

　納得したように頷き、三実さんは牛丼を食べ進める。

　質問の趣旨がわからず不審に思うものの、私も箸を握り直した。

　なぜ三実さんは私を連れ出したのだろう。私には言いたいことが溜まっている。だけど、なんとなくまだ切り出せない。勇気が出ないというより、今日の三実さんの空気が普段と違うのだ。




　食後に連れてこられたのは、公園奧の動物園だった。

「動物が好きだと、以前言っていたな」

「はい。好きです」

「動物園に入ってもいいか？」

「ええ、もちろん」

　券売機でチケットを買う三実さんを眺めて、ようやく気づいた。

　今日の三実さんは不機嫌でこそない様子だけど、あの貼りついたように無機的な笑顔がないのだ。そして、野獣のようにぎらぎらもしていない。

　どちらかといえば、ぼうっとしているように見える。いったいどうしてしまったんだろう。

　園内は家族連れが多く、にぎやかだ。パンダの前は混み合っているので後回しにし、順路通りに鳥類、ライオンなどの猛獣、ゴリラなどを見て歩く。

　三実さんと並んで歩くことがほとんどなかったので、歩いてみて、身長差や歩幅の差を感じた。彼がゆっくり歩いていても、私には少し急ぎ足だ。

「本は読むか」

「ええ」

「作家は」

「最近の作家はあまり。古い小説ばかり繰り返し読んでいます」

　動物を見ながら、三実さんは私にいろいろな質問をする。

「服はどういうものを着たい？」

「あまりこだわりはないです」

「今日みたいな格好が好みか？」

「ええと、そうかもしれません。母がスカート好きで、子どもの頃からスカートばかり穿はかされていたので」

　なぜ質問攻めなのだろう。三実さんの意図がわからない。

　ただ、二週間近く私を避けていた人が、ひたすら歩きながら私に質問をし続けている状況は、奇異ではあっても悪意や嫌悪は感じない。

「動物は何が好きだ？　鶏は好きだと聞いている」

「なんでも好きですよ。犬や猫、小動物も。爬は虫ちゅう類るいや、虫にも興味があります」

「それはすごい」

「三実さん」

　そろそろ、今日の外出の真意が知りたい。そして私からも話がしたい。

　ジャングルのようにしつらえられた道で立ち止まり、三実さんの名を呼んだ。

　彼もまた立ち止まる。

「幾子」

　今までの質問と同じ口調で、彼は尋ねた。

「離縁したいと、思っているか？」

　振り向いた三実さんは、うっすら微笑んでいた。寂しそうな表情だ。こんな顔を見たのは初めてだ。

　ああ、三実さんはこの質問をしたかったんだ。やっとわかった。

「思っていません」

　私の答えに、三実さんの緊張感がわずかに緩んだ気がした。

「どうしたらおまえが喜ぶか、わからない」

「三実さん」

「少し話すか」

　ベンチに並んで腰かける。鳥類の温室を外から眺めながら、三実さんは口を開く。

「幾子は信じないかもしれないが、俺はおまえに惚れている」

　返す言葉がない。とてもそんな風には見えなかった。可愛い、美人だという褒め言葉すら、空々しく響いたというのに。

「正直に言えば、今すぐこの場で抱いてしまいたい」

「み、三実さん……」

　誰も聞いていないとはいえ、家族連れの多い休日の動物園だ。私は狼ろう狽ばいし、熱い頬のまま、うつむいた。

「こういう欲求は隠した方がいいと思っているんだがな。初夜と先々週の晩は、少々暴走してしまった。怖い思いをさせただろう」

　首を左右に振った。

　本音を言えば怖かった。だけど、額面通りに取ってほしくないので、言葉を付け足して答える。

「引っ掻いてしまい、すみませんでした。拒否するつもりはなかったんです。でも、三実さんのことが……少し怖かったというのは……あります」

「すまない」

「あの、私、三実さんの気持ちが全然わからなくて。ニコニコ笑顔なのに本音を見せてくれないというか……でも突然、表情が変わるし……どうして私をお嫁にもらってくださったのかもわからないし……」

　これからも仲良くやっていくために、今ここで話し合っておかなければならない。だけど、主張が苦手な私は上手にまとめられない。

「……諭とのランチ、不愉快でしたか？」

　あの晩、私を押し倒した彼の言葉を反はん芻すうすると、どう考えてもそこに行き着く。

「ランチが不愉快なんじゃない。日下部 諭という血の繋つながらないおまえの兄に、嫉妬した」

　三実さんが、はっきりと言いきった。

　彼の顔を横から見上げると、口の端を自嘲的に上げ、困ったように笑っている。

「八年も兄妹として育ったなんて絆、どうやっても割り込めないだろう。俺の方が幾子を先に知っているのに」

「え？　私を？」

　驚いて見つめると、三実さんが答える。

「おまえが十二、俺が二十四の年だ。おまえの母方の祖父母と俺の母方の祖母が、仲がよくてな。当時、いろいろあって少々くたびれていた俺を、母と祖母が子どもたちのピアノ発表会に連れ出したんだ。そこで一番下へ手ただけど、一番楽しそうにピアノを弾いていたのが幾子だよ」

「え？　ええ!?」

　覚えてはいる。ピアノの発表会のことは。

　確かにあまり上手ではない私だったけど、ピアノ自体は好きだから、ホテルのガーデンテラスを使った、祖父母が主催する小さな発表会も好きだった。

　小学六年生の発表会の場に、三実さんがいたの？

「演奏の後、懇談会みたいなことをやるだろう。端っこで座っていた俺は、沈んで見えたのかもしれない」

　懐かしそうに薄く微笑み、三実さんは思い出を語る。

「身内の差し金だろうが、おまえはマーガレットを一輪持って俺のところへやってきた。スーツの胸ポケットに飾って言うんだ。『ここにある花で、おじ様に一番お似合いの花です。でも、本当はダリアや大輪のバラが似合います』って」

　瞬間、ぼぼっと頬が熱くなった。

　覚えている……。顔は輪郭程度しか覚えていないけれど、私、どなたかにお花をあげた……。

「あの、祖父母の差し金ではないです。私の意思で差し上げました」

　ぼそりと答えると、三実さんが顔を覗き込んでくる。

「思い出したか？」

　そうだ。隅に座って、つまらなそうにしていた男性がいた。私の大好きな空間を少しでも楽しんでほしくて、お花を届けに行ったんだ。

「おじ様だなんて……その節は失礼しました」

「いや、十二の少女に大人の男は、みんなおじ様だろう。ともかく、俺はあの瞬間おまえに惚れてしまったんだ。自分でも驚いた。でも、家に帰っても幾子のことが頭から離れなかった。笑顔も声も、すべてが忘れられなかった」

　三実さんは、はにかんだような表情で私を見つめた。表向きの作った笑顔じゃない。

「幾子が大人になるのを待とうと思った。京都の父方に預けられたと聞き、たまに使いの者をやらせて、おまえの成長を見守った。おまえが高校に入った年に、初めて婚約を申し入れた。親父さんが渋って二年もかかったが、やっと結婚が決まった」

　私の頬に三実さんの手が触れる。優しい感触に、私の胸は初めて緊張以外でどくんと鳴った。甘く疼くような響きだ。

「幾子、おまえに惚れてるんだ。もう何年も」

「三実さん」

「おまえからしたら、随分年上の夫だ。それこそ〝おじ様〟だろう。気持ちが通わないと思われても仕方ない。だから、早く子を産ませたかった。子が生まれれば、その父親も憎くは思わないだろうからな」

　からっと笑って言う三実さんに、私はドキドキしながら自分の言葉を紡ぐ。

「私は心を通わせたいと思って、お嫁に来ました。仲良くしたいと思って今日まで過ごしています」

　頬を包む三実さんの手の上に、自分の手を重ねる。離れないで、というように。

「三実さんの妻でありたいです」

　この人のことが好きなのかと聞かれれば、まだわからない。怖いという感情も、理解しがたい部分もある。

　それでも、一いち蓮れん托たく生しょうの夫婦になる覚悟は決めてきた。

「だから、何日も家に帰らないとか、私を避けるような態度は、いかがなものかと思います」

「ああ。それはすまん」

　三実さんが笑う。

　気が緩んだような柔らかな笑顔だ。いつもの外向きの笑顔じゃない。子どもみたいに無邪気な顔だ。

　こんな風に笑う人だったのだと驚いた。

「まずは、いきなり離婚を突きつけられるのではと、少々怖じ気づいた」

　しおらしい言葉に胸がきゅっとなったのもつかの間、三実さんは言った。

「しかし一番は、現状、並んで眠ったら、確実におまえを襲う自信があったからだ。安全のために距離を取らせてもらった」

「え？」

　私の安全のために、帰らなかったというの？

　二週間も距離を取って過ごしていたの？

「もうおまえも気づいていると思うが、どうも俺は好きな女には偏執的になってしまうらしい。八年以上お預け状態の新妻というだけで、身震いがするほど愛おしいんだ。頭から丸ごと食べられるなら、食べてしまいたい。めちゃくちゃにしてしまいたい。おまえと再会してから、毎日毎日この欲求と闘っている」

　つらつらと恐ろしい告白をする三実さん。無邪気な笑顔の奥で、例の瞳がぎらりと光る。単純で強い欲望を感じる。

　やっぱり、この人の本性はこれだ。貼りついた表の仮面がはがれたからこそ、いっそう強く伝わってくる獣の性。

「俺なりに幾子を大事にしたいと思うと、距離を取らざるを得ないんだ。だが、確かに男らしくないし、夫として恥ずかしい態度だった。反省している。今後はおまえのそばにいつつ、自制を利かせる訓練をしていこう」

「三実さん」

　言葉を切って、私はため息交じりに言った。

「そういうところ、少し怖いです」

「そうか！　すまない！」

　明るく謝られて、前途多難な結婚生活に口の端を引きつらせる。

　だけど、三実さんの笑顔の種類が明らかに変わっていることには気づいていた。




　動物園をじっくり堪能すると、もう夕方近くになっていた。日が高いのであまり気にならなかったとはいえ、かなり長い時間を過ごしたことになる。

　三実さんとふたりきりでデート。そうか、これが初デートなのだと実感する。

　早く男女の仲になりたいと思いながら、三実さんは必死に耐えてくれている。ちょっと、いや、かなりギリギリのラインで、しかも強すぎる気持ちを抑えているみたいだから、不安は尽きないけど。

　気持ちに応えてあげたいのと同時に、ゆっくり関係を育んでいきたいと思った。

　私を愛している三実さんを好きになりたい。長い時を過ごす夫婦なんだもの。




　動物園から出ると、携帯が振動していることに気づいた。諭からの着信だ。

　なんだろう。三実さんに気を使いつつ、断って電話に出た。

「諭？」

　諭の明るい声が聞こえる。

『幾子お嬢さん、今から出られへん？　俺と社長、東京に着いたんやけど』

　父も一緒？　それは嫌だし、今さっき三実さんの嫉妬の気持ちを知ったばかりだ。

「ごめんなさい。今、三実さんと出かけてるから」

　断ろうとすると、諭が言う。

『ああ、ちょうどええわ。どこにおる？　少しだけ、ふたり揃って顔貸して。行くの俺だけやから』




　首をひねりながら、上野だと伝えると、諭はすぐに到着した。不忍しのばずの池いけのほとりで待っている私たちのもとへ駆けつけた諭は、スーツ姿だ。仕事で来ているのに、時間は大丈夫なんだろうか。

「諭、仕事なんでしょう？」

「抜けてきた。アポイントまで時間あるから」

「明日、会食で会えるのに」

「いや、前回から気になってることがあってな。……三実さん、ちょっと見てくれはります？」

　いきなり諭が私の腕を引き、肩を抱き寄せた。頬と頬がぴったりくっつく。

　さすがに私も驚いた。私が中学に上がった年から一緒にいるので、仲がいいにしても、頭を撫でてもらうくらいの接触しかしたことがなかったのだ。

　三実さんの瞳が、ぎらんと光る。私は血の気が引く思いだ。

　せっかく三実さんと、思いの丈を打ち明け合ったばかりなのに！

「さ、諭！　何!?」

「三実さん、俺と幾子お嬢さん見て、どう思います？」

　私の非難めいた声も無視で、諭は正面の三実さんを見つめて笑顔だ。

「そっくりやと思いません？」

　え？

　固まったのは私だった。緩んだ諭の手を肩から外し、離れて彼を見つめる。私はたぶん呆気に取られた顔をしている。

「諭さん、それは――」

　三実さんが答えに窮したところに、かぶせるように諭が言った。

「俺と幾子お嬢さんは本物の兄妹です。腹違いっちゅうやつです」

　絶句した。

　諭と私が兄妹？

　つまり、母の疑いは当たっていたということ？　諭の亡くなったお母さんは、父の愛人だったという……。

「甘野社長に引き取られた時点で、そらぁ問いただしてますよ。自分の出生の秘密を知る母親が死んでんのやから。『公には認められないけど、おまえは息子や』って言われてます。だから俺は幾子お嬢さんを、最初の最初から妹として見てきました」

　そう言うと、諭はトンと私の背を押した。三実さんのところに押しやるように。

　三実さんが私の腕を掴んで、自分の近くに引き寄せる。

「そんなんで三実さんが俺たちの仲を勘ぐったり、嫉妬したりしはる理由はないんやで～って伝えに来たんです」

「そ、それを言いに？」

　まだショックで声が震える私に、諭は心外とばかりに言う。

「その言い草はなんや。俺は妹の幸せを願って、わざわざ仕事の合間に飛んできたんやぞ。前回のランチ、三実さん、そらもう不機嫌やったからなぁ。大方、俺とお嬢さんの仲を不審に思うとんのやろ、とな」

　額を押さえて三実さんがうつむき、それから顔を上げて笑った。

「いやあ。お気遣い、申し訳ない。恥ずかしながら嫉妬してしまいました。今日は幾子にお詫わびを兼ねてデートだったんですよ」

「邪魔してすんませんね。まあ、三実さんが幾子お嬢さんを幸せにでけへんのなら、実の兄はいつでも迎えに来るんで、おきばりやすっちゅうことをお伝えしときます。ほななぁ」

　ニッと笑い、諭は私たちから離れた。

「諭！」

　駅の方向に向かう諭に声をかける。

「私、諭がお兄ちゃんで嬉しい！　ずっとそう思ってきたから！」

　遠くなる諭に叫ぶみたいに言った。

「俺も、幾子が妹で嬉しかったで。出会ったときから！」

　大声で恥ずかしげもなく言う諭を見送った。明日の会食じゃ、こんな込み入った話はできない。だから、わざわざ伝えに来てくれたのだ。

　長く一緒にいた人が実の兄だった。そんなことをお嫁入りしてから聞くなんて。驚いたことの百倍嬉しい。

「なるほど。確かに鼻筋と口元が似ている」

　納得したように三実さんが言うので、私は振り向いて彼を見上げた。

「嫉妬しなくていいそうですよ」

「いや、実の兄でも、俺以外の男が幾子と親しいのは腹が立つ。悪いが、嫉妬は今後もするだろう」

　堂々と宣言され、苦笑いした。

　まあ、いいか。陰で腹を立てられているより、表立って嫉妬していると言われた方が、わかりやすくていい。

「三実さん、今日は楽しかったです。確認ですが、今夜から家に戻ってくれますか？」

「ああ。修行と思って頑張ろう」

　私に手を出さないようにする修行。そんなことを言ってくれるこの人を、少しだけ可愛いと思った。私より十二も年上なのに。

　不意に三実さんが私の髪をひと束すくい、口づけた。驚く私に言う。

「お預けにも餌がいる。少々ちらつかせてもらうだけでいいんだ」

「あの……それって……」

「キスしてもいいか？」

　燃えるような瞳で、三実さんは私を射貫いていた。真剣な表情からは立ち上るような情熱が感じられ、うっすら開いた形のいい唇は艶なまめかしい。

　飢えた獣だ。この人はやはり猛獣と同じ。

　だけど、もう恐怖じゃない。目の前の獣に感じる胸の高鳴りは、きっと別の理由。

　おずおずと頷いた私の顎を、三実さんの指が捕らえる。上を向かされたと思ったら、唇が重なっていた。

　初夏の日暮れどき。日中よりわずかに涼しくなった風が私たちの髪をなぶる。車の音、池で魚が跳ねる音が耳に届く。その倍くらいの音量で、私の心臓が鳴っている。

　ほんの数秒のファーストキスだった。触れ合うだけの優しいキスだ。

　唇が離れ、ゆるゆると目を開けると、三実さんの瞳と視線が絡んだ。

「幾子……」

　感極まった声で三実さんが名前を呼び、ぎゅうっと私を抱き寄せる。

「食べてしまいたい」

「そ、それは、もう少し！　先で！」

　早くもお預けが破られそうになり、私はおおいに慌てた。










お気遣いは不要です




　夕食の膳を整え、お茶を淹れる。夕食自体は作ってもらったものが母屋から届けられる。少しでも私もお勝手仕事をしたいので、食前食後のお茶は必ず自分で淹れているのだ。

「幾子、ただいま」

　連絡通り三実さんが帰ってきた。あの喧嘩と仲直りからひと月。最近は週に何度かは、こうして早く帰ってきてくれる。夕食を一緒に食べられる時間だ。

「三実さん、それはなんですか？」

「幾子へのプレゼントに決まっているだろう」

　堂々と胸を張る三実さんは、お茶の盆を受け取り、代わりにプレゼントの包みを手渡してくる。

「夏物のワンピースだ」

　期待した目をしているので、包みを開ける。ノースリーブのブルーのワンピースが出てきた。これは可愛い。夏のお出かけにぴったりだ。

「気に入ったか？」

「はい。三実さん」

「じゃあ、早速着て、見せてくれ」

　そう言うと思ってました……。

　お夕飯が冷めるとか、いろいろ言葉を考えたけれど、期待に満ちた目でワクワクと待っている三実さんを見たら、言葉が出なくなった。

「ちょっと待っててくださいね」

　やむなくワンピースを持って、脱衣所に引っ込む。

　ワンピースはジャストサイズだ。若者向けの可愛いデザインだけど、上品で柔らかい印象に見える。三実さんはこういうものを外さない。

　プレゼント攻撃は十日に一回くらいあり、服や花、バッグなどをもらっている。

　最近は、私好みのものを用意してくれるので、どなたか女性のアドバイザーでもいるのかと聞いたところ、すべて三実さんが選んでいるとのことだった。私の顔を思い浮かべながら、セレクトショップやハイブランドの店を回るそうで……。

　そういうところが王子様というより、変質者っぽいんだよなあと心の中で思う。最近はそんな話を聞いても引かない程度に、金剛三実という人に耐性ができた。

　脱衣所を出ると、三実さんが歓声をあげた。

「美しい！」

　威勢よく近づいてきて、私の頬やら髪やらを触りながら、「可愛い」「愛らしい」を連呼する三実さん。相変わらず、商品に対する感想みたいにずばずばと褒めてくる。これが彼なりの精いっぱいの自分の律し方なのだとわかったのは、最近。

「スカート丈もちょうどよかった。本当によく似合う」

「ありがとうございます。でも、あんまり高いものを頻繁にもらうと困ります」

「わかっている。幾子がそう言うから、おまえが着ていた若い女子向けのブランドを調べて、同じ価格帯の店で買うようにしているよ」

　徹底しているというか、ストーカー的だ。堂々と言うあたり、まったく悪びれていない。

　そういう人なんですよね、三実さん。幾子はかなり慣れてきましたよ。

「よし、じゃあ何枚か……」

「ごはんが冷めます。写真は駄目です」

「俺の携帯に、最新の幾子がいないのは困る」

「困りません」

　早くも脱ごうと脱衣所に向かいかけると、後ろから三実さんに抱きしめられた。

「参った。妻が愛おしすぎて、苦しいほどだ。幾子、本当におまえは可愛い」

　身体に響く低い声に、なんともいえない気持ちになる。

　半分以上を占めるのは、『恥ずかしい』という感情。そして三割くらい、『嬉しい』という感情が交じりだしたのだ。容姿を褒められていることより、三実さんに好かれていることに、純粋に喜びを感じ始めている。

　初めてのデートとキス以来、三実さんはストレートに気持ちを伝えてくるようになった。

　以前は自制を利かせるためなのか、距離を取っていたし、笑顔も作り物のようだった。あの頃が嘘うそみたいに、今は表情豊かだ。

『好きだ』『可愛い』は毎日言われ、私が照れれば、『そんな顔も最高だ』と写真を撮られる始末。『季節ごとに幾子の写真集を作りたい』と真顔で言うので、かなり重症の変人だ。

　結婚して、もう少しでふた月。やっと見えてきた彼自身に、嫌な気持ちはまったく感じない。変わった人なのは明らかだし、私への愛情が深すぎてねじれている気はするし、あの猛獣みたいな激しさも彼の中にある。

　けれど、それらを丸ごとひっくるめて、金剛三実という人を理解し始めてきた。

「三実さん。週末、どこかお時間があればデートしましょう。私、このワンピースを着ます」

「デートか。いいなあ、それは」

「写真はそこで。ね？」

「そうしよう！　絶対に時間を作る。海の方まで行ってみようか」

　この人は私の夫。これからずっと一緒にいる人。

　もっともっと好きになっていきたい。




　食事を終え、お風呂に入る。いつも三実さんは業務の続きなのか、パソコンと向かい合っていたり、母屋に行ってお義父さんやお義に兄いさんたちと仕事の話をしていたり。

　だけど、私が布団に入る二十四時には必ず帰ってくる。私がくたびれて眠りこけてしまわない限りは、眠るタイミングが一緒になったのだ。これは大きな出来事だ。

「幾子、眠るか？」

「はい」

　並んで布団に入る。すでに暦は七月。暑くなり、私は以前のように浴衣を寝間着にしている。三実さんも浴衣姿で、彼はこういう格好がよく似合うと思う。

　横になると、三実さんが手を伸ばしてきた。

「手を繋ごう」

「はい」

　布団の中で私は彼の手を握り返す。

「明日は幾子も出勤だったな」

「ええ。明日は麻生さんご夫妻と、倉庫全体の備品カウントをするので、ちょっと大変そうです」

「そうか。麻生夫妻といえば――」

　そう言って、麻生さんの昔話を始める三実さん。手を繋いでいる現状に、気を使っているわけじゃない。この人が私ともっと喋っていたいのだ。

　そう感じると、本当に可愛い人だなあと思う。

「三実さん、そろそろ寝ないと」

　くすくす笑いながら、話を切りのいいところで止めると、わずかな間。

「なあ、幾子」

　私の手を捕らえる力が、ぎゅっと強くなる。

「キスしてもいいか？」

　質問に、私はドキンと心臓を高鳴らせた。

　実はこれが初めてじゃない。一緒に眠るようになって、時折こうしてキスを求められるのだ。

「……はい」

　嫌じゃない。三実さんは私の夫だし、彼はたぶんそれ以上のことをしたいのだろう。そこをぐっと我慢して、こう言ってくれている。気持ちに応えてあげたい。

　私の消え入りそうな返事に、三実さんが上半身を起こす。覆いかぶさるように、私の顔の横に手がつかれる。三実さんの整った、はっきりした顔が目の前にある。

　愛おしそうに目を細める三実さんを見ていると、胸がきゅうっと締めつけられるようだ。苦しいんじゃない。くすぐったく疼く。

　顔が近づいてくるので、目をつむった。心臓がはじけ飛びそうなほどドクドク鳴り響く。何度キスしても慣れないし、恥ずかしい。

　唇は柔く重なって離れた。私は緊張でぎゅっと目を閉じていたけれど、優しくて温かな感触は、いつもちゃんと感じている。

　唇が離れ、おそるおそる目を開くと、幸せそうに微笑む三実さんがいた。

「幾子、愛してる」

　言葉にならず、私は布団に顔を隠した。

　反則だ。三実さんのそういう顔は反則。

　優しい笑顔に、ほのかに感じるのは欲望。獣の性を一生懸命に抑え込んで私を見つめる彼は、どうしようもなくセクシーだ。それ以外の言葉が見つからない。

　三実さんと同じ量の愛情を返せる自信がない私は、いつも答えに悩んでしまう。

　布団の内側で、返す言葉を悶もん々もんと選んでいると、三実さんが上から退いた気配を感じる。

「おやすみ」

「はい。おやすみなさい」

　それ以上、三実さんは触れてはこず、私はいつまでも布団の内側で悩むのだった。




　日曜、三実さんは隣県の海まで連れ出してくれた。海水浴客で混み合う砂浜ではなく、風ふう光こう明めい媚びな丘にあるレストランだ。

　雰囲気のいい大人向けのフレンチの店で、こういう場所に連れてこられると気後れしてしまう。ランチはまだいい。ディナーなんかは緊張する。

　そもそも、こうした場所で食事をした経験が京都時代にはほとんどないのだ。馴染みの懐石の店くらい。そこだって、父の仕事に付き合って数回だ。

　社長令嬢だったとはいえ、父は私を放置気味だった。少し前、諭と仕事で東京に来て、お義父さんや私たちと会食をしたときだって、私に話しかけもしなかった。

　諭と血縁であるという事実を私が知ったのは、考えにないはずだけど、本当は父の口から釈明が欲しい。母と結婚する前のことだとか、本当に純愛だったとか……納得できるかは別として、父の口から腹違いの兄について直接聞きたい。

　きっとそんな機会は訪れないのだろう。

　まあいいんだ。諭が本当のお兄ちゃんだったのは嬉しいし、家業は諭が万事切り盛りしてくれるなら安心だ。

「幾子？」

　名を呼ばれ、私ははっと意識を戻した。三実さんが、向かいの席で私の顔を覗き込んでいる。

「ごめんなさい！　ぼうっとしてしまいました」

「誰のことを考えてるんだ？」

　声は明るくふざけているのに、目の奥で炎が揺らめいている。

　以前は怖いと思ったり、気のせいだと自分に言い聞かせたりした彼の態度が、かなり本気度の高い独占欲の表れだと知ったのは、動物園デートの日から。

「嫉妬しなくて大丈夫です」

　ちょっと笑って、私は彼の不安をなくそうと答える。

「諭や父、京都の実家のことを考えていました」

「残念だが、すべて嫉妬対象だ。幾子は俺のこと以外考えなくていい」

　すぱっと爽やかに答える彼だけど、目の中のぎらぎらは消えていない。困った人だ。

「三実さんのことは一番に考えています。でも、たまには実家のことくらい思い出しますよ」

「ふるさとが恋しくなったか？」

「いえ。甘野の家は、ふるさとというわけではないですからね」

　メインの鯛たいのソテーが運ばれてくる。細く切られ、揚げられたじゃがいもが載っていて、バルサミコ酢の香りがする。

　魚用のナイフを手に切り分け、口に運ぶと、柔らかな身がとても美味しい。

「幾子が望むなら、一度、京都に里帰りしてもいいんだ」

　私が半分食べ進むより早く、三実さんの皿は空になる。そして、そんなことを言うのだ。

「親孝行してくればいい」

「父は、私のことがあまり好きではないんです。だから、実家に戻っても邪魔なだけですよ」

　私は苦笑いで答えた。

「両親は長く不仲でした。諭のお母さんの件もあったんでしょうけれど、もともと性格が不一致なんです。だから、母方で育った私のことはあまり好きじゃないんです」

　後継者にはならずお嫁に出されたのも、そうした理由だ。気づけばうつむいていた。

　駄目だ。暗くなってしまう。

　慌てて視線を彼に戻す。

「でも、私は三実さんのもとへお嫁に来ましたし、家族は三実さんだと思っていますから」

　にっこり笑ってみせると、三実さんが呆ぼう然ぜんと、「可愛い」と呟くのが聞こえた。それから、真顔になって言う。

「以前も言ったが、幾子との結婚は、おまえが十六歳のときに正式に申し込んだ。それを断ったのはおまえの親父さんだ」

「当時は、まだ私を後継者にする腹積もりだったのかもしれません」

「果たしてそうだろうか」

　何気ない風に三実さんは言う。

「親心というものは、なってみないとわからない部分もある。俺や幾子では、親父さんの気持ちは想像の域を出ない」

　父が私に何かを期待していたとか、愛着があったようには到底思えない。だけど、それ自体は確かに私の想像でしかない。

「だから、俺と幾子は早く子作りをして、人の親になってみるのはどうだろう」

　重たくなった空気をクラッシュするように、まったく空気を読まず提案してくる三実さん。私は吹き出してしまった。

「もう。またそこに至るんですか？」

「そうだ！　幾子、今すぐ抱きたい」

「お店の中です！　お静かに！」

　もしかして、三実さんなりに気遣ってくれたのかなと思うと嬉しかった。




　レストランの駐車場には、海岸線まで下りられる階段がついている。

　岩場の中にちょこんとある海岸で、レストランを使う客以外は、あること自体知らないそうだ。ちょっとしたプライベートビーチみたい。

　パンプスを脱いで、素足を波に浸すと心地いい。海なんてどのくらいぶりだろう。砂の感触も潮のにおいも夏そのものだ。

「幾子、こちらを向いてごらん」

　三実さんに呼ばれ、振り向くと、携帯で写真を撮る彼。

　約束だからいいけれど、本当に私の写真ばかり撮りたがるんだから。

「三実さんも海に入りませんか？」

「俺は、幾子が波と遊ぶのを撮るのに忙しいんだ」

　悪びれる風でもなく言うので、私は熱い砂浜をずかずかと歩き、三実さんに近づいた。肩にかけた小さなバッグから自分の携帯を取り出すと、自撮りモードに変換する。

「はい、三実さん。こっち向いてください」

　精いっぱい腕を伸ばすと、ふたりの顔が画面に入る。そこでシャッターを切った。

「俺は別にいいというのに」

「私が撮りたかったんです。三実さんとのツーショット」

　にっこり笑って見上げると、そのまま抱き寄せられた。

「本当に幾子が可愛らしくて困る」

　私からしたら、三実さんも充分可愛いんだけどなあと思いながら、大きな背中に腕を回した。

「駄目です、三実さん。足の裏、火傷やけどしちゃいそう。海に入りたいです」

「おお、そうか」

「一緒に入りましょう」

　散々誘ったら、革靴と靴下を脱いでくれた。

　私たちは少しだけ波と戯れ、日差しに負けて車に戻る。

　デートは楽しく、また近いうちに三実さんと出かけたいなと思う。

　恋愛期間がない私たち。夫婦になってからデートを重ねて仲良くなっていくのは、きっといい方法だ。

　母から連絡が来ていたのに気づいたのは、帰宅してからだった。




　二日後、私は都内にある祖父母の家にいた。

　幼い頃から十二歳まで育った、古い洋館じみた祖父母宅こそが私の実家で、思い出す故郷はここだった。そんな懐かしい家のリビングには、スーツケースや配送用の段ボール箱が積まれてある。

「お母さん、これ全部持っていくの？」

「そうだけど？」

　呼び出したのは母なのに、本人はちっとも出迎える様子ではなく、忙しく動き回っている。荷造りが終わっていないそうだ。

「ごめんね、幾子ちゃん」

　母の代わりに言うのは、ソファに腰かけた君島のおじさん。母の恋人だ。

　先日、父との離婚が成立した母は、めでたくイタリアに渡るのだ。君島のおじさんのお仕事で、何年かはあちら中心の生活になるという。

「琴こと子こちゃんと落ち着いたら向こうで式を挙げる予定だから、そのときは幾子ちゃんも来てほしいな」

　琴子は私の母の名前。離婚後、百日が経ったら入籍できるはず。式も挙げるんだ。

　君島のおじさんは初婚で、母の大事な人になって十年ほど経つ。私にも優しくて、父親と思ったことこそないけれど、母みたいな激しいタイプの女性をもらってくれるのはありがたい。

「私たちは、イタリアまでは行けないけどね」

　祖父が向かいのソファで不満げに言う。祖母がお茶をお盆に載せて戻ってきた。

「いいじゃないの。あんまり何度も娘の花嫁姿を見ても、しょうがないわよ」

　もう高齢の祖父母は、確かにイタリアまで渡るのは厳しいかもしれない。私の結婚式は、甘野の家に遠慮して参列しなかった。

「君島さんみたいないい人が、琴子をもらってくれるだけでありがたいわ」

　祖母がしみじみ言う。ずっと実家に寄生し、好きな仕事をしつつ祖父母と喧嘩ばかりだった母。祖父母もひとり娘とはいえお疲れ様だ。

「はあ、全然終わんないわ。お母さん、私にもお茶」

　どさっと君島のおじさんの隣に座り、母はお茶請けの豆大福を口に詰め込む。お嬢さん然としたところがまったくなく、あれこれ行動が雑なのが母だ。

「全部持っていかなくてもいいじゃない」

「向こうで買い直すのが嫌なのよ」

「そんなにいるか？」

「いるわよ！」

　不機嫌に声を張り上げる母。君島のおじさんはニコニコと、「そうだね」なんて頷いている。

　この優しくてスポンジみたいな人でなければ、母の隣にはいられないだろう。

　しかし、苛烈な母でも私には大事なお母さん。

「幾子、あなたがいつ来てもいいように、広めのアパートメントを選んだの」

　豆大福をもぐもぐしながら母は言う。

「ひと回りも年上の男へお嫁に出されて、本当にかわいそう。親同士の決めた結婚なんてうまくいくわけがないのよ」

　盛大な文句は、祖父母への当てつけに聞こえる。

　私の父との結婚は、まさに家同士が決めた結婚だったものね。

　慌てて私は答える。

「お母さん。私たち、結構仲良くやってるのよ。三実さん、優しいし」

「はあ？　そんなわけないわよ。どうせ幾子が我慢して成立してるんでしょう？　あなたはおとなしくていい子だから」

　皮肉ではない。母はおとなしく従順な私を、育てやすい子だと思ってきた。だけど、そういう性格になったのは、母が激しめな性格で周囲と軋轢を生じやすい人だったからだ。当人はきっと、そんなことは考えもしないのだろう。

「全然我慢してないよ」

　どっちかというと、三実さんに我慢を強いている。別の意味で。

「私は後悔してるのよ。あんな家に嫁がせて。すべては幾子の父親が悪いんだけれどね！」

　はあ、と母は深いため息をついた。横から君島のおじさんが口を挟む。

「でも、幾子ちゃんがお嫁に入ったの、金剛家だろう。本家の三男でグループ会社を経営してるって。いいおうちにお嫁入りできて、何不自由なく暮らせるでしょう」

「お金があるから幸せってわけじゃないわ」

　実体験を滲ませて、母は私をキッと見つめる。

「あなたの旦那ね、いろいろ調べたら、十年近く前に婚約者がいたのよ。幼馴染みの女と婚約してたんですって」

　植松さんからも、ちらっと聞いた話だ。ドキリとする。

「でも、その女を追い出したらしいのよ。人間的に問題のある男なんじゃないかしら」

　祖父が母をたしなめるように口を開く。

「おいおい、変な言いがかりをつけるんじゃない。もう亡くなったが、金剛の当代の奥方は私たちも知ってるよ。そっちのご実家と付き合いがあるからね。その息子さんもひとり会ったことがあるが、別段変わった男じゃなかったぞ」

　八年前のピアノ発表会の話だ。私と三実さんが出会うきっかけになった。

　私はろくに覚えていなくても、祖父母にとってはほんの数年前。自分たち主催のイベントだし、覚えているだろう。

　しかし、母はくわっと表情を鬼のように歪めた。

「そんな不確かな情報、当てにならないわよ！」

　母の情報も充分に不確かな気がする。

　黙って私がお茶をすすると、母は思わぬことを言いだした。

「そしてね、隠し子がいるらしいのよ」

　とっておきと言わんばかりのドヤ顔だ。さすがに、私も冷静に聞いていられなくなった。

　隠し子？　三実さんに？

「婚約が破談になったとき、彼女のお腹には赤ん坊がいたんですって。だけど、あの男はお腹の子どもごと、婚約者を家から追い出したらしいのよ。そして彼女はひとりで子どもを育ててきた……」

「琴子ちゃん、詳しいね。どうやって調べたの」

「その元婚約者、知り合いの知り合いの知り合いくらいなの。ずっと関西でアパレル関係の仕事に就いてたそうだけど、ちょっと前から東京に来てるって」

　つい先日まで、母はミセス向けのセレクトショップを経営していた。そちらの筋からの情報かもしれない。

「幾子。あなたの夫は以前、婚約者にひどいことをした男なのよ。さらに、隠し子までいる。今後、元婚約者が訴えれば、隠し子に養育費を払う可能性だって出てくる」

「お母さん」

「そんな男と一緒にいる意味ある？　あなたまでひどい目に遭うのが心配なのよ」

　三実さんの話とは思えない。にわかには信じがたい。

　だけど、母の言うことが百パーセントでたらめではなさそうなのもわかる。少なくとも婚約者がいたのは事実なのだから。

「甘野さん側の都合もある。おまえが焚たきつけんでいい。幾子の考える通りにすればいいさ」

　祖父が助け船を出してくれて、祖母が横から言った。

「そうよ。もしも琴子の言う通りなら、幾子はいつここに逃げてきたっていいんだからね」

「駄目よ、そういうときはすぐにイタリアまで飛びなさい。あの男が連れ戻しに来ないところまで逃げなきゃ」

　鼻息荒く言う母をなだめる君島のおじさん。私は曖昧に笑い、沈鬱な気持ちで帰宅することになった。




　そんな話、聞きたくなかった。娘への気遣いにしても乱暴じゃないかしら。

　祖父母の家からの帰り道。最寄り駅までの住宅地を歩きながら考える。

　三実さんに婚約者がいた。それはわかっていた。

　随分前のことだとも聞いている。三実さん本人が語らない以上、私から聞くことはしたくない。

　婚約者を三実さんが追い出したというのも、きっと噂うわさの範囲だろう。三実さんは変わっているけれど、けして冷淡な人ではない。

　ただ、隠し子というワードが引っかかる。

　母いわく、婚約が破談になったのは事実であり、元婚約者に子どもがいるらしいのも事実。

　三実さんとその女性がどんな経緯で別れたのか、子どもの父親は三実さんなのか……真偽は当人たちに聞かないと、わからない。

「考えるの、やめよ」

　ひとりごちる。悩んだところで誰も答えを持っていないのだから、やめた方がいい。

　私は、自分の夫を信じればいいだけだ。元婚約者という女性とは、今後会う予定もないのだし。

　モヤモヤを押し込め、深呼吸すると改札を通った。金剛邸へ帰るために。




　離れに帰宅したのは十五時過ぎだった。

　今日は仕事が休みなので、さっと離れを掃除して、また植松さんのところに行ってみようかなと考える。夕方には植松さんは鶏たちを鶏舎に戻すのだ。それを手伝いに行こう。

「奥様」

　声をかけられて振り向くと、甲本さんがいる。

「母屋の方にお客様がお見えです」

「私にですか？」

　曖昧な雰囲気で、甲本さんは「はい」と答えた。

　変だ。誰か訪ねてくる人の当てはない。

「わかりました。向かいます」

　帰ってきたままの格好で、母屋へ向かう。やってきたのは応接間らしき洋室。金剛家はこういったお座敷や洋間が多いので、よくわからないのだ。

　ソファに女性が腰かけている。髪は低い位置でシニヨン。スレンダーな体型の女性だ。年の頃は三十代前半だろうか。

　美人だけど気が強そう。うちの母と雰囲気が似ている。

　隣には、小学生くらいの男の子が座っている。色白で細く小柄な男の子で、私立の小学校の制服を着ていなければ、幼稚園児に見えるくらいだ。

　室内に入った瞬間に、私はぞわぞわっと嫌な予感が足元から這い上がってくるのを感じた。

　まさか……いや、私を訪ねてくる理由がわからない。

　でも東京に来ていると、さっき母が……。

　立ちすくむ私に、彼女が先に反応した。

　すっくと立ち上がり、きりりとした瞳で私を見据える。

「あなたが幾子さん？」

　おずおずと、私は「はい」と答えた。消え入りそうな声になってしまった。

「私は志し信のぶといいます。この子は信しん士じ」

「……はじめまして」

「私、三実の婚約者だったの。以前ね」

　ああ、嘘でしょう。会うこともないと思っていた元婚約者さんが、なぜかなぜか金剛家に現れたんですけれど……。

「私たち、しばらくこちらでご厄介になるのでよろしくね」

　志信さんは、ニコリともせずに言った。

「……そうなんですか。よろしくお願いします」

　完全に戸惑い、それ以上、言葉が出てこなくなってしまった。

「お揃いかな」

　そこに現れたのはお義父さんだった。洋間に現れたお義父さんは、親しげに志信さんに声をかける。

「いやあ、志信さん。久しぶりだね。ますます綺麗になった」

「お義父様、ご無沙汰しております。お元気そうで何よりですわ」

　もう婚約者でもないのに、義父を『お義父様』と呼ぶのに引っかかりを覚えつつ、促されて私も座った。

「幾子さん、しばらく志信さんと信士くんが金剛家に泊まるからね。信士くんの小学校が、ここから近いんだよな」

　孫にでも相対するように、お義父さんが信士くんという男の子に話しかける。彼は下を向いたまま、こくんと頷いた。

「離れの近くの客間を用意するから、夕飯は志信さんたちと食べればいい。三実はいつも遅くて退屈だろう。女性同士、水入らずで仲良くやりなさい」

　お義父さんは、正気でそんなことを言っているのだろうか。

　いきなりやってきた息子の元婚約者を、家に泊める？　しかも今の嫁の近くに配置する？

　仲良くなんて、本当にできると思ってる？

　疑問符がぽんぽん飛び出してきても、義父相手にそんなことは言えない。

「お義父様、三実さんは相変わらず忙しいんですか？」

　志信さんが事情を知っている風に尋ねる。

「そうなんだよ。あの朴ぼく念ねん仁じん、志信さんに愛想を尽かされたことをすっかり忘れて、幾子さんに寂しい思いをさせ続けているんだ。まったく、困った息子だ」

「あ、あの、三実さんはお忙しいですが、かなり私のために時間を割いてくださっていると思います。ですから、寂しいなんてことは……」

「まあ。三実をフォローだなんて、できたお嫁さんだわ。若いのに」

　おかしそうに志信さんが笑い、お義父さんもニコニコと笑っている。

　な、なんか……心なしか圧力を感じる。言葉や行動がマウンティングな気がするんだけれど……。気のせいかな。

　すると、母屋の玄関が開く音が聞こえた。ここは比較的、玄関に近い洋間だ。

「お、三実が到着したようだぞ。志信さんが来ていると呼んでおいたんだ」

　お義父さんが言い、言葉の通り、すぐに三実さんが顔を出した。おそらく仕事を抜けてきたのだろう。

「三実！」

　志信さんが立ち上がる。信士くんも立ち上がらせ、彼の背を押しながら三実さんの前に進み出た。

「久しぶり。ずっと会いたいと思っていたわ」

「……志信、今さらなんの用だ？」

　三実さんは無表情だ。作り笑いも冷淡な表情も浮かべていない。

「冷たい言い方するのね」

「当然の質問だろう」

「あなたにこの子を会わせていなかったと思ってね。信士よ」

　ずい、と息子を三実さんの前に突き出す志信さん。私はそばでそれを見守りながら、心臓がばくんばくんとすごい音をたてていることを感じる。

　隠し子、というワードが浮かぶ。

「駆け落ち先で子どもを産んだと、人づてに聞いたが」

「よく顔を見てあげて。三実の子なんだから」

　決定的なワードに凍りついた。志信さんは言った。三実さんの子だと。

　表情ひとつ変えずに三実さんは答えた。

「悪いが、付き合ってやれる状況ではない」

「あら。責任逃れ？」

　志信さんが憎々しげに言う。

「まあまあ、その辺にしておきなさい。信士くん、菓子をやろう。おいで」

　お義父さんが気を利かせて、信士くんを連れ出そうとしてくれるけれど、まだ幼い少年は母の服の裾をがっちりと掴んで、うつむいているばかりだ。

　三実さんは志信さんを一いち瞥べつすると、くるりと私の方に向き直る。

「幾子、今夜はおまえが眠る前に帰れそうだ。夕飯は先に済ませておいてくれ」

「は、はい」

　私を見つめる三実さんの表情は、いつもの笑顔。でも少しだけわざとらしいのは、この場の空気のせいだろう。

　次にお義父さんの方へ向き直り、三実さんは頭を下げた。

「お父さん、失礼します」

　彼は再び出かけてしまい、洋間に残るのは怒りで唇を噛みしめる志信さん、うつむいたままの幼い信士くん、少し面白そうに微笑んでいる義父。

　私はいよいよ途方に暮れることとなった。










お悩み勃発




　その日の夕食は、人生で一番息苦しい晩ばん餐さんだった。

　志信さんと信士くんは、離れから廊下を隔てた客間に逗とう留りゅうすることとなり、夕食までの間に、近くに待機していたトラックから荷物がどんどん運ばれてきた。

「お夕飯はこちらで、とのことです」

　甲本さんが整えた膳は三人分。お義父さんの指示通り、志信さんと信士くんは離れのダイニングで夕食をとることになったのだ。

「残さず食べなさい」

　志信さんは私たちの生活スペースに入ってきたという遠慮はゼロで、信士くんの食事マナーを注意しつつ、ご自分の食事もすいすい進める。私はまったく食欲が湧かず、好きな肉じゃががおかずなのに、のろのろと箸を口に運んでいる。

　何も喋らないのはおかしい。何か言わなきゃ。

　そう思っていると、志信さんが口を開いた。

「幾子さんって、おいくつ？」

「二十歳です」

「まあ、まだそんなにお嬢さんなの？　かわいそうに、こんな成金の家に嫁がされて。やりたいこともあったでしょう？」

　それが私の人生を本当に慮おもんぱかったものなのか、百パーセントの嫌味なのか、わからない。喧嘩腰になるのもいけない。私は曖昧に笑い、「いえいえ」なんて口の中で呟くのだ。

「幾子さんのことは早く解放してあげなきゃねえ。私も三実と話すわ」

「解放？」

　あまり耳触りのよくない言葉に、眉をひそめてしまう。志信さんは目を細め、微笑んだ。

「すごく若いんだもの。親同士の決めた婚姻関係がなくなったら、もっと自由に生きられるんじゃないかしら」

　なんだか、すごく勝手なことを言われている気がする。私のことを息子さんと同じくらいの年齢に思っているのか、本気で喧嘩を売りに来ているのか。

「三実には後継者がいるしね」

　そう言って、もそもそと食事をしている信士くんの頭を撫でてみせる。

「私と三実、婚約していたときはすごく若くて、お互いを思いやることができなかったのね。でも今なら、きっとお互い思いやれると思うのよ。……信士の存在もある」

　息苦しい。身体の重心がどこにあるのかわからない。フラフラする。

　私にもわかる。志信さんは私を追い出そうとしているのだ。三実さんとヨリを戻そうと東京へ帰ってきたのだ。私みたいな世間知らずそうな若い女なら、丸め込んで離婚させられると思っているのだ。

　三実さんの実子を盾に。

　信士くんの顔を見ると、余計に胸が苦しくなった。三実さんに似ているかと言われれば、わからない。面差しは志信さんに似ている。お母さんと違って覇気の薄そうな、物静かな雰囲気だ。

「私から、三実によく話しておくから」

　まるで妻気取りな言い方だと、ようやく嫌な気分が湧いてきた。

　だけど、口にはしない。

　彼女が怖いのではない。信士くんの前でこの話を続けてはいけないと思ったし、三実さんの言葉を聞いてからにしたいと思った。




　夕食後、お風呂は母屋でもらう、と母子は客間に戻っていった。なんでも、婚約時代は母屋で同居していたので、そちらのお風呂の方が離れのものより使いやすいと知っているそうだ。どこまでもマウンティングをしてくる。

　どっと疲れ、膳の下げられたダイニングテーブルに突っ伏した。

　なんなんだろう、あの人。世界の中心が自分だと思っているみたい。

　私の母も我わが儘ままで自己中心的だ。それでも、あんな風にむやみに他人を攻撃する人じゃない。自分の利益のために、他人を丸め込もうとなんてしない。

　どうして三実さんは、あんな人と婚約までしていたんだろう。

　……そう、そこが一番胸の痛むポイント。

　三実さんと志信さんは婚約関係にあった。三実さんは彼女を愛していた時期があったのだ。私に対するみたいにプレゼントを贈ったりしたのだろうか。

『可愛い』『愛している』と連呼し、情熱的に迫ったことがあるのだろうか。

　ふたりの間に流れた時間は八年以上前のことで、私には窺い知ることもできない。

　今は私を愛してくれている。

　でも、過去に彼女を愛していたことに、嫉妬の感情みたいなものを覚える。

　嫉妬……私は過去の志信さんに嫉妬しているのだろうか。そして今感じる不安は、なんだろう。

　三実さんの妻という立場が脅かされそうになっている。

　だって、志信さんは彼との間に子どもが……。

「幾子」

　名を呼ばれ、顔を上げる。そこには仕事からまさに帰ってきたばかりの三実さんがいた。

「三実さん！　おかえりなさい。お夕飯はどうされますか？」

「ありがとう、済ませてきたよ。疲れただろう。いきなり妙な客が来て」

　三実さんは気遣わしげに私の顔を覗き込み、背広をダイニングの椅子にかけ、私の向かいに座った。

「志信には早急に退去するよう言い続けるが、あいつは父の客の扱いで金剛家にいる。父にゆっくりしていけと言われたのを大義名分に、しばらく居座るだろう。夕飯は別々にするよう手配するから」

「あの……三実さん……」

「あの少年は、俺の子ではない」

　はっきりと、私が一番気になっていたことを口にする三実さん。

　私は、ふっと肩から力が抜けるのを感じた。三実さんの子ではない？

「あいつがこの家を飛び出していったのは、二十四歳の秋だ。翌年の秋にあの子を産んでいる。さらにあいつがいなくなる半年以上前から身体の関係はない。な、計算が合わないだろう？」

　三実さんは至って冷静に言う。

　確かにそうだ。十ヵ月で出てくる赤ちゃんなのに、一年半も性的な関係がなくて、できるわけがない。

「少し、昔話をしたい。隠していたわけじゃないんだが、幾子に嫌われたくなくて言わなかった」

　バツが悪いという表情もしない。三実さんは堂々と私を見つめる。

　きちんと受け止めなければ、と私は頷いた。

「志信と俺は親同士の仲がよく、幼馴染みみたいなものだ。俺たちが大学生のときに婚約が勝手に決まり、俺は起業やら何やらで忙しく、正直、結婚相手に希望も理想もなかったから了承した。知らない女より面倒がないと思った程度だった」

　今の私に対する溺愛ぶりからは想像もつかない。

　そうか、三実さんは金剛傘下とはいえ、今の会社を自分で設立したのだ。当時はさぞ忙しかっただろう。

「志信は俺との結婚も、俺があいつに無関心なのも気に食わなかったみたいだな。話してみてわかるだろう。とにかく気が強い。昔から喧嘩ばかりだったが、婚約してから関係は悪化した。仲良く対話した覚えは数えるほどしかない」

　三実さんが珍しく自嘲的にため息をついた。

「ほったらかしていた俺が一番悪い。あいつは気づいたら、よそに男を作って駆け落ち。あの少年は、その男との子だろう」

　駆け落ちなんて、すごい行動力だ。母が言っていた『婚約者を追い出した』は、やはりひどくねじ曲げられた噂だったのだ。

「でも、さすがに俺も申し訳ない気持ちになった。志信の両親は平謝りで娘は勘当だと息巻くし、父は俺に対して、大事なお嬢さんを傷つけたと怒り心頭だったよ。俺の会社への出資も差し止めたんだ。何より、当時、癌がんの闘病が始まっていた母が悲しんでね。母の寿命を縮めてしまったのは俺かもしれない」

「そんな……」

「俺は少々マザコンのきらいがあってな。母を悲しませたことが一番申し訳なかった。孫の顔を見せてやる予定だったのに。あとは、まあ少々男としても傷ついた。婚約者に逃げられるなんてカッコ悪いだろう」

　苦笑いする三実さんは、普段より弱々しく見えた。

「こっちにおいで」

　三実さんはソファに移動する。私が近づくと抱き寄せられた。

　待って。小さい子どもみたいに三実さんの膝に載せられているんですけど。

「み、三実さん！」

「嫌か？」

「恥ずかしいです！　子どもみたい！」

「子ども扱いはしていない。愛しい妻だと思っている」

　三実さんが私の首筋に顔をうずめるので、仕方なく、されるがままになる私。腰に巻きついた腕は力強いし、背中に感じる温度と肩にかかる吐息は心地よくすら感じてしまう。

「ともかく八年前、いろいろくたびれていたときに会ったのが幾子だったんだ。……ほら、見てごらん」

　三実さんがローテーブルに置かれたタブレット端末を手に取る。いつでも使っていいと言われていたけれど、今日まで使用したことがないものだ。

　三実さんが端末を起動させ、あるアプリを開く。

　アルバム用アプリ？

「三実さん、これ……」

　私は震える声で三実さんを呼ぶ。動画編集され、ダイジェストで流れる画像。それらはすべて、ここ八年の私の写真だった。

　中学から高校時代の……そして先へ進めれば、甘屋デパートに勤めていた頃のものも出てくるだろう。

　写真は隠し撮り風のものもあれば、きちんとスナップになっているものもある。

「可愛いだろう。この八年間の幾子のアルバムだ」

　さすがにドン引きする私に、三実さんがほがらかに言う。

「私のことを見守らせたって、そういえば言ってましたけど……写真まで」

「そうだ。俺の部下は腕がいいだろう？　一部は、幾子の友人や学校経由で入手した。ツテが少々あってな。ほら、これなんか、幾子の麗しさと愛らしさがすべて表現されている。いい写真だ。お気に入りだな」

　一ミリも悪気がなさそうだ。爽やかな明るい笑顔で活き活きと語っているもの。

　私は唇をひくひくさせながら、なるべく優しい声音で言う。

「そういうの、ストーカーっていうんですよ……知ってますか？」

「大事な未来の妻を案じてのことだ。許せ」

「えええ、許せって……許しがたい……」

「そこをなんとか頼む」

　やっぱり、三実さんの愛情はズレているし、おかしい。

　婚約期間中に感じた不穏な気配には、絶対こうした部分も含まれていたのだと痛感する。

　だけど、今さらそんな三実さんを嫌だとも思わないから不思議だ。この人ならやりかねないと、すんなり受け入れてしまう自分がいる。

「遠くから幾子の成長を見守るのは、俺の楽しみだった。あの愛らしい少女が女性になっていく姿は、感動的だったぞ」

「それなら直接会いに来てくれたらよかったのに……」

　思わず、ぼそりと呟く。

　たとえば高校生の私の前に、ある日突然、三実さんのような美丈夫が現れたら……。『いつか会ったことがある。きみに会いたかった』なんてささやかれたら……。きっと、夢見る少女な私は、ころっと恋をしてしまったに違いない。

「幼い幾子は、俺を覚えていないと思ったからな。何より、愛するおまえと再会したら、そのままさらってしまう可能性があった。犯罪はいけない」

　怖いことを平然と言う三実さん。そういうところですよ、そういうところ。

「婚約期間の二年も、プレゼントを贈るだけで精いっぱいだった。二年もお預けなんだ。それなら会わない方がいいと思った。ちなみに、おまえからのお礼状はすべて取ってあるぞ。見るか？」

「見ませんよ」

　極端から極端。変人を超えた危ないレベルの愛情を持っているし、私もいつ食べられてしまうかわからない猛獣な旦那様。

　だけど、彼のことが全然嫌じゃない。今、私を膝の上に載せ、タブレットで私の写真を解説している彼を可愛らしいとまで思える。

　私はそっと手を伸ばし、彼の髪に触れた。

「幾子？」

「三実さんの気持ち、志信さんに伝えた方がいいと思います。当時の気持ちの行き違いがほどければ、志信さんも冷静になれるんじゃないでしょうか」

「素直な女とは言いがたい。なかなか難しい相談だが……」

　三実さんが言葉を切って、私の頬に口づけた。

「可愛い妻の進言だ。善処しよう」

　照れて赤い顔をしている私の目の前には、三実さんの唇。三実さんは変な人というところばかり目につくけれど、本当に本当に綺麗な顔立ちをしている。男らしくはっきりとした目鼻立ちで、彫刻みたい。

　じっと見つめていたら、唇が重なっていた。

「ん」

「事後承諾ですまない」

　唇をわずかに離して三実さんが微笑んだ。それは艶やかで色っぽい微笑。

「キスさせてくれ」

『はい』の答えを呑み込まれるように口づけられた。

　やわやわと合わせた唇が、やがて深く重なる。わずかに開いた唇の隙間から、熱い舌が滑り込んできた。

　拒否するつもりはない。でも応じられる技量もない。私は生物みたいに口こう腔くうをうごめく三実さんの舌に翻弄され、私の頬を包む彼の手にしがみついていた。

　深いキスをしたのは初めて。キスってこんなに気持ちのいいものだったんだ。お互いの境目がなくなってしまいそう。

　吐息とともに唇を離す。余韻でとろんと溶けてしまいそう。

　すると、三実さんがいつもの明るい笑顔で言った。

「ここまでにしよう」

　あ、やめてしまうんだ。……そう考えた自分に驚いて、私はひとり真っ赤になった。

「そんなに可愛い顔をされると困るが、俺は我慢できる男だからな。今日はここで潔く引こう」

　清々しく武士のように宣言し、三実さんは私を膝から下ろした。

　うーん、やっぱり変な人。

　私は猛烈に照れた顔を隠すため、とっくに支度のできているお風呂の様子をわざと見に行くのだった。




　翌日、いきなり事件は起こった。

　朝食の席に志信さんたちはいなかった。他の家族の手前、自室でとるようだ。

　それから志信さんは仕事があるそうで、小学校へ行く信士くんと出かけていった。私も三実さんも顔を合わせずに、それぞれ出勤した。

　しかし、昼どきに内線電話が鳴った。

　私は麻生夫妻と昼食中で、近所のうどん屋さんから、おかめうどんが到着したばかり。液晶には社長室の表示。なんだろうと出てみれば、思わぬ声が聞こえてきた。

『そこに幾子さんはいる？』

　受話器から聞こえてきたのは志信さんの声だ。なぜ？　なぜ志信さんがこんなところに？

「あの、私です」

『すぐに社長室に来て』

　それだけ言って内線は切れた。おかめうどんに未練を残している場合じゃなさそうだ。麻生夫妻に断りを入れて、慌てて十階の社長室へ向かった。

　社長室に入る前から志信さんの声が響いている。

「ランチをしましょうって言ってるだけじゃない」

「暇ではないんだ。おまえも仕事の休憩時間だろう。帰れ」

　ああ、早速喧嘩している。

「失礼します」と声をかけ、中に入ると、三実さんと志信さんは社長デスクを挟んで言い合いになっている。

「信士のこと、こんなところで話せないでしょう？　こっちは気を使ってるのよ」

「話しても構わない。俺の子ではないからな」

「あんたの胤たねよ！」

「あり得ない主張なのは、おまえ本人が一番わかっているはずだ。どこまで自己中心的なんだ」

「自己中は三実よ！　仮にも、かつての恋人と自分の息子を露頭に迷わせる気？」

　志信さんが、くるっとこちらを向く。鬼のような形相に慄おののくものの、あげそうになった悲鳴は呑み込む。

「幾子さんからも言って！　この鬼畜に！」

「カッコウの真ま似ね事ごとを人間がしようという方が、外道じゃないのか？」

　三実さんはどこまでも冷淡だ。他人に対しての外向きの笑顔すら見せない。無表情から淡々と繰り出される否定は怖いくらい。そこに感情論百パーセントで志信さんが怒鳴り散らすのだから、話し合いになっていない。

「志信、どうせおまえのことだ。見栄を張って息子を名門私立に入れたんだな。当てにしていた実家からの援助を断られ、行き場がなく転がり込んできたんだろう」

「そんなんじゃないわよ。あの子の頭なら、今のレベルの小学校に入れなきゃ駄目なの！」

　三実さんが嘆息し、言葉の調子を緩めて言った。

「おまえとは古い仲だ。婚約当時は至らない男だったことは謝罪したい。微力だが、おまえと息子の新生活に友人として援助することもやぶさかではない。だから、金剛家からは一刻も早く退去しろ」

　語尾が強かったせいもあるだろう。志信さんがキッと眉を張った。

　交渉決裂の予感……！

「あんたって本当に最低最悪の男。でも、私だけなのよね。そういう冷たい態度も苛立った態度も、私にしか見せない。昔からそう。あんたの中で、なんだかんだいって私って特別な女なのよ」

　噛みつぶすよう憎々しげに言う言葉に、横で聞いていた私の方がダメージを受ける。

　三実さんは私に優しい。どこまでも優しい。傷つけそうになると大きく距離を取る。感情をぶつけて喧嘩なんてしたことがない。

「あんたが一緒にいてラクなのは私。こんな若いお嬢さんとじゃロリコン同然じゃない。おままごと夫婦がしたかったの？　私に捨てられたショックで？　馬鹿みたいよ！　ヨリを戻してあげるから、さっさと別れなさい。そうすれば、うちの両親もあんたのお父さんも――」

「黙れ」

　そのあまりに低い声に、私は総毛立った。

　見れば、三実さんがじっと志信さんを見つめていた。野生の猛獣のそれだった。捕食のために捕らえるのではない。闘争のため、相手の息の根を止めようとする獣だ。

「妻を侮辱するな。俺には大事な大事な恋女房だ。他はいいが、幾子について何か言うなら許さん」

　負けじと怒鳴ろうとする志信さんの腕を、私は咄とっ嗟さに掴んだ。

　駄目。これ以上この人を刺激してはいけない。

「志信さん、行きましょう。ね。お昼休憩、終わっちゃうじゃないですか？」

「あなたに関係ない！」

「いいから！　お願いします！」

　引きずるように社長室から出て、エレベーターまで乗せた。

「下に私が所属している部署があります。お茶を飲んでいってください」

「そんなのいいわ」

　腕を組み、苛立たしそうに言う志信さん。下っていくエレベーターの基内で、ふて腐れた声で言う。

「ねえ、幾子さん、あなたから言いなさい。別れるって。そうすればみんな幸せになれるのよ。別にあの男のことなんか好きじゃないんでしょう？」

　好きかどうかなんて言えない。私にだってわからない。だけど、私から別れるなんて言いたくない。それだけは絶対。

　こうした煩悶の数々が上手に言葉にできないのだ。

　私の答えは待っていないようで、志信さんは思いつめた顔で続ける。

「三実はね、あの頃のことを後悔してるの。あなたと別れれば私のもとへ戻ってくる。信士の父親になってくれる。信士は、すごく賢い子なのよ。あの男が父親になってくれたら、何不自由なく大人にしてやれる」

　息子さんのため、お金目当てで近づいている。そう告白している状況なのに、彼女はまったく悪びれることもない。思い込みに近い自己肯定に寒気を覚えた。

「あなたからも、よく三実に話しておいてちょうだい」

　そう言いつけ、志信さんはまっすぐエントランスを抜けて出ていった。

　おかめうどんは、たぶん伸びておつゆを吸っている。私はくたくたに疲れて、オフィスに戻った。




　その日、退勤して金剛家に戻ると、離れの玄関にはすでに小さな靴が並んでいた。玄関を入ってすぐ、離れに通じる短い廊下があり、手前の玄関に面した和室に志信さん親子が逗留している。

　廊下に人影がある。床に座って何か宿題らしきノートを広げているのは、信士くんだった。

「こんにちは」

「こんにちは」

　信士くんは、びっくりした顔をしつつ挨拶をした。私が声をかけてくるとは思いもよらなかったという雰囲気だ。

「そうか、お部屋にテーブルがないんだね。畳だと書きづらくて廊下なのか。こっちおいで。離れのテーブルを使いなよ」

「え……でも」

　遠慮している様子。志信さんに、勝手に行動するなと言われているのかもしれない。

「大丈夫、大丈夫。ほら、ぱぱっとやっちゃおう」

　志信さんの帰宅が何時かはわからないけれど、一般的な会社員なら、まだ一時間くらいは勤務があるだろう。

　ダイニングテーブルを貸し、麦茶を注いであげる。信士くんは、ごくごくと喉を鳴らして麦茶を飲んで、算数を解き始めた。

　小学一年生の夏なのに、結構難しいことをやっている気がする。進学校って、小学校からこんな感じなのかしら。

　時折考え、鉛筆を置き、指を折り曲げて数を数える信士くんは、どこにでもいる子どもに見えた。




「終わりました。ありがとうございました」

　三十分ほどだ。そう言って立ち上がり、頭を下げる信士くんは、線の細い、おとなしい男の子。確かに三実さんの遺伝子は、どこにも感じない。志信さんには顔立ちがよく似ている。

「信士くん、今日はもう暇？」

「はい。塾はありません」

　小学一年生で、もう塾なのかと思いつつ提案する。

「鶏、見に行かない？」

　いきなり知らない家にやってきて信士くんも不安だろう、と気持ちを和ませるつもりで誘ってみた。もちろん、志信さんに承諾は得ていないので、後々怒られるかもしれない。だけど、私は寂しかったとき、生物の世話をすることで結構元気がもらえた。




「あれ、若奥様。子連れかい」

　鶏舎に向かう途中、植木ばさみを持った植松さんと会った。

　子連れといえば、そうなんだけど……。

「ひよこを見に行ってもいいですか？」

「ああ、いいよ。鍵だけ頼むな」

　信士くんを伴い、鶏舎へ向かう。鶏たちはもう小屋の中だ。衝つい立たての奥に、ひよこがいる。

「これが……？」

　信士くんは、ひよこを見て変な顔をした。それはそうだ。ひよこはすっかり丈が伸び、黄色い毛は白っぽく変わり、鶏とひよこの中間みたいな姿になっている。

「そう！　って、想像したひよこと違ったかあ。ごめんね」

　私は苦笑いしつつ、ひよこの前に屈み込む。ひよこたちは私のことをそれなりに覚えているらしく、かなり力強くなった嘴で遠慮容赦なくつついてくる。鳴く声はまだ〝ぴよぴよ〟だ。

「可愛いですね」

　信士くんが、ようやく頬を緩めた。

「だよねえ」

　私も笑う。

　なんだ。この子、ちゃんと笑顔になれる。ずっと下を向いて、自分の意見どころか普通に喋っているところすら見たことがなかった。ちょっと安心だ。

「お姉さん」

「幾子だよ。幾ちゃんって呼んで」

　自分で言って猛烈に照れた。年下の子と関わる機会がほとんどなかったから、お姉さんぶっている自分が恥ずかしい。

「幾ちゃん……」

　素直に口にして、信士くんが顔を上げた。不安そうな顔をしていた。

「あのおじさんが、僕のお父さんなんですか？」

『あのおじさん』が三実さんを指すのはわかった。そして、正解を私は持っているけれど、安易に否定していいものか……。だけど、ごまかすようなことも嘘も言いたくない。

「えっと……違うかも……」

　精いっぱいの言葉だった。志信さんがなんと言い聞かせているかわからない。だけど、子どもを利害関係に巻き込んではいけない。

　信士くんは困ったように、いや、諦めたように笑った。六歳の子どもが見せるには大人びた表情だった。

「そうですよね。だって、全然似てないもん」

「信士くんは、ずっとお母さんとふたりで暮らしてきたの？」

「うん、そうです。神こう戸べの大きな教会の近くのマンションに住んでました」

　つまり、信士くんの本当の父親とは、彼が物心つく前に別れたことになる。その男性は志信さんと連絡を取り合ったりしていないのだろうか。

「お父さんは東京にいるって聞きました。僕をいい学校に通わせてくれるって」

「そうなんだ」

　志信さんは早い段階から、三実さんを父親に仕立て上げようと考えていたのかもしれない。金剛家の力を借りられるなら、学資などの金銭面は安心だろう。

　信士くんが再びうつむいた。伸ばした指先を、ひよこがつついている。

「お父さんなんかいらない」

　かすれた声に、驚いて彼を見た。信士くんの両の目から、ぼろんぼろんと涙があふれていた。

「いい学校もいらない。……お母さんがいればいい。だけど、お母さんはそれじゃ駄目だって。……僕が悪い子だから、お母さんはいつも怒ってばっかり……」

　つっかかりながら、訴える小さな男の子。まだ小さな身体を震わせて泣いている。

　私は信士くんを抱き寄せた。私もまた涙がこぼれた。

　ここにも居場所のない子どもがいた。信士くんは私と一緒だ。親の都合で自分の立ち位置を大きく変えられ、戸惑っている。

　子どもが望んでいることは、愛する家族と安心して暮らしたいだけ。そこにお金も将来も関係ないのに。

「信士くん、鶏の世話をしよう。もうすぐ夏休みでしょう？　そうしたら毎日しよう」

　私は彼の頭を撫でて提案した。

「でも……僕、塾ある……」

「私だって週三日、仕事があるもん。だけど、ずーっと忙しくはないでしょう？　鶏の世話をして、夏の絵日記を書こう。宿題一個クリアじゃん」

「絵日記、出るかなあ」

　信士くんが泣き顔を、くしゃくしゃの笑顔に変えた。

　よかった。まだ彼は笑える。ちょっとだけほっとした。




　志信さんと信士くんが金剛家にやってきて、一週間が経った。

　私と信士くんは仲良くなり、一緒に植松さんのところで仕事を手伝ったり、離れのダイニングを宿題に貸したりするようになった。

　最初は不安だった様子の信士くんも、私が味方になったと思ったのか、『幾ちゃん、幾ちゃん』と弟みたいに懐いてきて可愛い。

　信士くんについては、三実さんに話してある。本当は志信さんといたいだけで、居場所のない現状に心許なさを持っている。

『私に何かできることがあれば、と思うんです』

　私の相談に、三実さんは思いのほか冷たい声音で答える。

『幾子が頑張るところではないよ。彼の生活の安定を考えるのは、志信の仕事だ。彼女が両親に頭を下げ、息子ともども千葉の実家に戻るか、彼女の収入でやっていける学校に信士を転入させるかだ』

　その通りだとは思う。だけど、私の言葉なら丁寧に聞いてくれる三実さんにしては、突き放した言い方なのが気になった。

『それとも、志信の言う通り、俺があの子の父親になるのが望ましいか？』

『それは……違うと思いますけれど』

　三実さんは、それ以上この件について語らなかった。

　それなら私にできることは、金剛家にいる限り、信士くんの味方になってあげるだけだ。

　一方で、かすかな苛立ちは毎日募り続けた。

　志信さんは、都内のデパートのアパレルショップで契約社員をしているそうだ。なんでも、神戸に長く住んでいて、信士くんの進学に合わせて東京の店舗に再契約してもらったとか。

　子どもがいるから契約社員だし、夜の勤務ができないと言っていたけれど、『この家ならお手伝いさんが多いし、私も夜のシフトで出られそうね』と嬉しそうに言っていた。

　本当に居座るつもりなのだと、ちょっとぞっとする。

　私と信士くんが姉弟のように過ごしていることに文句を言わないのは、そうした理由もあるようだ。ひとまず六歳の小学生の面倒を見てくれるならいい、とシッター感覚で見ているみたい。

　気を使ったのは三実さんで、夕食は必ず自宅に戻ってくるようになった。

　母子を離れで食事させなさい、という義父の言いつけはまだ有効で、三実さんは私に息苦しい思いをさせまいと、夕食の時間だけ帰宅する。食後、会社に戻ることも多いから、忙しい合間を縫って戻ってきてくれているのだ。

　そうなると、毎日のように志信さんと三実さんのやり取りを目にすることになる。目の前で繰り広げられるのは言い合いばかり。

『三実が私と信士の存在を公に認めれば、出ていってあげてもいい』

『事実じゃないことをどうして認めるんだ』

『あんたの言い方、本当にイライラするわ』

『それは俺もだ』

　険悪でヒステリックなやり取りに、幼い頃に見た自分の両親の喧嘩を想起して嫌な気分になる。

　いや、本音を言えばそれだけじゃない。志信さんと険悪に言い合いをしている三実さんを見て、モヤモヤするのだ。

　以前、志信さんが言っていた。

『あんたの中で、なんだかんだいって私って特別な女なのよ』

『あんたが一緒にいてラクなのは私』

　志信さんの言葉が、棘とげのように胸の隅っこに刺さっている。三実さんにとって幼馴染みであることには変わりなく、一度は結婚してもいいと思った相手だ。

　駆け落ちされて落ち込む程度には好意はあったのだ。そして今、目の前に現れた彼女に冷淡に接しながらも、完全に突き放せない三実さんがいる。

　それとも私が『あんな女、子どももろとも追い出して！』と怒り狂えば、三実さんはそうするだろうか。

　信士くんのことを考えたら、絶対にしないけれど。




　そうこうするうちに時間は経ち、七月も後半。志信さんたちがやってきて、二週間ちょっとが過ぎた日だ。

「幾ちゃん、僕、明日から夏休み」

　夕食時に離れにやってきた信士くんが、懐っこく寄ってきて報告してくれる。

　もうそんな時期なんだ。夏本番の到来だ。

「通知表、どうだった？」

「全然駄目よ」

　志信さんが代わりに答え、信士くんが肩を落とす。私は慌てて彼の背をぽんぽんと軽く叩いた。

「大丈夫。幾ちゃんも全然駄目ばっかりだったよ。算数が苦手でさ」

　自虐の苦笑いに、信士くんが少しだけ口元を上げる。

「幾子さん。この子、基本的に夏休みは、午前中は塾ですから」

「はい、わかりました。午後は少し遊んでも大丈夫ですか？」

「一時間半は自習させてちょうだい。それが終わったらいいわ」

　書斎から出てくる三実さんが、不満げな顔で口を挟んだ。

「幾子は保育士じゃないぞ」

「いいんです、三実さん。私が信士くんと仲良くしたいだけですから」

　ここで信士くんの立場を守ってやらなければ、かわいそうだ。

　三実さんに断ってから、信士くんの顔を覗き込む。

「信士くん、ビニールプール、大きなの買おうか。離れのお庭に置いてさ。水遊びできるよ」

「水鉄砲、ある？」

「それも買うよ。背中にタンク背負うやつ」

　盛り上がる私と信士くんに、志信さんが言う。

「信士、学校の水泳で、まだ水に顔もつけられないのよ。幾子さん、ちょうどいいから見てやって」

「私でよければ。信士くん、特訓だぞ～」

　夕食中、なんとなく三実さんが不機嫌なのは感じていた。私が志信さんと信士くんの肩を持ったせいだろうか。

　でも三実さんだって、毎日志信さんと喧嘩しながら、状況はまったく変わらないままじゃない。私は毎日毎日、ふたりの小さい頃からの絆を見せつけられているようで……。

　何を考えているんだろう。三実さんは私の夫だ。志信さんの夫じゃない。この先もそうはならない。

　私がイライラ、モヤモヤする理由はない。




　夕食後、志信さんと信士くんが自室に戻り、私は簡単な片付けと、お風呂の準備をする。

　それから携帯を取り出し、ビニールプールを検索した。結構お値打ち価格なんだなあ、と画面をスワイプ。

「先に風呂に入る」

　三実さんの声が背中に聞こえた。

　あれ？　てっきり今日も会社に戻るものだと思っていた。

　ビニールプールと、ポンプアクション式水鉄砲、バックパック付き水鉄砲を購入。これで信士くんと全力で闘える。水遊びなんて子どもの頃以来なので、今からワクワクだ。

　それから三実さんはお風呂を上がると、書斎に入ってしまった。またお仕事だろうか。私は自分のペースでお風呂とスキンケアを済ませ、寝室へ。少し早いけれど、今日は寝てしまおう。

　すると、数分と置かず、三実さんが寝室にやってきた。浴衣姿が相変わらず、ドキッとするほど色っぽい。

「幾子」

　襖が、ぱたんと閉まる。三実さんが布団の横に立ち、私を見下ろしている。

　不穏な空気は彼が入ってきた瞬間から感じていた。

「抱きたい」

　ストレートに言われ、私は一瞬口ごもった。三実さんの顔を見られない。

「あの、今はちょっと」

「体調の問題か」

「いえ……でも、志信さんたちの問題が片付いてからにしませんか？」

　毎日モヤモヤを積み重ねた状態で、私の気持ちはあまりすっきりしたものじゃない。

　三実さんの行動で状況を変えることはできるはずなのに、まるで志信さんと過ごす日々を楽しんでいるように見えて……。

　いや、そんなことはない。被害妄想みたいなことを考えちゃ駄目だ。

　三実さんが布団に座る。手をつき、じり、と私に身体を近づける。腕が伸びてきて、反射的に私は手を後ろにつき、身を引いた。その行動が彼を傷つけると、頭ではわかっていながら。

「三実さん……」

「結婚してふた月。忍耐も修行も、そろそろ限界だ。幾子を俺のものにしたい」

　暗い室内に光る彼の双そう眸ぼう。燃えるような獣の瞳が私を捕らえる。逃がすまいという切迫した空気を感じる。

　怖い。だけど、今の私なら言えるはず。三実さんと距離を縮め、ゆっくり夫婦になろうとしてきた。この人は私の伴侶なのだ。

「今はまだ、応じたくありません」

　三実さんが、くっと自嘲的な笑いを漏らした。表情は酷薄に歪み、ぎらぎら燃える目が苦しげに細められる。

「婚約者に隠し子。やはり俺が嫌になったか？」

　私は必死に首を横に振った。そんなわけがない。

「まあそうか。最初から俺の片想いだ。わかっていたさ」

「三実さん」

「志信の言う通り、幾子は俺から解放されたがっているのか？」

　そんなわけないじゃない。どうしてそこで志信さんの名前が出てくるの？

　どうして彼女の暴論を引用できるの？

　私はあなたを夫として信頼しているのに。だから志信さんについて何も言わなかったのに。

　そんな言葉、聞きたくなかった。

　志信さんの言葉を信じて、私を疑うようなことを言うなんて。

　悲しみと怒り、ここ最近の不満が一気に噴出した。

　私は精いっぱい三実さんを睨にらみつけた。涙が目尻から、どっとこぼれた。

「そうかもしれませんね」

　瞬間、三実さんの手が私の腕を掴んだ。引き寄せられ、抱きしめられる。

「嫌っ！」

　私は身をすくめ、自然に背を丸める。身体を守ろうとするとこうなるのだと、こんなときに理解する。

　しかし、圧倒的な体格差で抱え上げられ、布団に押しつけられた。

「解放？　そんなことしない」

　三実さんが私を見下ろす。一匹の猛獣が私を食い殺そうと牙を剥いている。

「離してください！」

「離したら逃げるんだろう？」

　答える前に唇が降ってきた。強引にされたキスは苦しいほどで、必死に顔をそむけようとしてもうまくいかない。たっぷりと唇を蹂じゅう躙りんされても、私は拒否を続けた。

「三実さん、やめて！　やだ！」

　腕を振り回そうが、脚をばたつかせようが、三実さんの身体はびくともしない。舌がべろりと首筋から鎖骨を這う。浴衣の衿を大きくくつろげられ、冷房の風に触れた素肌が粟あわ立った。

「やめて！　三実さん！」

「……どうやったら、おまえに愛してもらえるんだ」

　苦しげな声が聞こえ、私は、はたと動きを止めた。

　私の鎖骨付近に顔をうずめた三実さんが、絞り出すように言う。

「やっと妻にしたのに。やっと俺のものになったのに。幾子が遠い。俺は幾子に愛されたい」

　愛されたい。重い響きの言葉だった。

　私は抵抗する腕を止めた。

　この人は夫。だけど、私は一度だって彼に〝愛〟を伝えたことがない。

　初恋すら知らずに、金剛家に嫁いだ。いきなり現れた理解不能で獣のような本性を持った夫に振り回され、それでも夫婦として距離を縮めようとしてきた。

　すれ違い、行き違い、お互いの想いをすり合わせ……私はうまくやっているつもりだった。

　だけど、うまくいってなんかいなかった。

　……いつの間に、三実さんをこんなに孤独にしていたの？

「俺を……俺を受け入れてくれ……幾子……」

　悲痛な哀願に、私の両目から再び涙がこぼれた。

　志信さんとこの人の関係に、ずっと苛立ってきた。私にも、もっと感情を見せてほしい。私だけを尊重してほしい。

　そんな嫉妬の気持ちを持っておいて、なぜ〝愛〟していないなどと思っていたのだろう。私は、ちゃんと彼を愛している。

　三実さんのことを、いつの間にか深く深く愛していた。

　こんな瞬間に気づくなんて。

「みつ、ざねさん」

　たどたどしく名前を呼んで、私は両腕で彼の頭を抱きしめた。

「幾子」

　彼が私の名を呼び、再び唇を重ねてきた。私は強引なキスを、薄く唇を開けて受け入れた。




　その晩、私は三実さんに抱かれた。

　激しく狂おしい時間だった。

　ありとあらゆる感覚を味わった気がするけれど、明け方に死んだように眠りに落ちると、もう何もかも夢の奥へ追いやられてしまった。私もものすごく混乱していたのだろう。

　早朝、私はひとり目覚めた。おそらく眠ってからさほど経っていない。

　横で三実さんが寝息をたてている。乱れた髪。浅黒い裸の肩。触れようとしてやめた。起こしてしまいたくない。

　布団に手をつき、身体を起こすと、奥底に鈍い痛みを感じた。

　全身、筋肉痛みたいにもなっている。立ち上がれるだろうか。

　よろよろと身体を引き上げ、下着だけ掻き集め、そっと寝室を出た。

　書斎のウォークインクローゼットから、ワンピースを一枚取り出す。それだけ身につけ、リビングに置いた小さなバッグを手にした。バッグの中身は財布と携帯だけ。

　髪も梳かさず、メイクもせず、私は早朝の金剛家を出た。










お迎えです




　車窓の景色は見慣れたビル群。もう少し走ればのどかな地域に入り、やがて海も見えるだろう。東とう海かい道どう新幹線の車内は空いていたものの、富ふ士じ山さんが見える山側の座席はビジネス客で埋まっていた。海側は日差しが強いので好まれないのだ。

　三人がけの一番窓側に座り、私はぼんやりと景色を眺めていた。新幹線のスピードで、景色は次から次へと変わっていく。

　三実さんに抱かれた。女として、妻として、抱かれた。結婚二ヵ月、遅すぎる初夜だった。

　後悔するのはただひとつ。私たちは愛を伝えずに抱き合ってしまった。

　怒りと悲しみで三実さんは強引な行動に出た。彼を追いつめたのは私。私が気持ちを伝えなかったから、彼を不安にさせてしまった。

　何しろ、私はあの瞬間まで、自分がどれほど夫である人に惹ひかれているか気づきもしなかったのだ。

　結果、三実さんは私を無理やり抱こうとし、私はそれを受け入れてしまった。

　本当は話し合うべきだった。彼を拒んだうえで、私の心からの気持ちを聞いてもらうべきだった。勢いと欲に任せて抱き合ってしまったのは失敗だ。順序がめちゃくちゃだ。

　あのまま彼の横で朝を迎えるのは耐えがたかった。初めての行為に羞恥心が湧いたのも確かだった。しかし、何よりも、まるで機嫌を取るみたいに身体を開いてしまった自分が嫌だった。

　受け入れてくれ、と言われ、受け入れたくなってしまった。私は、本当に心が弱い。自分がない。大事な大事な局面で折れてしまう。

　東京の祖父母のところへは行かなかった。イタリアの母のもとへ飛ぶ気もないので、パスポートも置いてきた。

　東京駅に向かうと迷わず特急券を買い、コンコースへ進んだ。

　逃げ場にするつもりはない。だけど、当座一番、現実的な一時避難場所はそこしかなかった。

　海が見えてきた。キラキラと光る波が綺麗だ。

　ヨットや船、サーファーの姿が豆粒みたいに見える。別世界みたいだ。私は重たくてだるい身体を、椅子に載せているだけで精いっぱい。目の前がくらくらしてきた。

　携帯のアラームを到着時刻近くに設定する。ブラインドを半分下ろし、窓枠に寄りかかって目を閉じた。

　エアコンが効きすぎて寒い。カーディガンを持ってこなかったことを後悔しながらも、強烈な眠気に抗えず、するすると眠りに落ちていった。

　新幹線は私を京都まで運んでくれるだろう。




　京都に到着すると、むわっとする湿度を感じた。

　盆地の夏は、ことさら暑い。東京の人たちが言う『湿度が高い』なんて、こちらの人間からしたら、さっぱりしたものだ。

　タクシーを使おうか迷って、歩くことにした。身体は相変わらずだるく、しんどいとはいえ、あと少しなのだ。

　京都市内にある戸建て住宅。一応、私の実家である甘野家。現在は父がひとりで住んでいるはず。チャイムをためらいなく押す。

『はい』

　お手伝いさんの声が聞こえる。

「幾子です」

　かつて八年間そうしてきたように、私は実家の玄関で、インターホンに向かって名乗った。

　すぐに玄関が開く。中からお手伝いの寒河江さんが飛び出してきた。大柄な身体をゆすり、門までとことこ駆けてくる。

「幾子お嬢さん？　どないしはったん、急に～！」

「ちょっと里帰り」

　すでに孫もいる六十代の寒河江さんは、ふくよかな身体で私を抱きしめた。

　すると寒河江さんの後ろで、玄関からスーツ姿の父が出てきた。おばけでも見たかのような表情をしている。時刻は午前八時半の出勤時刻だ。帰ってくるタイミングがイマイチだったと、今さら思った。

「幾子……おまえ……」

「ただ今、帰りました」

　寒河江さんの抱擁から抜け出し、私は父を見つめた。

　ひたすらに無表情に。対たい峙じするとき、私と父は、ずっとこんな距離だ。

　しかし、何か言いたげな父に対して、私の態度は『質疑は受けつけません』という表明に映るだろう。

　感情を表立って見せたことがないので、私の様子に父は驚いた様子だった。怒っているわけじゃない。何も追及してほしくないから虚勢を張っただけ。

　それ以上やり取りせず、父の横を通り過ぎる。

　玄関で靴を脱ぎ、重たい身体を引きずるように階段を上って、懐かしい自室に入った。部屋はあの日、出ていったときのままだ。正確には綺麗に掃除されてはいる。

　私のベッドなどはそのままだし、後から送ってもらおうと思っていたので、多くの私物が残っている。

「幾子お嬢さん、言ってくれはったら、お布団干しといたのに～」

　父を見送ってから追いかけてきた寒河江さんが、悔しそうに言う。

「寒河江さん、ありがと。充分よ」

　言いながら、私はベッドにうつ伏せに倒れ込んだ。それ以上、会話をするのが本当に苦しい。身体がくたくただ。

「嫌やあ、疲れてはる～。わかりました。とりあえず寝てもろうて。ね？」

　中学時代からお世話になっているお手伝いさんだ。私が多少の不作法をしても、子どものすることという目線で許してくれる。私は甘える気でここに来た。

「お昼ごはんのときに、お声かけますからね」

「はあい」

　ドアが閉まるか閉まらないかで意識は飛んでいた。私は再び泥のように眠った。




　次に目覚めたのは昼。

　自然に覚醒した私は、のろのろとシャワーを浴びに行った。

　身体中が痛かった。乱暴されたわけじゃない。だけど、全身がぴきぴき痛い。身体を繋ぐ行為はすごく疲れるものなのだと実感する。

　脱衣所でワンピースを脱いで、ぎょっとした。

　鎖骨から胸にかけて、赤い痕がいくつもついている。これは、いわゆるキスマークというやつじゃないの？

　余裕がなかったから、よく覚えていない。でも、あちこちに口づけられたのは覚えている。そのときだ。

　他に、どこにあるだろう。きょろきょろと鏡と自分の身体を見比べ、耳の下にも見つける。

　これは髪の毛で隠れそうだけれど、鎖骨あたりのものは、角度によってはワンピースからも見えてしまうに違いない。なんでこんな危ないところにつけたのだろう。

　キスマークの意味は、所有印だと聞いたことがある。三実さんは私を〝我が物〟と主張したいがために、こんなにたくさんの痕をつけたのだろうか。見えてしまってもいいという位置にまで。




　熱いシャワーを浴び、自室に戻った。まだ私の荷物がたくさん入ったクローゼットから、襟の詰まった半袖ワンピースを取り出し、着替えた。

　こちらの方が、キスマークが見えなくて安全だ。

　身綺麗にし、メイクはしない。そろそろお昼だろうかとダイニングに下りていくと、そこには諭がいた。

「お嬢さん、おかえり」

「え？　諭？　どうしたの？」

　現在、諭は甘屋デパートの近くに部屋を借りてひとり暮らし。この家にはたまに食事をしに来る程度だ。

「幾子お嬢さんが帰ってきはったって、寒河江さんから連絡もろた」

　諭は眉をひそめ、私を見据えている。非難しているわけじゃない。私の様子を窺って、切り出すタイミングを計っているように見えた。

「ほら、お昼にしよ。な？」

　三人分の昼食を寒河江さんが運んでくる。里芋のたくさん入ったお煮しめに、れんこんのきんぴら、漬物、焼き魚、ごはんとお吸い物。懐かしい甘野家の食卓に目を細めた。

「寒河江さんのきんぴら、大好き！　向こうに行っても、ずっと食べたいって思ってたの」

「ほんま？　嬉しいわぁ。たくさん食べて」

　私は諭の視線の横で手を合わせ、早速、鷹たかの爪の散ったきんぴらをたっぷりとごはんの上に載せた。

「社長がおひとりになったら、お食事を作る回数が減って寂しかったんですわ。志村さんも今、ご主人が調子悪いからお休みもろてるし」

「え。志村さん、そうなの？」

　もうひとりの年配のお手伝いさんの顔を思い浮かべながら言う。志村さんは寒河江さんと対照的に、線の細い女性だ。お裁縫が得意で、嫁入り修業時の和裁洋裁の基礎は志村さんから習ったのだ。

「みんな年やから。うちと志村さんかて交代制でしょう？　もう毎日は勤められへんよ。諭さんと幾子お嬢さんがいた頃は、ふたりともよお食べるし、洗濯物もぎょうさん出るからふたり体制やった。忙しかったなあ」

　懐かしい思い出話に、一瞬、数年前に戻ったような感覚になる。

　こうして寒河江さんや志村さん、諭と一緒に食事をした、この家での八年間。

　最初こそ不安と寂しさで周りを警戒し、毎日泣いていた私を家族として迎え入れ、心をほぐしてくれたのは、お手伝いさんのふたりと諭だった。

「幾子お嬢さん」

　諭が口を開く。

「旦那とうまくいってへんのか？」

　茶ちゃ碗わんと箸を置き、私は押し黙った。うまくいっているとか、いっていないとかの言葉で括くくれない。

「あの男に暴力振るわれとんのか」

「そういうんじゃない」

「じゃあ、なんで戻ってきたんや」

「里帰りしちゃ駄目なの？」

　諭の詰問口調に、つい苛立った返しになってしまう。

　言ってしまってから、はっとした。諭は私を心配して駆けつけてくれたのに。

　寒河江さんだってそうだ。突然帰ってきた私に何かあったと察して、諭に連絡をつけて、好物を作ってくれたのだ。

「ごめんなさい」

　私は諭に頭を下げてから、努めて冷静に言う。

「でも、諭だからなんでも話すわけじゃないの。何日かここにいたいだけ。自分で解決したいから」

「幾子お嬢さんが、ひとりで解決できることなんやな」

「うん」

　眉間に皺を寄せて、諭は不本意そうに答える。

「そういうことなら、しゃあない。言いたくなったら言え。〝お兄ちゃん〟は、おまえの味方や」

「……ありがとう」

　空気を変えるように、寒河江さんが立ち上がった。

「ほら、おまんじゅう食べよ。幾子お嬢さんが何日かいてくれたら、志村さんも一日くらい顔を出せるやろ。私も夕飯、腕を振るえるわ。いいことずくめやなあ」

「寒河江さん、ありがとう。ごめんね」

「お夕飯、リクエストしてな」

　私の我儘に付き合ってくれる人たちは、これほどたくさんいる。結局、私は甘やかされたお嬢さんなのかもしれない。志信さんのことを何も言えない。困ったら自分の味方のところへ逃げてしまうのだから。




　仕事の昼休みに抜けてきてくれた諭は、昼食を済ませると、すぐに戻っていった。

　私はというと、食後、再び強烈に眠くなってきた。身体が本調子じゃないのがよくわかる。すごくだるい。

　のろのろと自室に戻り、午後も時間の許す限り寝暮らすことにした。

　三実さんのことを考えた。携帯はバッグの中に入れっぱなしだ。ベッドから這い出し、一応チェックしてみる。

　ずらりと並んだ着信履歴は百件以上。想像通りだ。

　三実さんの溺愛は、執着だ。本人も言っていたけれど、恋しいあまりに偏執的になってしまうという。

　ストーカー気質とも言いきれない。とにかくオープンマインドに執着されている。三実さんの中で私の存在は、かなり根深く食い込んでいるのかもしれない。

　メッセージアプリには、意外なことに一件だけメッセージが入っていた。

【幾子、戻ってきてくれ】

　それを見た瞬間、胸がぎゅっと痛んだ。三実さんが私のことを探している。戻ってきてほしいと呼んでいる。

　だけど、今は帰りたくない。

　あんな形で肌を合わせてしまったことに混乱しているし、少なからず彼を憎く思う感情もある。

　ひどい。怒りと苛立ちに任せて強引に押し倒すなんて。

　ずるい。肝心なところで、すがるなんて。

　きちんと三実さんと合意のうえで、私は抱き合いたかった。初めての夜なのに。大事にしていたのに。

　何より、やっと気づいた気持ちを彼に伝えていない。それが一番悔やまれる。もっと早く気づけばよかった。そして言葉にすればよかった。

『あなたが好き』だって。

　そうすれば、三実さんはあんな強引なことはしなかっただろう。三実さんを孤独にしたのは私の罪だ。

「三実さん」

　胸が苦しい。

　しばらく会いたくないと思いながら、ものすごく会いたい。

　腕の中の温度、におい。圧倒的に征服され、翻弄されながら、私は確かに幸せを感じていた。

　ああ、人を好きになるってこういう気持ちなんだ。

　歯がゆくて、痛くて、切なくて。だけど、どうしようもなく幸福で。

　メッセージの返信はしなかった。早く東京に戻らなければと思いつつ、頭の整理はまだできていない。




　うつらうつらとしているうちに、玄関が開く音で目覚めた。

　明るいけれど、時計を見ればもう夕方と言っていい時間帯だ。階段を上る音に身体を起こすと、ドアを無遠慮に開けたのは父だった。

「幾子。おまえ、まだいたのか」

「里帰りだもの」

　無愛想に答え、私はベッドに座り直した。

「何も連絡せずに、里帰りということがあるか。おまえのことだ。飛び出してきたんだろう」

　飛び出してきたことは間違いないので、何も言えない。というより、父と何か話す気はなかった。言いつけ通り結婚したのだから、そこから先は関わらないでほしい。父に迷惑をかける気はない。

「何日かしたら戻るから放っておいて」

「金剛家になんと言えばいい」

「何も言わなくていいです」

　父が拳を握りしめるのが見えた。わなわなと唇が震える。

「おまえは本当に母親そっくりだな！　俺の立場を考えたことがあるのか！」

　激高した父が怒鳴った。今までの私なら黙り込み、うつむいて謝っていただろう。

　しかし、このときの私は違った。

「お父さんこそ、私の立場を考えたことはあるの!?」

　大声で怒鳴り返していた。立ち上がり、父をきつく睨みつけて。

　父と感情がぶつかり合うようなやり取りをしたことはない。いつも距離を持って、冷めた態度をお互いに貫いてきた。

　だから、私の怒りは父を怯ませたようだ。私はなおも続ける。

「お母さんに似てるから、私のことが気に食わないくせに。お母さんから引き離しておいて、用がなくなったらお嫁に出したんでしょう？　娘をなんだと思ってるのよ！　あんたの都合のいい道具じゃない！」

　言いだしたら止まらない。怒りに任せて怒鳴り続ける。

　目尻に涙が浮かんできた。悔しい。悲しい。今までの気持ちが全部めちゃくちゃに頭の中を回っている。

「諭の方が大事なんでしょう!?　好きな人との息子だもんね！　それなら、諭の立場だって公に認めなさいよ！　私のことも諭のことも、私たちの母親のことも全部全部、面倒事や外聞の悪いことは隠して、なかったことにして。虫がよすぎるのよ！」

　驚きょう愕がくの表情で父は固まった。私が諭との血縁関係を知っているとは思わなかったようだ。見る間に顔が青ざめる。

「私のことなんか必要ないくせに、こういうときだけ父親ぶらないで！」

　言いきって、私は肩で息をしていた。

　きっと怒鳴り返される。叩かれるかもしれない。今すぐ出ていけと追い出されたって、絶対に言うことなんか聞くもんか。

　しかし次の瞬間、睨みつけた先の父の目から、ぼろっと涙がこぼれた。

　え？　泣いてる!?

　私は動揺して、父の顔から目が離せなくなった。

「幾子を……大事じゃないなんて……必要ないなんて思ったことはない」

　ぽろぽろと子どものように涙をこぼしながら、父は言う。

「おまえと琴子に、ひどいことをしたと思っている。諭にも肩身の狭い思いをさせていると思う。すべては俺の勝手のせいだ。すまない。それでも、幾子をいらないと思ったことはない」

「お父さん……」

　そんなわけない。父は最初から私のことが嫌いだったんだ。母親に似ていて、母親のもとで育った私のことが。

　しかし、私は直接父に拒絶されたことは一度もないことに思い至った。

「金剛家からの縁談も最初は断った。せっかく手元に呼び寄せたのに、また遠くに嫁入りさせたくなかった」

　父は鼻をすすりながら言う。

「しかし、甘屋の後継ぎとして経営の表舞台に立たせるより、富豪の妻として何不自由なく暮らした方が幸せになれるかもしれないと思ったんだ。幾子には幸せになってほしい」

　そんな話、初めて聞いた。父はいつも私には話しかけもせず、口を開けば、私が与えられたことをこなしているかという確認だけだった。

「私は……お父さんに嫌われてると思ってた」

「可愛いひとり娘を嫌う父親が、どこにいる。本当は琴子にも渡したくなかった。だけど、琴子を傷つけていた俺には主張する権利がなかったんだ」

　気づけば、私の両目からも滝のように涙があふれていた。わだかまっていた気持ちが涙になって流れていく。

　話せばよかった。伝え合えばよかった。そうすれば、こんな誤解をし合わずに済んだ。家族だって、言葉にしなければ相手の気持ちはわからないというのに。

「幾子、すまなかった」

　父が頭を下げた。つま先と絨じゅう毯たんに涙がぽたぽたと染みを作るのが見えた。

「おまえが嫌なら、もう金剛には戻らなくていい」

　私を見つめ、はっきり言いきる。父がこんなにも私をまっすぐに見つめたことがあっただろうか。初めてのことだ。

「おまえが幸せになれない結婚なら、やめていい。諭と三人、またこの家で暮らそう。いびつかもしれないが、家族をやり直そう」

　その申し出は叶かなわない。でも、すごく嬉しかった。父の口からそんな言葉が出てくるなんて思わなかったから。

　私は東京に戻らなければならない。なぜなら、私の新しい家族が待っている。今もきっと私を探している。

　父に話そう。三実さんのこと。私は不幸で逃げ出してきたんじゃない。考えたくて家を出た、と。

　結果、思わぬ贈り物をもらった気分だ。今ならきっと素直に語れる。私の夫は、すごく私を愛しているんだって、父に教えてあげられる。

　私が口を開きかけたときだ。階下から物音が聞こえた。

　玄関のドアの音と、諭の声だ。

　いつの間に？　いや、きっと父と一緒に戻っていたんだ。

「あんたは帰れ！　幾子は返さへん」

　諭が怒鳴る。まさかと思う間もない。聞き馴染んだ声が聞こえてきた。

「頼みます、諭さん。幾子に会わせてほしい」

　三実さんだ。私を迎えに来たんだ。

　階下からは真剣なやり取りが聞こえてくる。

「幾子は何も言いません。でも実家を頼ってくるってことは大おお事ごとや。あの子を傷つけたんやろ」

「諭さん、幾子と話を。どうか」

「可愛い妹が不幸せになるのを、ニコニコ見守る兄貴がどこにおるんです？　絶対に渡さへん」

　三実さんは一歩も引かない様子で食い下がる。

「ほんの少しでいいんです。幾子と話をさせてください」

「あんた、ほんまにわからん人やなあ」

　どこまでも引かない三実さんと、声が気色ばむ諭に、背筋がひやっとした。喧嘩になってしまう。私は勢いよく階段を駆け下りた。父も後から下りてくる。

「幾子！」

「幾子、おまえは部屋に行っとれ！」

　三実さんと諭が同時に叫んだ。諭は兄の立場を強調したいのか、珍しく私を呼び捨てのままだ。

　すると、私を制して前に出たのは、父だった。

「三実くん、幾子と話はさせます。しかし、この子が帰りたくないと言うなら、私も兄の諭も返す気はない」

　毅き然ぜんとした言葉だった。父がこんな態度に出ると思わなかったので、少なからず驚いた。そっと視線を移す。三実さんが切羽詰まったような表情で私を見ていた。

「幾子……」

　いたたまれない気持ちで、私はそっと進み出た。うつむき加減になってしまうのは、面と向かって彼を見られないから。

　まだ全然、心の整理がついていない。こんなに早くお迎えに来られるとは思わなかった。

　そして、昨夜抱き合ったばかりだという事実に、勝手に頬が熱くなっていく。

　すると私の反応など待つことなく、三実さんが、ずさっと土間に膝をついた。私たち三人が驚く中、頭を下げ、玄関先で土下座をしたのだ。

「幾子、すまなかった！　俺を捨てないでくれ！」

　全員が仰天した。いきなり嫁の実家で土下座って……。

「三実さん、やめてください」

　慌てて土間に下り、私は垂れた彼の頭を持ち上げようと、肩に手をかける。

　三実さんが身体を起こし、私の手を握った。燃える野獣の瞳はそこにはない。不安げに揺れる子どものような目がある。

「幾子のいない人生なんて考えられない」

「三実さん」

「頼む、戻ってきてくれ。俺のそばにいてくれ」

　それは、なりふり構わぬ必死の懇願だった。妻の家族が間近にいるとか、カッコ悪いだとかは度外視だ。

　とにかく私を手放すまいという気持ちが、表情からも、握られた手からも伝わってくる。

　真剣な様子に気圧されながら、私もまた言葉を探す。父と諭が見ていることを、私の方は無視できない。

「怒っていません。ただ、どうしたらいいかわからなくなりました」

「本当にすまない」

「逃げ出してごめんなさい。考えたくて……。でも、迎えに来てくださるなんて」

　それは自然な成り行きだった。私は彼の頭を抱きかかえるように胸に引き寄せた。

「あなたと戻ります。ごめんなさい」

「幾子、幾子……！」

　私の腰に腕を回し、三実さんがきつく抱きしめてくる。抱擁が心地よくて、胸が苦しい。

「なんやもう。犬も食わんやつかいな」

　諭がため息をつき、後ろで父が目頭を拭っていた。安堵の涙だろうか。父がこんなに涙もろいと今日まで知らなかった。

　三実さんの安らいだため息が聞こえてくる。私はその頭と背を、いつまでも撫でていたい気持ちだった。




　こうして私の家出は、たった半日で終結してしまった。朝から晩までだもの。きっかり半日だ。

　せっかく作ったから、と寒河江さんが夕食を折詰にして、「ご主人と食べてくださいね」と持たせてくれた。中身は、飛竜頭がんもどきの煮物、白身魚と大根の砧きぬた巻まき、ちらし寿司。

　夏場だからと厳重に、保冷バッグにたくさんの保冷材と一緒に入れてくれた。おかげ様で結構重たい。

　父は涙を見せたことが恥ずかしかったようで、騒ぎの後は私とろくろく話しもせずに、自室にこもってしまった。

「じきに機嫌直すわ。ほっとき」と諭は笑っていた。

　今日、ここに帰ってきてよかった。父とこういう風に話す機会は、あのまま東京で過ごしていたら訪れなかっただろう。私たちは冷めきった父娘のまま、断絶していただろう。

　偶然だけど、父と本音で話せ、喧嘩ができてよかった。

　門まで見送りに出てきた諭は、腕を組んで言った。

「三実さん、次に幾子が逃げ帰ってきたときは、絶っっっ対に渡さへんからな」

　堂々とした勧告に、三実さんもまた威勢よく返す。

「わかりました。そのようなことがないよう、いっそう幾子を愛し抜くと誓いますよ！」

　私の戻る宣言が、よほど嬉しかったようで、意気揚々と答えるのだ。

　次に逃亡するときは責任重大だと、私が戦々恐々。諭と三実さんのバトルがないように気をつけなきゃ。




　ふたりで新幹線に乗った。日はまだ高い。東京に着く頃には夜だろう。

　座席に座っても、三実さんはずっと私の手を離さない。照れて、恥ずかしくて、うつむく。

「戻ってきてくれて嬉しい」

　ようやく三実さんが言葉を発する。私はおそるおそる彼を見上げる。

　気遣わしげな表情で、三実さんがこちらを見つめていた。こんな表情もするのだ、と新しい発見ばかりだ。

「そういえば、私が京都だと、すぐにわかったんですか？　探させてしまいましたか？」

　照れ隠しで話を逸らすと、三実さんは優しく微笑んだまま言う。

「幾子の持ち物のいくつかにＧＰＳが」

「恐ろしいことを、さらっとしないでください」

「駄目だったか。役に立ったんだが」

「そういうところがストーカー的なんです。反省してください」

　やましいことなんてないけれど、どこまで私を見張れば気が済むのかしら。

　呆あきれていると、三実さんが私の手を強く握り直して言う。

「昨夜は、強引なことをしてすまない。嫌だっただろう」

「いえ……嫌ではなくて」

　話がもとに戻り、私は狼狽して口ごもる。

「目覚めたら、幾子の姿がなくて慌てた。怖くなった。やっと幾子を手に入れて夢見心地だったのに、天国から地獄だと思った。幾子を手に入れたんじゃなくて奪ってしまったのだと、そのときに気づいたよ。本当にすまない」

　嫌じゃなかった。受け入れてくれと言われ、受け入れたくなった。だって、私は気づいてしまった。

　あの瞬間、すべてがわかった。私はこの人が好きなのだ。

「昨夜のことは、えっと、合意だと、思ってくださっていいので」

　はっきり言わなくちゃ。私もあなたが好きだと。抱き合えたことも嬉しかったと。

「未経験で、喧嘩の延長で、あんなことになってしまって……いたたまれなくて。でも三実さんと、そういうことをしたくないというわけでは……」

　駄目だ。なんで私は言い回しばかり考えて、ストレートに発言できないんだろう。『好き』という、たったひとことが出てこない。

　三実さんが微笑んだ。

「幾子、気遣ってくれてありがとう」

　気遣ったんじゃなくて！

　だけど、私には『好き』と言えない理由がなんとなくわかってきた。まだ私にも自信がないからなのだ。

　初恋だ。嫁いだ夫が初恋の人なので、恋という概念に触れたのも今が最初。胸に湧き起こる気持ちが本当に恋なのか、わからない。志信さんが現れて焦っているだけなのかもしれないと思うと、簡単に好きだと言えない。

　愛しているのは間違いない。この人を愛おしく思っている。

　だけど、家族愛に近い気もするし、言葉にしたら淡雪のように儚はかなく消えてしまいそうな気もする。

「幾子をこれ以上傷つけたくない。許してくれるなら、新たな気持ちでおまえと接していきたい。そのためにいろいろと考えていることがある」

　三実さんは三実さんで、決めたことがあるようだ。




　やがて新幹線は東京駅へ。タクシーに乗って金剛家に戻ることに。

　今日は仕事が休みの日だった。結果的に一日の家出で戻ってきたおかげで、麻生さん夫妻に迷惑をかけずに済んだ。

　そういえば、今日から信士くんは夏休みじゃないか。今日はほったらかして、かわいそうなことをした。昨日注文したビニールプールと水鉄砲は届いているだろうか。明日は仕事から帰ってすぐに、それを膨らませてあげよう。

　タクシーは金剛家に向かう。大通りを右折……じゃなくて左折？

　三実さんは、何か用事があるのだろうか。

　タクシーはすぐに停止した。大きなマンションの前だ。金剛家から五分くらい歩いた立地だけど。

「三実さん？」

「おいで、幾子」

　三実さんの後について、マンションに入る。セキュリティばっちりのハイソサエティなマンションの最上階に、その部屋はあった。

　彼が鍵を開けた時点で、なんとなくわかってしまった。

　部屋には真新しい家具。リビングのローテーブルには私の通勤バッグが置かれ、三実さんのスーツのジャケットがダイニングの椅子にかかっている。

　おそらく、奥の部屋には私の服が入った桐箪笥があり、クローゼットのどこかには私の服と荷物の段ボール箱があるだろう。

「三実さん……ここは」

「俺たちの新居だ！」

　胸を張って三実さんが言った。

「幾子、苦労をかけたな。今日からここで俺たちは新婚生活をやり直そう」

　呆気に取られて、私は三実さんを見つめ返す。

「引っ越したんですか？」

「幾子が実家に帰っている間にね」

　急転直下とはこのことだ。言葉が出ない。

　結婚二ヵ月。私と三実さんは、とうとうふたり暮らしをすることになるらしい。










お断りします




　くたびれた。そうとしか言えない。

　昨夜はマンションにたどり着き、寒河江さんが包んでくれた夕食を真新しいダイニングテーブルで食べた。

　ここが私たちの新居。わかるのはそれだけ。

　あとは家の簡単な説明を受けたら、すっかりくたびれてしまった。

『明日も会社だ。今日は休もう』

　寝室には巨大なダブルベッドが堂々と鎮座していた。なかなかの迫力のそれは、三実さんが狭くなく使えて、私との距離も充分に取れる。

　昨夜のことがまるで夢の出来事のよう。私と三実さんはそれぞれシャワーを浴び、ベッドの端と端で静かに休んだ。

　三実さんは、おやすみのキスはおろか、私に一切触れてくることはなかった。




　翌朝、朝の光を感じて目を開けると、目の前に三実さんがいた。カーテンからの薄い朝日を背負い、左肘を枕にして横向きになり、目を細め、私を見つめている。

「み、つざねさん……」

「おはよう、幾子」

「おはようございます」

「可愛い寝顔だ」

　そう言って、私の頬にかかる髪を指でどける。

　寝顔ならこの二ヵ月、何度も見られていると思うんだけれど、男女の仲になってからこうしてふたりで朝を迎えるのは初めてだと気づいた。

「やっとふたりきりだな」

　そうだ。ふたり暮らしなのだから、食事も家事雑事も、家族やお手伝いさんが介入してくることはない。

「もっと早くから、こうすればよかった」

「三実さん、金剛の家を出てよかったんですか？」

　志信さんの問題も片付いていない。そこで急に若夫婦が家を出てしまっていいものだろうか。お義父さんは、なんと思うだろう。

「そのあたりのことは、外で朝食でも食べながら話そう。何しろ、冷蔵庫はまだ空だ」

　明るく言われて、確かにそうだと思った。

　家具や家電は新しいものが揃い、食器やタオルなどの日用品は離れからいくらか運び込まれているようだ。食材はない。

「三実さん、このマンション、昨日すべて揃えたんですか？」

「まさか。さすがに俺も一日じゃ無理だ。幾子とあの家を出るのは、少し前から計画していた。志信の件が長引きそうだからな」

　志信さんの件があるなら、余計に家を出ちゃまずいんじゃないのかな。志信さんは信士くんを三実さんとの子だと主張して、あの家にいるんだから。




　ふたりで身支度を整え、家を出た。渡されたのはカードキーだ。金剛家は、ドアチャイムを押せばお手伝いさんのボタンひとつで門も玄関も開く。そのため鍵を持っていなかったのだ。

「エントランスも部屋も、これで入れる」

　セキュリティのしっかりした部屋を選んでくれたみたい。

　会社までは普段は電車だけど、今日は徒歩で行くことにした。金剛家からも銀座の会社は近い。新居はさらに近い。歩けば二十分程度で着くだろう。

　マンションの近くのカフェで朝食をとることにした。チェーン店ではない、モノトーンを基調としたインテリアのおしゃれなカフェ。

　クロワッサンのサンドイッチとカフェオレを、揃って注文する。金剛家が和食なので、パンの朝食は久しぶりだ。

「まずは幾子。長らく志信のことで煩わせて、すまない」

　三実さんが頭を下げるので、私は慌てた。煩わされるというより、勝手に嫉妬していただけなのだ。口に運びかけたクロワッサンを置いて言う。

「いえ。私はそれほど気にしていませんので！」

「いや、夫として、すまないことをした。窮屈な思いをさせたな。志信にも信士にもいい方法を取れるように、調整している最中だ。遠くない将来、彼らはあの家を出るだろう」

「でも、お義父さんがお客様としてお招きしている形なんですよね」

　だから志信さんは堂々と金剛家にいたのだ。お義父さんが離れの近くに客間を用意したり、夕食を一緒になどと提案したりしてきたのも、〝もてなせ〟という意味だったのだろう。

「幾子は本当に人がいい。あれは親父がおまえを試したんだ。本妻としての采配を見たがったのさ」

「え!?　そうなんですか」

　思わず大きな声が出て、自分の口元を押さえた。

　お義父さんのびっくりする提案は、私を嫁として試していたからなの？

「結果、おまえは闘わず、あのすさまじい志信と共存を選んだ。信士を手懐け、志信とも争わずうまくやっている。親父としては及第点だろう。しかし、俺はおまえのストレスを考えると、あのまま金剛家にいさせたくなかった」

「それで新居ですか」

「どのみち、落ち着いたら出るつもりだったんだ。今回の件で早まった」

　それにしても相変わらず、なんでもひとりでぱっぱと決めちゃう人だ。

　圧倒されてばかりもいられず、一応言ってみる。

「新居の件、ひとこと相談してほしかったです」

　はっ、と三実さんが瞳を見開く。驚いた顔になる。

「立地や家具に意見があったか!?　すまない！　先走ったようだ！」

「そういうことじゃなくて、志信さんのこととか……信士くんの将来とか……。何か考えていらっしゃるんでしょう？　そのあたりも丸々教えてくれないんですもの」

　私のぼそぼそとした答えに、一転、三実さんがふわっと表情を緩めた。

「幾子は本当に可愛い女だ。いい妻だ。志信のような激しい女と渡り合い、俺の隠し子かもしれない子どもを可愛がってくれる」

「隠し子じゃないって知ってますから」

「幾子に内緒事が多くてすまん。もう少しで全部片付くから、今しばらく説明に猶予をくれるか？」

「はい。……信士くんは何も悪くありません。彼に不利益が起こらないようにお願いしますね」

　口をとがらせて私が念を押すと、三実さんは明るい笑顔で答えた。

「またあの子ばかり心配して。嫉妬で狂いそうだ！」

「笑顔で嫉妬とか言われても困ります。相手は小学一年生ですよ？」

「関係ない。男である限り、幾子を奪われないよう警戒せねばならない」

　どこまでも底抜けに明るく言う彼の目は、しっかりぎらぎらと燃えていた。

　なんとなく私も気づいていた。あの晩、私を抱いた三実さんは、信士くんに嫉妬していた部分もあるのだ。

「そんなわけで、幾子！　今日からよろしく頼む！　家事全般、俺も手伝うが、どうしても幾子が主体になってしまうだろう」

　いきなり切り替えられて、私も居住まいを正す。

「はい。頑張ります！」

　もとより、家事全般を引き受ける専業主婦になるため嫁いできたのだ。ひと通り学んだことを活かせば、きっとできるはず。

「遅くなる日は必ず連絡する。夕飯は要不要を昼過ぎには言う。急な用事で食べられない場合は、翌日の朝食に出してくれ」

「はい」

「ワイシャツのアイロンなどは時間のあるときにまとめてでいいし、手が回らなければ、俺もできる。掃除もこだわりはないから、毎日ちりひとつなく、と気張らないでいい。布団を毎日干せとも言わない」

「はい」

　先生から生徒への指導みたいな物言いに、いちいちはっきり返事をする。ちょっと楽しくなってきた。

「ペットに関しては、当分やめておいてくれ。犬も猫も、その他の小動物も、嫌いではないが」

「アレルギーですか？」

「幾子を取られたくない」

　ちょっと寂しそうな顔で見つめられて、私の心臓はいきなりドクドクと早鐘を叩き始めた。

　たまに見せる、そういう顔はずるい。可愛くて思わずときめいてしまった。ドキドキする胸を押さえて、私は視線を逸らす。

「そんなこと言ってると、赤ちゃんが生まれたときに大変ですよ」

「そうだな！　今から覚悟せねば！」

　いつもの明るい笑顔に戻る三実さん。ああ、心臓に悪い。

「三実さん、おうちのことは頑張ります。でも、金剛家に顔を出してはいけませんか？」

　三実さんが訝いぶかしげな表情になる。せっかく金剛から離れたのに、と思っているのだろう。でも私にも事情がある。

「鶏舎のお手伝いは、私の大事な日課なんです。大きくなってきたひよこの成長を見たいですし」

　言葉を切って、三実さんの瞳を覗き込む。

「信士くんを日中、あの家に置き去りにしておきたくありません」

「幾子、おまえというやつは」

　信士くんへの嫉妬を隠さない三実さんに言うか迷ったものの、ここは呑み込んでもらわなければならない。

「午前中の塾が終わると、信士くんは志信さんが帰ってくるまで、知らない家にひとりきりです。おもちゃがあるわけでも、仲良しの友人がいるわけでもない。私、信士くんと遊ぶ約束をしているんです。一緒に鶏の世話をして絵日記を書こうと言いました。プールもきっと離れに届いています」

　珍しく多弁な私に、三実さんが瞳をすがめる。不満げではない。驚いているようだ。

「私は信士くんと遊びます。新居のことは万事うまくいくようにしますので、どうか許してください」

「この件は、俺が強く言っても聞かなそうだな」

　三実さんは嘆息して、それから、ふっと微笑んだ。

「嫉妬はしてしまうが、幼い少年に優しい幾子は、とても魅力的だ。いいさ、行っておいで」

「ありがとうございます！」

　よかった。これで信士くんに寂しい思いをさせることがなくなる。三実さんの温情に感謝だ。




　朝食を終え、歩いて会社に向かうと、ちょうど社員たちが出勤してくる時間だった。

　普段の三実さんはもう少し早くオフィスに到着しているはず。というより、私が一緒に出勤することがないので、今並んで会社の真ん前まで来てしまったことに焦りを覚えた。

　どうしよう。考えてみたら、私と三実さんが並んでいる光景って変だ。

「三実さん、私、ここで」

　離れて先に行こうと思ったら、二の腕をがしっと掴まれた。見上げれば、にっこり笑う三実さん。

「恥ずかしがる必要はない」

「いえ、というか……ここでは」

　そこに現れたのは、総務の若い男性社員……ええと、そうだ。小田さんだ。

「社長、おはようございます。……えっと、倉庫管理の幾子ちゃん……どうしたの？」

　まるで私が社長に捕まっているみたいな図に、小田さんが困惑気味に尋ねてくる。

　そうよね、変な図よね。

「おはよう、小田くん。紹介がまだだったね。俺の妻なんだ」

　小田さんが口だけ、『え』の形になって固まった。周囲には出勤してきた他の社員も数人。私のことを麻生夫妻の下で働いていると知っている人も多い。

「本人の希望で公にしていなかったんだが、改めて紹介しなければなあ」

「そうだったんですか……ご結婚されたとは伺っていましたが……お綺麗な奥様で……」

　突然の社長直々の報告に、小田さんは狼狽しまくった様子。これはほぼ牽けん制せいじゃないかしら。

「そうだろう。みんな、今さらだが、よろしく頼む」

　玄関先に集まっていた一部の社員に向けてそう言う三実さんは、とびきり爽やかな笑顔だった。社長自ら、こんな報告をするのも、この人なりのパフォーマンスなんだろう。社員と距離が近い経営トップを彼は演じている。

　私の前で無邪気に笑うようになったのだって、最近だものね。




　その日は一日中、社内のどこにいても視線を感じた。自意識過剰というわけじゃない。本当に露骨に視線を感じる……。

　金剛グループ本家三男で、当社社長の結婚はみんな知っていても、いつの間にか社長夫人が会社の隅っこで働いていたとは思わなかっただろう。知っていたのは、麻生夫妻と、三実さんの秘書さんくらいだ。

「幾子ちゃん、人気者になっちゃうねえ」

　麻生さんがのん気に言い、由美子さんに叱られていた。

「社長、本当は早く言いふらしたかったんだと思うわよ」

　そういうものなのかな。私みたいな子どもが妻で、三実さんは恥ずかしくないのだろうか。




　ようやく退勤の十六時半になると、私は早々に会社を出た。

　急いで帰宅し、炊飯器にお米だけセットして金剛家に向かう。

「幾ちゃん！」

　離れに入ると、奥から信士くんが飛び出してきた。抱きつき、私のお腹に顔をうずめてくる。

「いなくなっちゃって心配した」

　胸がじわっと熱くなる。私は信士くんの頭を撫でて謝った。

「ごめんね。私、別のおうちに引っ越したんだ。でも、信士くんとは遊べるからね」

「本当？」

「本当、本当。今日の宿題は終わってる？　プール膨らませちゃおう」

　今日は鶏舎に行くのはやめて、離れでプールの準備をすることにした。

　離れの縁側に面した小さな庭にプールを置ける。午後の時間から水を張っても水温が上がらないので、水遊びは明日の約束にする。

　水鉄砲を箱から出しつつ、信士くんは、ぽつりぽつりとここ二日の話をしてくれる。

「お母さん、イライラしてるみたい。三実おじさんと喧嘩してたし、ひとりになってもずっと怒ってた」

　まだ志信さんは折れていない。どうしても三実さんと復縁したいのだ。

　信士くんを彼の息子だと言い張るのは無理がある、と理解しているだろう。だから、かつての情に訴えて、三実さんを振り向かせようとしている。彼女の強い性質とプライドから、うまくいっているとは思えないけれど。

　ともかく、口説き落とす予定の三実さんと、身を引くよう諭す私が揃っていなくなっては困るはずだ。

「お母さん、僕を三実おじさんの子どもにしたいのかな。でも、三実おじさんは幾ちゃんと結婚してるんでしょう？」

「うーん、そうね」

「じゃあ、僕は幾ちゃんと三実おじさんの子どもになるの？」

　驚いた。そういう発想になるとは。

　でも、彼は幼いながらに必死に考えているのだ。志信さんが推し進めている考えが信士くんにはわからない。

　……もしもだ。

　経済的に志信さんが信士くんを育てられないとして、三実さんが幼馴染みへの情で、信士くんの育成を手伝いたいと考えたとき、彼が私たち夫妻の養子になる未来もゼロではないんじゃなかろうか。

「あのね、もし、そうなるとしたらどう？　その、私の子どもに、って……こと」

　信士くんは水鉄砲を床に置いた。まだ半分も空気が入っていないビニールプールに触れて、私を見上げる。

「幾ちゃんは大好き。でも、お母さんと離れたくない」

　そう言って、しくしく泣きだした信士くんに、私はいっぺんに後悔の虜とりこになった。

　ひどいことを言ってしまった。そんなこと、たとえ話でも聞いちゃいけなかった。

「ごめんね、信士くん。絶対ないよ。お母さんと離れないで、信士くんは安心して大人になれる」

　信士くんを抱きしめ、私はじっとりと汗を掻いた背を撫でる。目の前にいるのは庇護しなければいけない子ども。温かな体温を愛おしく思った。

　私にできることはたぶん多くなくて、肝心な部分は三実さんが考えてくれている。そして決断しなければならないのは、母親である志信さんだ。

　ここに来て、私は初めて志信さんに怒りに似た感情を覚えた。

　信士くんをこれほど不安にさせ、寂しくさせていることに気づかないなんて、ひどい。勉強させ、お金を稼ぐのは大事かもしれない。だけど、それを理由に信士くんから目を逸らすのは絶対に駄目。

　ああ、信士くんに私がしてあげられることって、なんて少ないんだろう。せめて私といるときは楽しく過ごしてほしい。

「明日は忙しいよ。鶏舎の掃除をして、プールで遊ぶよ。塾から急いで帰ってきてね」

「幾ちゃん、帰ってくるの何時？」

「明日はお休み！　だから準備しとくね！」




　ビニールプールにポンプで空気を入れるのは、体力勝負だった。なんとかかんとか膨らませ終わり、信士くんに離れは自由に使っていいと伝えて金剛家を出た。テレビがあるから、少しは暇が潰せるんじゃないかな。

　帰り道にスーパーに立ち寄る。近辺は都心部のど真ん中なので、夕食の材料を買える場所は少ない。

　本当のところ、自分で料理をするために買い物をするのは初めてだ。

　料理は和食と洋食の先生について習い、家では寒河江さんが補足で教えてくれた。食材を買いに行くときは寒河江さんが常に一緒だったんだもの。

　今日の夕食と明日の朝食は、昼休みに計画しておいた。携帯でメモを見ながら、小さなスーパーで買い物を済ませる。

　お肉やお魚なんかは、専門店かデパ地下で買った方がいいのかしら。今後の検討事項にしよう。




　両手いっぱいに荷物を抱え、マンションに帰宅すると、すでに十九時近くだ。三実さんは二十時過ぎには帰ると連絡が入っていた。

　今夜はさほど難しいことはしないように考えている。味噌汁を準備し、野菜を何種類かボイルしてサラダを作る。

　二十時近くになったら、焼き肉用の牛肉をフライパンで焼いた。

　そして二十時が過ぎ、三実さんが帰ってきたときには、食卓はほぼ整っていた。

「うまそうだ。幾子の手料理は初めてだな」

「手が込んでいなくて申し訳ないです」

「充分だ」

　メニューは焼き肉、温野菜、味噌汁とごはんだ。

　夏用のジャケットを部屋に置いてくると、手を洗い、三実さんが食卓に着く。

　初めて料理を食べてもらうということが、これほど緊張するとは思わなかった。向かい合わせに座りながら、三実さんの顔がまっすぐに見られない。

「いただきます」

　食事を三実さんが口元に運ぶのを盗み見る。

　すべてシンプルなメニューにした。味つけに気を使うようなものではない。だけど、味噌汁の塩気やごはんの硬さまで、彼の気に入る食卓になっているかが気になる。

「うん。うまい」

　三実さんが、ぱっと表情を明るくする。

「出汁をわざわざ取ったのか？　手間がかかっているな」

「お口に合いますか？」

「合うさ。幾子の作ったものなら大概食べられると思っていたが、上手で驚いた」

　お世辞じゃない。真心を込めて褒めてくれていると思うと嬉しかった。

「お肉のお味も濃くないですか？」

「ああ。味は」

「味以外は？」

　かぶりつきで尋ねてしまったせいか、三実さんが笑った。

「もう少し量が多くてもいいと思ったんだ。こう見えて、健けん啖たん家かで通っていてね」

「あ、少なかったんですね！　すみません！」

　実家ではよく諭と食卓を一緒にしていたとはいえ、量までは見ていなかった。考えてみたら、私と同じ量で足りるはずがない。

「具体的には、どのくらいがいいですか？」

「そうだな。ステーキに換算したら、一ポンドステーキが二枚くらいかな」

「……九百グラム……」

　愕然とする私に、三実さんが笑った。

「すまない、極端なことを言ったな！　毎日そんなに食べていては太るし、実際は今日の量の倍程度でいい」

「はい、すみません。ごはんでしたらありますので。海の苔りとか卵も」

「ありがとう。大丈夫だ」

　答えた三実さんが、ふっと優しく微笑んだ。

　なんだろうと覗き込むと、私に視線を移して言うのだ。

「いいな。新婚という感じだ」

　端正な顔立ちが、柔らかく優しく緩み、頬がわずかに赤くなっている。

　幸せ。言葉にするならそんな雰囲気が漂ってくる。

　ぶわっと顔が熱くなるのを感じた。

　駄目だ。三実さんがカッコよすぎる。この恋に自信がないなんて、よく言えたものだ。三実さんの言葉にも、行動にも、表情の変化にも惹きつけられて、ドキドキしている私がいる。

　私、三実さんに恋をしている。彼が幸せなら私も幸せになれるのだ。




　食事を終え、お茶を飲み、片付けをしている間に三実さんにお風呂に入ってもらう。その後に私もシャワーを浴びた。

　ずっと胸が高鳴っている。

　一昨日の晩、初めて身体を繋いだ。無我夢中でわけがわからなかったけれど、今も私の鎖骨から胸にかけて赤い痕が散っている。愛し合った証あかしだ。

　今日、そういうことになってもおかしいことはない。三実さんが求めてきたら私は受け入れる覚悟はできている。

　痛かったのは覚えている。しかし、二回目以降はそうでもないと聞いたことがある。一昨日だって最初が一番痛くて、その後はよく覚えていない。

　大丈夫。絶対、うまくいく。

　だって、三実さんの温かな肌に直接触れると思っただけで、もう苦しいくらいにときめいているんだから。

　シャワーを浴び終え、浴衣に着替えて寝室に入った。全身が心臓になったみたい。

　冷房の効いた室内。ベッドに腰かけ、三実さんは雑誌を読んでいた。意外にも科学雑誌だ。趣味なのかもしれない。

　きっと、この人には私の知らない部分がたくさんある。それをゆっくり知っていきたい。

「三実さん」

「幾子、こっちにおいで」

　私は三実さんの横に腰かける。ベッドが大きくて落ち着かない。

　見上げると、三実さんの燃えるような瞳とぶつかる。

　獣のような彼の本性を怖いと思ってきた。だけど、一昨日の晩、強引に身体を開かれながら私が感じたのは、彼への愛情。それだけだった。

　三実さんが望んでくれるなら、正式に彼のものになりたい。

「ここ」

　浴衣から覗いた私の鎖骨付近を、三実さんが指で触れる。

「痕をつけてしまって、すまない」

「いえ」

　嬉しかった。三実さんのものになったみたいで。

　そんなことは、恥ずかしくて言えない。

「優しくすべきところで、できなかった。おまえよりひと回りも年上なのに、自制が利かず恥ずかしく思っているよ」

「嫌だとは思いませんでした」

「優しいな。おまえが拒否していたのに、強引に事を進めてすまなかった。そこでだ」

　三実さんは言葉を切って、私から一歩、距離を取った。

「俺は修行をやり直そうと思う。幾子が完全に俺に惚れてくれるまで、性的な意味合いでおまえに触れることは慎もう」

「え？　ええ？」

「優しい幾子は、我慢の利かなかった俺を許してくれた。しかし、このままなし崩しにおまえを我が物にし続けていいのか？　まだ幾子は俺を愛しているわけじゃないのだから」

　笑顔でハキハキ喋る三実さんは、すでに決意に満ちている。呆気に取られ、挟む言葉を探している私をよそに爽やかに誓うのだ。

「幾子が心から俺を受け入れたくなるまで、俺は相応しい距離で、よき夫になれるよう尽くそう」

　……どうしよう。私の旦那様は、やっぱり変人で、考え方が予想の斜め上で、私が口を挟む余地のない人なんだけど……。

　ここで、私が『あなたを愛しています。気づいたんです。抱いてください！』と言えば、三実さんは『そうだったのか！　幾子！　俺たちは相思相愛だ！』なんて叫んで、私を抱き寄せてくれるだろう。想像がつく。絶対にそう。

　だけど、そんなことを軽々しく言える私じゃないのよ。三実さんに愛していると伝えたい一方で、恥ずかしくて自分からそんなことを口に出せない私がいる。

　早く伝えてあげなきゃ、また彼を孤独にする。

　それに、私だって三実さんに触れてほしい。抱かれたいという生々しい欲求より、手を繋ぎたいとか、抱きしめられたいとか、そういう子どもみたいな気持ちだけど、『触れない』と言われたら悲しい。

「さあ、幾子。一緒に寝よう」

「は、はい」

　三実さんの笑顔に、私は引きつった情けない笑顔を返し、彼の隣に横たわった。タオルケットを首まで引き上げ、隣にちらんと視線を送る。三実さんの背中が見えた。

　ああ、こっちを見てくれない。虚むなしいような寂しいような気持ちで、室内のライトを消した。




「新しいマンションかあ。若奥様、幸せじゃねえか」

　鶏舎を掃く私に、植松さんが言う。その手には籠いっぱいの産みたて卵がある。

　今日はお休みなので、植松さんのところへ手伝いに来ている。もう少しすると信士くんが帰ってくるだろう。

「幸せだとは思いますが……」

　でも、『触れない』宣言をされちゃったんです、とは言えない。

　今朝は三実さんに朝食を作り、お仕事へ見送った。三実さんは至って元気で、普通で爽やかで……。お門違いでも、そんな彼を小憎らしくすら思ってしまう。

　植松さんが会話の方向を変える。

「信士くんか。あの子は今朝も挨拶に来てくれたよ。素直ないい子だなあ。だけど、あの母子がいたら、若奥様の気が休まらないだろ」

「私はいいんですけれど、信士くんに早く安心できる環境を整えてあげたいとは思います」

「あの子の母親がねえ」

　眉をひそめて植松さんが言う。長く勤めている植松さんも、志信さんの起こしたいざこざは、よくわかっているのだろう。

「そうそう。もうじき、旦那様の誕生会だろう」

　また植松さんが話を変えるので、私は合わせて頷いた。

「そうなんです。一久さんのご一家、次郎さんのご一家も全員集まるそうですよ」

　お義父さんのお誕生会は、金剛家では毎年恒例の行事だそうだ。子どもと孫が勢揃いということで、私と三実さんも当然、出席だ。

「あの親子も出席するって言ってたぞ」

　そうなんだ。大方、お義父さんが招いたのだろう。志信さんは三実さんとの復縁を本気で望んでいるのだから、喜んで出席するはずだ。お義兄さんふたりとご家族は、私たちの状況をどう見るだろう。

　いや、そんなことを考えるのはやめよう。

「私は気にしません。三実さんの妻は私ですから」

「お、強いね。若奥様、だいぶ雰囲気が出てきたじゃねえか。ここに来たときは、おとなしいお嬢さんって感じだったのに」

「へへ。そうですか？」

　それはちょっと嬉しい変化かもしれない。ここ二ヵ月ちょっと、新しい環境で、今までにない困難をこなしていくうちに、少しは私の心も変わってきたのだろうか。

　それなら、早く三実さんに気持ちを伝えなきゃなあ。

「幾ちゃーん」

　遠くから声が聞こえてくる。鶏舎から出てみれば、信士くんが駆けてくるところだった。




　昼食を食べ、信士くんと約束通り水遊びをした。

　水着がないので、びしょびしょになってもいいようなショートパンツとＴシャツ。これならキスマークも見えない。替えの服と下着もすべて持ってきた。

　信士くんは張りきって学校の水着だ。

　大きなビニールプールは、膨らませるのこそ大変だったけれど、かなり遊べる。これは買って大正解。

　私たちは水鉄砲でお互いを攻撃し合い、狭い庭の芝生とプールを駆けずり回った。

「幾ちゃん、覚悟しろ！」

「何を～！　生意気な～！」

　エキサイトしてくるので、ふたりとも叫んでいる。すごく楽しい。弟がいたら、こんな感じなのかしら。

「ちょっと、あなたたち」

　冷たい声が聞こえてきて、私と信士くんは動きを止めた。

　見れば、縁側には志信さんが立っている。呆れ果てたような冷えた眼差しで私たちを見ている。

「はしゃぎすぎじゃないの？　お外まで声が聞こえてるわ」

「すみません。楽しくて」

　謝ったものの、私はさほど悪いとは思っていなかった。

「信士、塾の予習復習は？」

「終わったよ」

　ぼそぼそと信士くんは答える。楽しい遊びを妨害されたうえ、叱られると思っているのだ。

「志信さん、早いですね」

「今日は早上がりだったのよ」

「じゃあ、もう職場に戻らなくていいんですね」

　確認してから、私は笑顔になって言った。

「志信さんも水遊びしましょう」

「はあ!?」

　顔をしかめ、志信さんが最高に嫌そうな声をあげた。私はめげずに誘う。

「せっかく広いプールを買ったんです。ふたりきりはもったいないので」

「そんなのは、あなたの勝手で買ったものでしょう。私は嫌よ。巻き込まないでちょうだい」

「水着はいりませんよ。私もこんな格好だし」

「嫌だって言ってるでしょう!?」

　かなり苛立った声で怒鳴りつけられ、私はあえて、訝しげな顔をしてみせた。

「もしかして、志信さん」

「何よ」

「脚を出すのが恥ずかしいんですか？」

　志信さんが、めちゃくちゃ怒った顔をしている。ざわざわと怒りのオーラが見えるようだ。私はケロッとした顔のまま続ける。

「実は着やせするタイプだから、生脚の脚線美に自信がないとか、ハタチの私と並びたくないとか、そういう〝あれ〟ですか？」

「あなた、喧嘩売ってるの？」

「喧嘩は売ってません。三人で遊ぼうって言ってます。信士くんの夏休みの思い出作りです。絵日記を書くんです！　学校で絵日記は貼り出されるそうですよ！」

　まくしたてる私をねめつけ、志信さんがしばし黙る。きっといろいろ考えている。

　だけど、信士くんの学校生活を志信さんは優先するはず。

「……ちょっと待ってなさい。着替えてくるわ」

　憎々しげに呟き、離れの縁側から去る志信さんを見送り、私と信士くんはそっとガッツポーズをした。




　私たちは日暮れまで遊んだ。

　最初こそふて腐れていた志信さんも、途中から本気で私と信士くんと水遊びに興じてくれた。

　想像はついていた。もともと勝負事が好きな人なのだ。そしてムキになるタイプだ。

　何が嬉しかったって、信士くんがずっとずっと笑っていたことだ。きゃあきゃあ悲鳴をあげ、歓喜の叫びをあげ、大はしゃぎだった。

　志信さんに抱きついてふたりでプールに転がったときは、志信さんも信士くんも笑っていた。私も笑った。

　ああ、楽しいな。信士くんと志信さんも楽しいと思ってくれたら嬉しい。




　私たちが時間の経過に気づいたのは、お手伝いの曽根崎さんが夕食を知らせに来たことで、私は大慌てで自宅マンションに帰ることとなった。

　時刻は十九時過ぎ。大変だ。まだ薄明るいから時間の感覚がかなりズレていた。

「もう！　これを羽織っていきなさい。近いんでしょう？」

　着替える時間も惜しい私に、志信さんが自分のパーカーを放ってくれる。

「ありがとうございます！　お借りします！」

「こっちの片付けはいいから、早く帰んなさいよ！」

　志信さんに頭を下げ、信士くんに手を振り、私は金剛家を後にした。

　サンダルにびしょ濡れのショートパンツとＴシャツ。上から大きめのパーカーを羽織っただけで都心を駆け抜ける私は、いささか変な女に見えただろう。格好が海の家状態だもの。でも、そんなことに構っている暇はない。

　三実さんは何時に帰ってくるだろう。夕食は食べると連絡があった。昨日買っておいた干物を焼いて、あとは煮物を作る予定だったけれど、時間がないから変更だ。

　エントランスに飛び込み、カードキーでロックを外し、最上階へ。

　部屋の前に人影を見つけ、それが三実さんだと気づき、愕然とした。

　私の方が、帰宅が遅いなんて大失態だ。お米も炊いていないのに。

「三実さん！」

　声をかけると、今まさに鍵を開けたところの三実さんが、私を見つめて固まった。ぴしっと動かない。

「すみません！　遅くなりました！」

「志信と信士といたのか？」

「はい。水遊びに夢中になってしまいました。びしょ濡れで、志信さんにパーカーを貸してもらって帰ってきました」

　苦笑いしつつ、着替えも持っていったんですけどねえ、とバッグを持ち上げてみせる。三実さんはバッグを見ていない。炎のように燃える瞳が私を捕らえている。

　名前を呼ぶ暇もなかった。三実さんに腕を掴まれ、玄関に押し込まれる。閉まった玄関ドアに押しつけられるように唇を奪われた。

「んっ！」

　脚と脚の間に、三実さんの膝が割って入る。びしょ濡れの身体をきつく抱きしめる三実さん。キスで息が止まってしまいそう。

「……っ、苦しいです」

　ようやくキスから解放され、肩で息をつく私。三実さんは首筋に顔をうずめているから、表情は見えない。しかし、彼も荒い息を必死に整えようとしているみたいだ。

「三実さん……？」

「濡れて服が透けた幾子、アップにした髪からしたたる水……煽あおらないでくれ……」

　心外だ。断じて煽っているつもりはない。

「志信、今回ばかりはグッジョブだ。濡れた肌を衆人から隠すことができたし、さらには大きめなパーカーが、また煽せん情じょう的てきな役割を……」

「よくわかりませんが、ツボに入ったんでしょうか」

「ああ、すまない。触れないと誓ったばかりなのに早速破ってしまった。ふがいない」

　腰をぎゅうぎゅう抱きしめながら、三実さんはふうふう荒い吐息を漏らしている。

　水遊び後の姿が、思いのほか三実さんの性癖に刺さったのはわかった。そして彼が我慢しようとしてくれていることも。

　さらに私は、そんな今の状況がものすごく嬉しい。

　三実さんが私を欲しいと思ってくれているんだもの。

「三実さん、ごはん作らなきゃです」

「わかってる。あと一分だけ」

　一分でいいのだろうか。このままベッドに連れ去ってくれてもいい、と私は思っているのに。

　言いたいことは恥ずかしくて言葉にできない。

「三実さん」

「愛おしい。今すぐめちゃくちゃに抱いてしまいたい」

　私もあなたのことをめちゃくちゃにしてしまいたい。私のために耐えてくれている三実さんを誘惑してしまいたい。

〝好き〟とは伝えずに、愛欲に負けてしまう彼が見たい。そんな意地悪で、ぞくぞくするような感情は初めてだ。ものすごく愛おしい。〝愛おしい〟が強すぎると、こんな気持ちになるの？

　何かで読んだことがある。〝キュートアグレッション〟という言葉がある。愛おしくて、可愛くて、傷つけてしまいたい気持ちになるのだそうだ。それは心の防衛本能らしい。

　ずっと三実さんはそんな気持ちだったのかしら。今ならよくわかる。

　三実さんが愛おしくて、一途な想いがいじらしくて、ちょっとだけ意地悪してしまいたい。

「ごはんを作るので、ここまでです」

　自分の矛盾しながらもしっくりくる感情に気づく。私、ものすごくこの人に夢中なんだ。

　そろりと離れながら、身体の奥に本性を隠す愛おしい獣の頬を撫で、私はとびきり優しく微笑んだ。

「もう少し、待っててくださいね」

「ああ。待ってるよ」

　熱を孕はらんだ三実さんの瞳を心地よく感じながら、サンダルを脱いだ。




　お義父さんのお誕生会の日がやってきた。金剛家の大事な行事だ。

　お義兄さんふたりのご家族は全員集まるそうで、もちろん私と三実さん夫婦も参加。そして、なぜか志信さん親子も参加。

　お義父さんは私を試したいらしい。金剛家の嫁として、相応しい差配ができるか。

　気張るつもりはないけれど、私は私で譲れないものがある。それを守るだけだ。

「今日はよく集まってくれた」

　広間に集まった家族に、お義父さんは上機嫌だ。欲しいものはないというお義父さんにプレゼントは渡さない決まりだ。息子たちがお祝いの言葉を述べ、あとは大宴会になる。

　といっても、志信さんも気詰まりだろう。信士くんもずっとここでは退屈に違いない。年若い金剛の親族たちから無遠慮な視線を投げられるのも、嫌だろう。落ち着いたらふたりを連れ出すのもいいかもしれない。

　私は三実さんと並んでお義父さんにお祝いを言い、義あ兄に嫁さんのおふたりと少しお話をした。ふたりとも私より二十歳以上は年上なので、話に交ぜてもらったという感じだった。

　お義兄さんたちと三実さんはお義父さんを囲み、お酒を楽しんでいる。

　食事も済み、お酒がメインになってくると、未成年の子たちは退屈なのか、席を外したり戻ってきたりになる。完全に退室するのはよくないようだ。

　そっと志信さんたちに近寄り、私は声をかけた。

「信士くんも退屈でしょう。少し外の空気を吸ってきませんか」

「いいわ」

　持て余していたのは志信さんも同じようで、箸置きで遊んでいた信士くんを促し、立ち上がる。

　広間を出て、長い廊下を歩いた。いくつもの庭がある。ここから見えるのは、枯山水だ。

「幾子さん、話があるの」

　ふと、志信さんが切り出した。信士くんのいる前で話す内容だろうか。迷ったものの、下手に隠しても信士くんが気を使うだろう。

「なんでしょう」

「三実と別れて。信士のために」

　はっきりと言われた。冗談めかしてもいないし、本気の願いなのだろう。

「信士は三実の子です。彼がなんと言ったか知らないけれど、私たちが婚約していたのは間違いないこと。信士には父親が必要なのよ」

　まだそう主張するのかと思いながら、無下にはねつけるのは信士くんを傷つける。今だって、不安げに私と志信さんを見つめている。

「信士を可愛がってくれて、ありがとう。この子のために身を引いてほしいの。三実はあなたにとっては随分年の離れた夫でしょう。無理して愛する必要はないわ。金剛から解放されれば、あなたはまだ自分の道を好きに選べる年齢なのよ」

「志信さんは、自分の道を選べない年齢なんですか？」

　私は問い返した。

　咄嗟というわけではなかった。彼女と闘うつもりでもなかった。ただ、私は目の前にいる女性と決定的に対峙すべきときが今だとわかった。

「何を……？」

「道を選んだり、選び直したりするのに年齢は関係ないと思っただけです。私はすでに自分の道を選んでいます」

　深く息を吸い込み、告げる。

「離婚はお断りします。三実さん本人に言われたのならまだしも、志信さんに言われて離婚はできません」

「信士から父親を奪う気？　この子には父親が必要なのよ」

　眦まなじりを決して、彼女を見つめた。

「私にも三実さんが必要です。私の人生に三実さんがいないのは困ります。世界でただひとり、私が恋した人なので」

　言葉にすると胸に勇気が湧いてくる。私は三実さんが好き。

　初恋で、始まったばかりだから自信もない。

　だけど、三実さんが好き。一生一緒にいたいし、隣を誰かに譲る気もない。

　三実さんの妻の座は私が守るべきもので、私が選んだ道だ。

　ふと、後ろで「くっ」という呻きが聞こえ、振り向く。そこには胸を押さえた三実さんがいるではないか。

「三実さん!?」

　どうやら今の言葉は聞こえていたらしい。三実さんは見たこともないくらい頬を赤くして、照れた顔を必死に律しようと、眉間に皺を寄せている。私の言葉が嬉しかったのは間違いない。

「幾子、ありがとう。志信、いくつか話がある。信士も聞いてほしい」

　まだ赤い頬のまま三実さんが進み出てくる。

「信士は俺の子ではない。正式に鑑定させてもらった」

　書類を志信さんの手に渡す。愕然とした表情をする志信さん。

　彼女だって、押し通せないとはわかっていたはずだろう。それでも、ごまかしようのないものを突きつけられ、凍りついている。

「信士の父親も探し出したぞ。今、名な古ご屋やにいる。信士が二歳のときに、志信が連れて消えてしまったから、彼もおまえたち親子を探していたそうだ」

　三実さんは、信士くんの父親を捜索していたのか。時間がかかると言っていた理由は、おそらくこれだ。

「志信の現況を話したら、養育費を送りたいと言っている。代わりに信士に会わせてほしいと」

「嘘よ。あいつにそんな金があるはず……」

「元夫が金銭的に頼れないと思ったから、俺のところに来たんだろう。当時は違っただろうが、彼は今、市内で飲食店を経営しているそうだ。少しだが貯金もあるから、息子のこれからを応援したいと言っている」

　志信さんは押し黙った。

　信士くんの父親は、彼女にとって頼れる存在ではなかったのだろう。だから彼女は三実さんを頼ってやってきた。どこまで関係がこじれてもやっぱり幼馴染み。志信さんは助けてほしかったのだ。

「それともうひとつ。これが一番大きな成果で、褒めてほしいくらいなんだが」

　改まって三実さんが告げる。

「志信のご両親と話をつけてきた。俺と親父で」

「え、父たちと？」

　志信さんが困惑した顔になる。

「一度は志信をはねつけたものの、ご両親は心配していたそうだ。可愛い孫にも会いたい、志信と信士を家に受け入れたいと言っている。威張ってみたが、実は俺と親父が口添えするまでもなかったよ。早く会いに行ってやってほしい」

　もう一度、志信さんはしばし黙った。

　プライドの高い彼女に、ここまで生活のお膳立てをしてしまうのは逆効果だっただろうか。でも、最善の道を三実さんは探してくれたのだと思う。

「お母さん」

　信士くんが志信さんの手をぎゅっと握った。

「僕はお母さんといたい。でも、お父さんにも、おじいちゃんおばあちゃんにも会ってみたい」

「信士」

「これからずっと、お母さんが大変なときは僕が守るから。絶対絶対、お母さんを守るから」

　志信さんの腰に腕を回して、ぎゅうっとしがみつく信士くん。志信さんの瞳から涙がこぼれた。気が強い彼女の初めての涙だった。

「志信、婚約していた時代は、本当にすまなかった。あの頃の俺は人を好きになるというものがわからなかった。おまえに対して失礼な態度しか取ってこなかったように思う」

　三実さんが真摯な言葉を伝える。私は傍らに寄り添った。

「今は俺にも大事な存在がいる。人を愛するということを、毎日勉強しているようなものだ。俺に言えた義理ではないが、信士とふたり、幸せになってほしい。それを望む存在はおまえの周りに多くいる」

　目元を拭い、志信さんが私と三実さんを見つめた。

「騒がせて、申し訳なかったわね。もう新婚夫婦の邪魔はしないわ。これから信士と、両親に会いに行ってくる」

　志信さんなりのお詫びだった。信士くんが私のところに駆け寄って、熱心に見上げてきた。

「幾ちゃん、たくさん遊んでくれてありがとう」

「またきっと遊べるよ。夏休み中にプールしよう」

「うん！」




　広間に戻ると、志信さんと信士くんはお義父さんに挨拶をし、場を辞していった。ご両親に会いに行くのだ。おそらくはご実家に入ることになるだろう。

　お義父さんの誕生会は、ほどなくして散会となり、私と三実さんは歩いてマンションに戻った。時刻はすでに午後の遅い時刻だ。

「志信さんと信士くん、ご実家に落ち着けそうで、よかったですね」

「あいつの性格だから、ご両親とは何度もバトルするだろうけどな」

「なんとなくわかります。私と母も同じような状況だったので」

　それでも家族は回る。信士くんの存在が家族をまとめてくれる。

　きっと信士くんは本当のお父さんにも会えるし、志信さんともずっと一緒にいられる。一番いい解決策だったように思う。

「信士くん、学校は変わらずに済むんですかね」

「あいつの実家は千葉だが、アクセスがいいから、都内に通えるだろうな」

「よかった。信士くんと遊べる」

　お茶を淹れようと、私はキッチンに向かう。その手を三実さんが掴んだ。

　振り向けば三実さんが私を捕らえていた。

　あの獣の瞳が見える。燃える情欲が見える。

「幾子……さっきの話だが」

「あなたが好きです」

　尋ねられる前に答えた。ずっと言えなかったことを。

「三実さんが好き。愛しています」

　私を見つめる瞳が苦しげに歪む。三実さんが荒々しく私を抱き寄せてきた。

「幾子……！　本当か？　俺を愛してくれるのか？」

「はい。ずっと惹かれていました。最初に抱かれたときには、もうあなたが好きでした。言えなくてごめんなさい」

「夢みたいだ。俺でいいか？　俺といてくれるか？」

「はい！」

　背中に腕を回して、私はしがみつく。

「変わり者のあなたが好きです。猛獣みたいな瞳も、無邪気に笑う顔も、全部全部、好き」

　横抱きに三実さんが私を抱え上げた。寝室に運ばれ、大きなベッドに下ろされる。

　覆いかぶさってくる三実さんは、すでに息が荒く、今にも私に食いつきそうだ。恐怖は感じない。愛おしさで胸がいっぱい。

　手を伸ばし、私は彼の頬に触れた。

「抱いてください。あなたのものになりたい」

　私たちは唇を重ねた。最初から余裕なく舌が滑り込んでくる。

　三実さんの手が私のブラウスの前を開ける。はだけた首筋に食らいつかれ、短く悲鳴をあげた。

「すまない。優しくしてやりたいんだが」

　汗ばみ、行為に夢中な顔を見上げると、ぞくぞくするほど嬉しかった。この人は私が欲しいのだ。

「いいんです。三実さんの好きにして」

「可愛いことを言うと、本当に好きにしてしまうぞ」

　野生的に微笑む彼の顔を強引に引き寄せ、自らキスをした。三実さんは驚いている。

「私も好きにするから」

「幾子」

　唇を重ね合い、互いの服を乱し、私たちは抱き合う。

　気持ちが通じて初めての行為だ。

　溺れるように私たちは身体を重ねた。










お慕いしています




　目覚めると鼻の先が、つんと冷たかった。

　寒い。布団から出た裸の肩が冷えていて、私は身震いした。十一月、初冬の朝はきりりと寒い。

　朝食を作らなければ。私はもぞもぞと上半身を起こす。隣で眠る夫を起こさないようにしたつもりだけれど、がしっと左手首を掴まれてしまった。

「三実さん、起こしちゃいましたか？」

「おはよう、幾子」

　挨拶するなり、私を布団の中に引っ張り込む。裸の胸に抱き寄せられ、私は慌てた。

「三実さん！」

「もう少しこうしていよう」

「朝ごはんを作りますので！」

　断って布団から脱出しようとすると、なおもきつく抱きしめられ、果たせない。

「幾子は毎日、出汁を取って味噌汁を作ってくれる。米に焼き鮭ざけ、おしんこ。綺麗な朝食を整えてくれる。でも、俺はもう少し手抜きでもいい。その分、幾子とベッドでゆっくりできるなら」

　嬉しい言葉に、胸も心も温かくなる。いつもいつも三実さんは私を甘やかす言葉をくれる。

「ありがとうございます。でも、今日のところはお米を炊いちゃったので」

「幾子、土曜くらいのんびりしよう」

　なかなか離してくれない三実さんとじゃれているうちに、唇を重ねられた。

「ん……」

　そのまま深くなる口づけに、あと数時間はベッドから出られなそうだ、と思うのだった。




　三実さんと結婚して、間もなく半年が経つ。

　私たちは夏に引っ越してきたマンションで新婚生活を続けている。

　志信さんと信士くんは、夏に千葉のご実家に越していった。志信さんは変わらずデパートのアパレルショップで働き、信士くんは以前と同じ私立小学校に通っている。

　我が家の方が学校に近いので、たまにここで宿題を済ませ、迎えに来た志信さんと一緒に帰っていくこともある。

　志信さんはご両親の愚痴や仕事の愚痴をこぼしては、『信士のことをありがとう』と礼を言って去っていくので、だいぶ丸くなったように思う。

　三実さんは、志信さんと信士くんと家族ぐるみの付き合いを続けていることを少々不満に思っているみたい。それでも、基本的に私の意思を尊重する姿勢だ。

　仕事は相変わらず週三回。麻生さんご夫妻と、のんびり勤務している。社長夫人ということはバレてしまったけれど、じろじろ見られたりすることはもうほとんどない。どんなことも時間が経てば慣れていく。そういうものだ。

　休みの日は読書をしたり、手間のかかる料理にチャレンジしてみたり。鶏舎にも変わらず行っている。植松さんは、東京に来て初めての世間話の相手なので、私の方から懐いて顔を出しているのだ。

　そして、三実さんと身も心も夫婦になり、私は毎日幸せな日々を送っている。三実さんの積年の想いは時に荒々しく、だけど深く優しく私を満たしてくれる。

　毎日の愛の言葉もスキンシップも絶えることがなく、私が応えるたびに幸福そうに微笑む三実さんを見ると、夫婦になった喜びを心から感じる。

　ベッドの中で抱き合いながら名前を呼ばれるのが好きだ。

　どこにも行かない。逃げない。そう言っても、三実さんは愛おしそうに夢中になって私の名前を呼ぶのだ。

　三実さんの唇から出る私の名前は、響きが違って聞こえる。甘くとろけるお菓子みたいに身体の隅々まで沁み渡る。

　幸せだ。政略結婚だと思い込んで嫁いできた夫に、どうしようもなく愛される日々。

　自分の人生にこれほどの愛があふれると、十代の私は予想だにしていなかった。




「今夜は〝アオクラホテル〟に十八時ですからね」

　結局ブランチになってしまった朝食を食べながら、私は言う。

「ああ、覚えてる。お義父さんと諭さんとディナーだ」

　景気よく、三実さんは三杯目のお代わりに茶碗を差し出している。

　今夜は仕事でやってくる父と諭と、四人でディナーなのだ。家出騒動以来に会えるので、私はワクワクしているし、三実さんも〝幾子とはラブラブです〟アピールをすると張りきっている。

「フレンチでよかったか？」

「問題ないです。私もアオクラのフレンチ、楽しみです。自分で作れるものじゃないですからね」

「幾子の料理はうまい。作れそうだがな」

「無理ですよ～。本当に基礎の基礎しか習ってないんです」

　それに、先生に習った丁寧で綺麗な和食より、寒河江さんに習った煮物や佃つくだ煮にの方が三実さんのウケがいい。さっきも、朝食を頑張らなくていいから、休みの日は一緒に寝ていたいって言われたものね。

　料理や家事を気張るより、それが自然体になるようにしていく方がいいのかもしれない。

　いずれ赤ちゃんが生まれたら、料理に今ほど手はかけられなくなりそうだし。

「幾子、ぼんやりしてどうした？」

「あ、いいえ。なんでもないです」

　赤ちゃんのことを考えていたなんて言ったら、今すぐ押し倒されそうだ。

「夜の約束まで何をしようかなあと考えていたんです」

「時間はある。デートしよう」

　三実さんが無邪気に笑い、提案してくる。こういうときの子どもっぽい顔が好きだ。

「だいぶ寒くなってきたし、幾子に厚手のコートを買ってあげたいんだが」

「今あるもので充分ですよ。寒い京都でも負けない厚々したダウンですから。それより、デートならプラネタリウムに行きませんか。私、見たことがないんです」

「プラネタリウムだな？　心得た」

　ああ、幸せだなあ。大好きな人と過ごす休日が愛おしい。

　私たちは着替えて車で出発した。郊外の大きなプラネタリウムを目指して。




「あらあら、お似合いのご夫婦や」

　夜、ホテルのフレンチレストランに現れた諭の第一声だ。

「諭、お父さん」

「幾子、元気そうで何よりだ」

　父が本当に安心したように息をつく。家出以来の再会だ。心配していたに違いない。

「お義父さん、諭さん、その節はお騒がせしました」

「いえいえ。幾子の表情が明るくて、もうほっとしました」

　きっと何度も父はこういう姿を見せてきたのだろう。私が気づかなかっただけで。

「もう、ええでしょ、社長。ごはんにしよ」

「諭、不作法をするな」

　諭と父の距離も、前より縮まってきているように見える。ふたりともお互いを親子として認め合っている感じ。それは私が嬉しい。

　食事が始まってすぐに父が言った。

「実はな、諭を正式な後継者として公表することにした。いいか？　幾子」

　今日の食事は父からの誘いだった。仕事でこちらに来るから、と。でも、本題はこのことだったのだ。諭を実子と認め、後継ぎにする。私の気持ちを考えて会いに来たのだ。

「よかった。遅すぎるくらいよ、お父さん」

　私の反応に、父はほっと息をつく。私はすでに嫁いだ身。実家のやりくりは任せるべきだ。

「名字は日下部のまんまやけどな。一応、表向きにもおまえの兄を名乗れるわぁ」

　のん気に諭が言う。

「それでは、今後の提携事業のお話は、諭さんと進める形になりますね」

　三実さんが横から言い、私が驚いた。

「いつの間に、そういうことになっていたんですか？」

「いや、最近だよ。諭さんと連絡を取り合いながらね。関西の商圏に明るくないから、うちとしては甘屋に手を借りたい」

「吸収合併やないから安心してな」

　私の結婚が、当初はなかった業務提携のきっかけになったのだ。双方にとって悪くない話なら、いいことだ。

「甘屋の後継ぎの話で、先日、琴子に連絡を取ったよ」

　父の口から別れた母の名前が出る。父から連絡を取るなんて、以前なら考えられないことだ。

「甘屋を諭に継がせることについては、問題ないそうだ。イタリアで結婚すると聞いたよ」

「ああ、そうなの」

　父としては複雑だろうか。しかし、父はどこか清々しい表情で言う。

「ずっと琴子と付き合っていた人なんだろう。よかった、幸せになってくれて」

「三月に結婚式だって言ってたわ。私もイタリアまで行ってくるね」

「よろしく伝えてくれ」

　私と両親は普通の家族にはなれなかった。離れるしかなかった。

　でも、別な道を行きながら互いの幸せを願えるなら、それもひとつの形なのかもしれない。結婚という枠組みを排除して、ようやく労いたわり合える関係もあるのだろう。




　四人でワインを飲み、おおいに話した。父と諭は近くのビジネスホテルに宿泊だそうで、私たち夫妻は帰途に就いた。

「楽しかったな！」

　心からそう思っている様子で、三実さんは明るい表情だ。

「お付き合いしてもらって嬉しかったです」

「幾子の家族は俺の家族だ」

　三実さんは言葉を切って言う。

「家族にはいろいろな形があるな」

「そうですね。私の家族は、今になってようやく収まるところへ収まった感じです」

　私の嫁入りを機に両親は離婚し、新たな道を進み始めた。実兄であるとわかった諭が、正式に甘屋デパートの後継者になった。これらはすべて、今のタイミングだからうまくピースがはまったに違いない。

「俺も長いこと、立ち位置を探していた気がする」

「三実さんが？」

　それは幼少期からの話だろうか。見上げた三実さんは、夜の冷たい空気を吸い込み、続ける。

「末っ子だから可愛がってもらったけどね。いつもどこかで枠の外にいる気がした。金剛は兄たちが継ぐし、俺が存在する理由が迷子だった」

　植松さんが言っていたことを思い出す。幼い三実さんは、鶏舎を逃げ場にして自身の居場所を探しているような子どもだった、と。

「今は違う。幾子を愛し、愛され、それだけでここにいていいって思える。無理に道を模索しなくてもいい。すごく安心する。幾子のおかげだ」

「私は何もしていませんよ」

　答えながら、嬉しくて頬が熱くなる。

「そうだ、もう少しで結婚半年記念です。お祝いしましょう」

「ああ、祝おう」

「ご馳ち走そうを作ります。好きなもので、リクエストがあったら言ってくださいね」

「好きなものは幾子一択だな」

「もう。そういうんじゃなくて」

　寒空の下、大好きな人と笑い合いながら歩くのは幸福だった。

　もう少しで半年記念日。まだ、たった半年だけど、私にとっては大事な大事な記念日だ。




　五月の結婚式から半年目の土曜、私たちは自宅でお祝いをすることにしていた。

　三実さんが昼過ぎまでお仕事で出かけているので、私は朝から部屋を掃除して買い物に行き、料理の仕込みをした。三実さんが喜んでくれるのを想像して、いろいろなメニューを考える。

　筑ちく前ぜん煮に、竜田揚げ、刺身、ハーブ入りのサラダ、茶碗蒸し、エビチリ、ミニグラタン……。和洋折衷で仕上げる。

　お酒はワインと日本酒を用意した。まだ飲み慣れていないので、こういうときにどんなお酒を用意したらいいのかわからない。

　日本酒はお義父さんと飲んでいたのを見かけたし、ワインも先日のフレンチで飲んでいた。確実に飲めるお酒を揃えてみたものの、三実さんはどんな種類も平気そうだなあと今さらながらに思う。

「幾子、すごいな！」

　帰ってきた三実さんは、私が作った料理に目を丸くしている。気合いを入れすぎちゃったかしら。

「美味しそうだ。すぐに食べたいな」

「あら。お昼、食べてないんですか？」

「暇がなかった。幾子と祝いだから、食事は後回しにして帰ってきてしまった」

　それなら、かなり空腹のはず。私は急ピッチで食事の準備をする。

　食卓に並んだ料理は我ながら壮観だ。ＳＮＳをやっていたら、全部写真を撮ってアップしていただろう。気合いと愛は込めた。

「幾子、乾杯しよう」

「はい」

「結婚半年を祝って」

　私たちはワイングラスを軽く合わせ、乾杯をした。

　素晴らしい食欲で、三実さんは次々に料理を片付けていく。ごはんも吸い物もお代わりするくらいだ。

「うまい。幾子の料理は本当にうまい」

「三実さんが喜んでくれるのが、一番嬉しいです」

　美味しそうに食べてくれるだけで作りがいがある。三実さんが心から褒めているのが伝わってきて、照れてしまった。

「結婚一周年も、こうしてパーティーみたいにしましょうね」

「ああ。毎年やろう」

「でも、赤ちゃんができたら、こんなにたくさん作る暇はなくなっちゃうかもです」

　ぱあっと三実さんが明るい表情になった。

「そうだな！　幾子には俺の子を山のように産んでもらわなければならないからな！」

「そんなにたくさん赤ちゃんが欲しいんですか？　困ったなあ」

「ああ、欲しい。幾子によく似た女の子を想像すると、胸が躍る。何しろ、幾子の十二歳より前の様子はほとんど知らないんだ。娘の成長で、幾子の幼児、少女期を補完できる」

「発想がちょっと怖いですね」

　溺愛のレベルが若干おかしい三実さんに、いつの間にやら私も笑顔で突っ込めるようになった。

　そのとき、ふと気づいた。そういえば月のものが遅れている。おそらく一週間近く。

「三実さん」

　言おうか迷って、途中で口をつぐんでしまう。自分で調べてからの方がいいんじゃないだろうか。

　三実さんの希望もあって、身体を繋ぐようになってから避妊はしていない。いつ赤ちゃんができてもおかしくない。

「幾子？　どうした」

「えっと、その……」

　ごまかすにも、すごく見つめてくるのでなんとも言えない。

「月のものが……遅れていて……」

　三実さんが突如立ち上がった。私を見つめる瞳が興奮に満ちている。

「それは……妊娠か？」

「まだわかりません！　調べてみないことには！」

　慌てて話す私をよそに、三実さんは寝室へ。私と自分の分のコートを持ってきて言うのだ。

「うちの主治医のところへ行こう。すぐに調べてくれる」

「え？　今からですか？」

　食事は終盤だけど、時刻はすでに夕刻だ。土曜の遅い時間にやっている病院なんて。

　ああ、だから金剛家の主治医のところへ行くのね。

「検査薬で調べてからにしますよ。そんなに急がなくても。あまり検査が早いとわからないって聞いたことがありますし」

「いや、俺が気になるんだ。頼む。行こう」

　熱心に言われ、私は頷くしかない。喜んでくれているのは間違いないし、一刻も早く知りたいと思うのは当然かもしれない。




　私たちはマンションを出て、タクシーで医院を目指した。

　金剛家お抱えの先生は一般の開業医もやっているらしく、到着したのは古い日本家屋の個人医院だった。都心部のビルとビルの間にぽつんとあるからこそ、昔からここに根を張ってきた病院なのがわかる。

　事前に電話を一本入れただけで、お医者様と看護師の奥様が待っていてくれた。

「産科は専門じゃないけど、調べることはできますよ」

　六十代とおぼしきお医者様は言う。まずは尿検査をし、結果を聞くことなく、内診のためにベッドに横たわる。

　器具を入れられたり、触診されたりはあまり気分のいいものじゃない。こういう検査が必要なら仕方ないと我慢する。




　ひと通り検査が終わり、三実さんと並んで結果を聞くことになった。

「結論から言うと、妊娠はしていません」

　その言葉で、私も三実さんも肩から力が抜けてしまった。

　先走りすぎて恥ずかしい。やっぱり検査薬を試してからにすればよかったなあ。

　横をちらりと見る。三実さんは落胆しているかもしれない。赤ちゃんができているのでは、と思ったら食事どころじゃなく、ここに連れてきてくれたくらいだもの。

　だけど、私の本音は少しだけほっとしていた。

　嫁いで半年。まだ赤ちゃんを育む自信はない。妻として、仕事も家事も基盤をしっかりさせてからにしたい。

　何より私自身、まだ心は高校生の頃からあまり変わっていない気もする。もう少し精神的に大人になってからがいい。

「内膜も厚くなっていますし、間もなく月経が来るはずです」

「早合点してしまいました。次は検査薬で調べてからにします」

　苦笑いしてみせる私に、お医者様が、ふうんと顎を触りながら、超音波検査の画像を液晶画面で確認する。

「せっかくですから、妊娠前に婦人科検診をお受けになるのはいかがですかね。ここより詳しく調べられる病院で」

　お医者様に言われ、私は頷いた。子宮のチェックや、風ふう疹しんや麻疹はしかの抗体検査をした方がいいっていうのは聞いたことがある。いい機会だから受けてみたい。

「紹介状をお出ししますので、少々お待ちくださいね」

　私と三実さんは、紹介状を手に帰宅となった。




　帰ってから、用意しておいたケーキを出した。私はほっとしていても、三実さんは赤ちゃんができていなかったことにしょんぼりしているかもしれない。

　そんな様子は見えなくても、つい彼の気持ちを推し量って、ことさら明るい声を出してしまう。

「ほら、お祝いのケーキ食べちゃいましょう」

　コーヒーを淹れ、半年祝いの続きだ。

「ケーキは買ったものですけど、美味しいって評判のお店のものですからね」

「ああ。楽しみだ」

　三実さんはいつもの明朗な笑顔だ。期待していた分、残念なはずなのに、そんな様子はおくびにも出さない。

　明るく笑い合いながらケーキを食べて、月経の後には紹介してもらった産婦人科に行くことを考えた。




　土曜の晩には遅れていた月のものが来て、私が大きな病院に検査に行けたのは木曜だった。

　仕事が休みの日だからよかったとはいえ、やはりかなりの待ち時間。産婦人科の待合室なので、妊婦さんが多い。

　朝から昼近くまで待ち、ようやく診察室に呼ばれ、検査を終える。

「子宮も卵巣も綺麗です。すぐに妊娠をご希望でしたら、タイミング療法から始めてみましょうか」

　若い男性医師はあっさり言う。

「いえ、まだすぐにというわけでは……」

　問題がないなら、このままのんびり妊娠を待っていてもいい。

　しかし答えながら、三実さんの顔が浮かぶ。

　赤ちゃんができたら三実さんは喜ぶだろう。きっと狂喜乱舞だ。がっかりさせてしまった分、早く喜ばせてあげたい。

「あの、やっぱり、そのタイミング療法ってものを詳しくお教えいただけますか？」

「もちろんです」

　医師は私の心変わりの言葉に、笑顔で頷いた。




　そこから三ヵ月、私はタイミング療法というものを試してみた。簡単に言えば、私の排卵のタイミングに合わせて愛を交わすというもので、しょっちゅう三実さんに求められている身としては、問題なくできそうだった。

　今までは排卵を意識せずにそういうことをしてきた。今回はしっかり意識しなければならない。ここぞという日は自分から誘うことも必要だった。

　三実さんは多忙だ。夜遅い帰宅も当然あり得る。そんな日は疲れている三実さんにそれとなく近づき、誘惑しなければならない。

　これはめちゃくちゃ恥ずかしかった！　何しろ、どうやったら三実さんがその気になってくれるかわからない。

　最初は遠回しに『三実さんが帰ってくるまで起きてます』とか、『少し肩が痛いみたいなので押してもらえますか？』等々言ってみたけれど、三実さんは真面目に早く帰ってきてくれたり、親切にマッサージをしてくれたりするだけ。

　むしろ、『疲れただろう？　眠っていいぞ』なんて優しい言葉をかけられ、私はひとり身もだえた。違うの！　そうじゃないの！

　三実さんにタイミング療法のことを言うべきかとも考えた。しかし、プレッシャーを与えるようで躊ちゅう躇ちょしてしまう。義務で抱き合いたくはない。

　だから、三実さんには意識させずに赤ちゃんができたらいいなと……。

　ひとりよがりな考え方かもしれないけれど、これで妊娠したら三実さんにサプライズプレゼントになる。

『三実さん、少しだけ抱きしめてくれますか？』

　拙つたなくも誠心誠意の誘惑に、三実さんが反応してくれるのを待ち、抱きしめてもらったら、こちらからも一生懸命に甘えてみる。

　必死のムード作りとスキンシップ、愛情表現で、私は見事に三ヵ月とも、三実さんといいタイミングでベッドインすることができたのだ。

　それなのに……。




「赤ちゃん、できていないみたいです」

　三ヵ月後の月経後、私は大学病院の産婦人科を再び訪れていた。

「うーん。まだ三ヵ月ですからねえ」

　若い医師は笑顔で言う。

「不妊の定義は、避妊なしで性行為をして、一年妊娠に結びつかなかった場合を指します。一応ね」

「はい。でも……えっと」

　夫に赤ちゃんを見せてあげたいんです。

　三実さんは、私がお嫁入り当初から言っていた。俺の子どもを産んでくれって。

　だから、赤ちゃんを抱かせてあげたい。

「ご夫婦で希望があるようでしたら、ご主人も検査ができますよ。ご一緒に来院されてはどうでしょう。ただ、何も問題がなくても、妊娠に至らない場合はたくさんあります」

「原因不明ってことですか」

「そうですね。原因不明の不妊はあります。ですが、今はさまざまな受精方法がありますし、当院でできる治療もたくさんあります。まずは検査ということで、ご夫婦でお話をしてみるのはどうでしょう？」

「はい……」




　決定的なことを言われたわけじゃなかった。それなのに、大げさだとは思う。

　だけど、家路につく私の足取りは重かった。

　結婚してそういうことをしたら、赤ちゃんは自然にできるものだと思っていた。そんなに簡単なことじゃないんだ。

　そのことに少しだけ打ちのめされていた。

　病院に行くことを三実さんには伝えていない。それどころか三ヵ月、赤ちゃんができるようにと、こそこそ頑張っていたことすら知らない。

　そして、改めて言葉にできる自信がない。

　もしかしたら、赤ちゃんを授かるために検査をしたり治療をしたりしなきゃいけないかもしれない。さらに、それでも授からない可能性だってある。




　気分が暗く、まっすぐマンションに帰りたくなかった。おまんじゅうを買って、金剛家に寄ることにする。時刻はすでに十三時だ。

　信士くんと植松さんが、それぞれ頭ず陀だ袋ぶくろと鎌を持って庭を闊かっ歩ぽしていた。信士くんは帰りが早い日は、植松さんのところか我が家に寄ることが多い。

「何してるの？」

「あ、幾ちゃんだ！」

「草刈りだよ。バッタが見つかったんだよな、ぼっちゃん」

「幾ちゃん、バッタ見たい？」

　明るい声のふたりに癒される。だけど、心の奥に重たいしこりがある。

「バッタもいいけど、ちょっとお茶しましょう。私、おまんじゅう持ってるの」

　植松さんと食べようと持参したおまんじゅう。多めに買ってよかった。

「今日はお出かけしてきたの？」

　離れの縁側に移動して、お茶を淹れる。信士くんが無邪気に聞いてきた。

「うん。ちょっと病院に」

　言ってしまってから、心配させるようなことだったと焦った。案の定、信士くんは不安そうに私の顔を見上げている。

「幾ちゃん、具合悪いの？」

「なんだあ、若奥様。風邪か？」

　言わない方がいい。しかし、お腹の中に溜まった不安が膨れて苦しい。私はこぼれるように言葉にしていた。

「早く赤ちゃんができないかなあって」

　すかさず植松さんが尋ねてくる。

「どっか悪いところがあったか？」

「そういうんじゃないんです。むしろ、まだ全然わかんないっていうか」

　私の答えに、植松さんが優しい声音で言う。

「授かりもんだからなあ。親の希望通りにゃいかねえよ」

「ですよねえ」

「若奥様、あんまり気に病むなよ。安易なことは言えねえがな」

　植松さんの言葉に少しだけほっとした。

　きちんと考えなきゃならないのに、いきなり後ろ向きになっていた。まずは、ちゃんと三実さんに話さなきゃ。

　すると信士くんが腕を伸ばし、私のお腹をさすりだした。

「幾ちゃんに赤ちゃんが来るように、おまじないしておくね」

「ありがとう、信士くん」

　信士くんの優しい態度に胸を熱くさせながら、私は頷いた。

　元気を出さなくちゃ。前向きに考えなきゃ。




　帰宅し、薄暗い部屋に明かりをつけた。エアコンをつけ、ふう、とソファに座る。

　食事の準備をしなきゃいけない。頭で思いながら、身体は鉛みたいに重たくて動いてくれない。携帯を取り出し、〝不妊〟と検索しようとして、やめた。

　駄目だってば。まだなんの検査もしていないのに、心配ばかり膨らませて。こういうマイナス思考なところは駄目。

　だけど、私たちの間に赤ちゃんができるのは、いつになるのだろう。タイミング療法だけに頼るなら、あと何ヵ月？　三実さんに話して、ふたりで不妊の検査をしてもらうとしたら？

『俺の子どもをたくさん産んでほしい』

　三実さんの言葉が蘇よみがえる。三実さんは赤ちゃんを希望している。

　それはそうだ。三男とはいえ、金剛家の人間だ。一族の繁栄はもとより、自身の会社の後継ぎだって考えるに違いない。子どもを望んで当然だ。

「私でいいのかしら」

　もしかしたら何年も待たせるかもしれない。それでも赤ちゃんに恵まれないかもしれない。

　私ひとりのことならいい。だけど、三実さんはどうだろう。

　赤ちゃんを授からなくても、私のことを望んでくれる？

　もし望んでくれても、愛し続けてくれても、私は割り切れる？　三実さんの遺伝子を残したい。もし駄目なら離婚して、別の女性と……。

「幾子」

　名前を呼ばれて、はっとした。そこには帰宅してきた三実さんの姿。随分早い。

「おかえりなさい！　早かったんですね。ああ、ごはんの支度！」

　気づけば小一時間もぼんやりしていたせいで、食事の支度は始まってすらいない。

「食事の支度はいい。外に食べに出よう」

　変わらず明るい笑顔で三実さんは言う。その太陽のような光をまぶしく切なく見つめながら、私はのろのろと立ち上がった。




　三実さんの車で出発すると、すでにあたりは暗い。暖冬とはいえ寒さの厳しい二月。日が落ちると冬を実感する気温だ。

　近くで食べるのかと思いきや、車は首都高に乗る。どこへ向かうのだろう。

「夏にデートした海を覚えているか？」

　運転の合間に三実さんが言う。

「あのフレンチレストランに行こう」

「……今からですか？」

「一時間ほどで着く。もう連絡も入れたしな」




　道は夕方なので少々混んでいた。目的地には一時間ちょっとで到着した。車を停止させ、三実さんは私を車に残し、店内に声をかけに行く。すぐに戻ってきて、助手席のドアを開けてくれた。

「お待たせ。幾子、少し海を見てこないか？」

「海……」

　夏に一緒に遊んだ小さな海岸は、駐車場から階段を下りてすぐだ。

「寒いのが嫌なら、やめておくが」

「いいえ。大丈夫です」

　私は三実さんについて階段を下りる。私たちが遊んだ砂浜は、潮が満ちて海水の底になってしまっていた。

　三実さんが手を差し出し、私は右手を重ねた。階段を途中で逸れ、平らな岩場に出る。見れば、ベンチと手すりが整備されている。夏に来たときはちゃんと見なかったけれど、ここは展望台になっているのだ。

　ふたりで手すりに並び、暗い夜の海を見つめた。

　今日は風もなく、静かに打ち寄せる波の音が聞こえる。

　点在する船の明かりが寂しくも美しくて、茫ぼう々ぼうと広がるそこが、どこか違う世界みたいに見えた。

「今日、病院に行ったのか？」

　驚いて三実さんの顔を見上げる。三ヵ月前の検査は三実さんも知っている。だけど、そこからこそこそ画策していたことを、彼は知らないはずなのだ。三実さんは優しく目を細め、私を見下ろしていた。

「幾子のことなら、なんでも知ってる。ストーカーだからな」

「もう……」

　少し笑ってみせたものの、やはり私の表情は沈んでしまう。でも言わなければ。ここで隠しても仕方ない。

「実はここ三ヵ月、赤ちゃんができないかなあってタイミングを計ったりしてたんですが、できなくて……。病院で聞いたら、夫婦とも詳しく検査できるって……でも原因不明で不妊ってこともあるそうで……」

「なるほど」

　大きく三実さんが頷いた。

「最近、幾子の元気がなかったのはそれか」

　気をつけていたつもりだったのに、私の微妙な様子の変化を、三実さんはきちんと嗅ぎ取っていたのだ。うつむく私に、彼は明るく言う。

「赤ん坊の件は、急ぐこともない。考えてみれば、十二歳のおまえに恋をして八年待ったんだ。俺は待つのは得意だ」

「でも……！」

　明るく言われ、私の焦燥だけが強くなる。

　だって、あなたは赤ちゃんが欲しいんでしょう？

「どんなに待っても……赤ちゃんができなかったら……」

「そんなことを気にしていたのか？」

　三実さんが私に向き直った。力強い大きな目が、私をまっすぐに見つめていた。

　そこに獣の激しさはない。優しい灯火がある。

「以前も言ったが、俺は自信がなかった。幾子にしてみればひと回りも年上の夫で、今までの人生に接点もない。俺と幾子を繋ぐ存在として、早く子どもが欲しかった。……だが、それは幾子に片想いしていた俺の話だ」

　大きな手が私の両頬を包む。

　温かい。見上げた彼はどこまでも優しく微笑んでいた。

「今、俺には幾子と愛し合っている実感がある。幸せだ。子どもがいなくても、俺たちの心が結ばれていると信じられる。無敵だ」

「三実さん……」

「赤ん坊が生まれたら、それは嬉しい。しかし、いなくても俺の愛が変わることはない。それとも、幾子は子どもがいなければ、俺への愛が薄れてしまうか？」

　私は首を左右に振った。鼻の奥が痛く、目尻に涙が滲んできた。

「いいえ。どんなことがあっても三実さんを愛しています」

「俺もだ。何があっても幾子ただひとりを愛する。だから」

　三実さんが腕を広げる。迷わず私は彼の腕の中に飛び込んだ。

「俺のそばにいてくれ。一生、離れることなく」

　涙があふれた。

　愛した人の腕の中は、温かく、もったいないくらい幸福で、彼の胸にしがみついて泣いた。

「ずっと一緒だ。死んでも、来世でも」

「はい。私も一緒がいい。三実さんのお嫁さんになれてよかった」

　三実さんの腕が強く私を抱きしめる。

「私を見つけてくれてありがとう。大人になるのを待っていてくれてありがとう」

　出会ったこと、愛されたこと、愛したことを大事に生きていきたい。

　この人の隣が、私の居場所だから。

「幾子、愛しているよ」

　もどかしく唇を重ね、私たちはきつく抱きしめ合った。










エピローグ




　搭乗手続きを済ませ、私と三実さんはラウンジにいた。初めて入ったＶＩＰラウンジはアルコールや食事が充実している。なんでも食べていいそうだ。

　お腹が減ったと、三実さんはホットドッグやパスタ、ビールを楽しんでいる。

「そんなに食べると、機内食が食べられないんじゃないですか？」

「大丈夫。この程度じゃ、おやつにもならないよ」

　ニコニコ笑顔で食事をしている三実さんに、私は密かにため息だ。飛行機って実は苦手。

　これから、私と三実さんはイタリアに向かって出発する。私の母の結婚式に呼ばれているのだ。

「ローマまではアリタリア航空で直行。十三時間くらいかな。乗り換えてミラノまでだったな」

「やっぱり遠いですね」

　ファーストクラスとはいえ閉塞感はあるだろうし、ずっと座りっぱなしなのも嫌だ。

　何より、鉄の塊が空を飛ぶことに、いまだに恐怖感がある。高校の修学旅行でアメリカに行ったときは、わざわざ病院で睡眠薬を出してもらって、フライト時間は眠って過ごしたくらいだ。

「幾子は、なんのメモを取っているんだ？」

　三実さんが私の手帳を覗き込む。見られて困るものじゃないので広げてみせた。

「お土産リストです」

「麻生夫妻に、植松さん、金剛の家族に、お義父さんと諭さん……。幾子、信士はわかるが、志信への土産はなんだ」

　リストの半分を占めるのは、志信さんからのお土産希望だ。イタリアに行くと言ったら、がっつり希望を送ってきた。

　限定の化粧品、服飾品、インテリアの数々は、さすが志信さん。どこで買えるかまで調べているので、これは『お土産によろしく』ではなく、『何がなんでも買ってこい』の意味だろうなと思う。

「志信への土産だけで、相当高額じゃないか。そんなに志信に貢ぐな」

「あはは。お金も預かってます。その分、本気度が高いといいますか」

「幾子は志信に甘すぎる」

　珍しく三実さんが不満げなのは、たぶん嫉妬しているからだ。老若男女問わず、私と距離が近い人間にはばりばりに嫉妬オーラを出してくる三実さんは、可愛いというか凶暴というか……。

「いいじゃないですか。私たちの新婚旅行も兼ねてるんですから、奮発しましょうよ」

「新婚旅行についてはいいがな。そうそう、幾子のお母さんと話せることを楽しみにしている」

「強烈な人ですけど、よろしくお願いします」

　母はまだ三実さんを誤解しているんじゃなかろうか。政略結婚で私が我慢して暮らしていると勘違いしているなら、訂正してこなければ。

「ところで、俺はあまりお母さんから好かれていない様子だ。結婚式に参列してもいいものか」

　三実さんの言葉に、ぎょっとした。なぜそのことを知っているのだろう。言葉にしなくても私の表情でわかったようで、三実さんが付け加えて言う。

「挙式のときの様子で、信用されていないようだとは思っていた。幾子に、離婚して自分のもとへ来いと言っていたのも聞こえていたよ。それに、俺の身辺を調査しているのも知っている」

　披露宴の最中の内緒話、聞こえていたのね。

　しかも調査の件は私も知らない。さらりと、なんでもないことのように答える三実さんに、慌ててしまった。

「調査まで……それは知りませんでした。無礼な母ですみません」

「幾子を愛していればこそだろう。俺は今回の旅行で、今後、幾子を守る役目をお母さんから引き継ぐつもりだがな」

　まったく気にしていない三実さんを見て、つくづくこの人が夫でよかったと思う。変わり者の義母に調査までされていたら、嫌な気分になって当然だろうに。

　まあ、三実さんの方が何倍も変わり者なんだけど。

「身内と、母の恋人の会社関係者だけの小さなパーティーです。存分に母と対決してください」

「楽しみだ。腕が鳴るな！」

　本当に楽しみにしている様子の三実さんを見て、思わず笑ってしまう。

　母の結婚式を終えたら、イタリアを一週間かけて回る。美味しいものを食べ、見たいところはすべて見て、ふたりっきりで離れずに過ごすのだ。

　旅行の醍だい醐ご味みは、誰にも邪魔されずにふたりでいられることだと思う。

「楽しんできましょうね」

「ああ。幾子との思い出がまた増えると思うと、胸が躍る」

　三実さんの肩に頭をもたせかけ、私は幸せを噛みしめる。

　これからどんなことがあっても、私たちは一緒。

　家族が増えるかもしれない。ずっとふたりきりかもしれない。大変な病気があるかもしれない。片方が片方を見送る日も来るだろう。

　すべてはあるがままでいい。今はそう思える。

　この人のパワーに負けないように、私も生きていこう。並んで、遅れを取らないように、いつまでも笑っていこう。

　猛獣みたいな旦那様と、ずっとずっと一緒に。

　搭乗案内のアナウンスが流れる。

「さあ、旅の始まりだ」

　三実さんが意気揚々と言った。
















特別書き下ろし番外編










『ふたりきり』もそろそろおしまい




　熱いくらいの日差しの下、私は額の汗を拭いつつ歩いていた。身体が重たいと足取りも重い。ふうふう、と荒く息をつく。

「ほら、幾子。バッグをよこしなさい」

　私の後ろから三実さんが声をかけてくる。

　三実さんの手には買い物のレジ袋がふたつ。そのうえ、私の肩かけバッグまで持とうと言うのだから、首を横に振って断った。

「小さなバッグです。大丈夫ですよ」

「でも、すごく重たそうだ」

「お腹は重いけど、こっちは持ってもらえないもの」

　ちょっと笑って、私はお腹を撫でてみせた。

　丸々と膨らんだワンピースの曲線を見られるのも、あと少し。結婚から三年、待望の第一子は、半月後には生まれてくる予定だ。

　治療はせずに、あえて自然に任せての妊娠だった。二十三歳と三十五歳になった私と三実さんには、この妊娠はちょうどいいタイミングだったように思う。ふたりきりの時間もたっぷり取れたもの。

「腹は張らないのか？　少し休んで帰ろうか」

「お買い物したんですよ。まっすぐ帰らなきゃ」

「冷凍のものも生鮮食品もない。少し、公園で休んだって大丈夫さ」

　そう言って、三実さんは近くに見える公園に私を誘導する。都心部のオアシスみたいな小さな公園だ。

　私の妊娠から、三実さんはいっそう過保護な愛妻家になっている。私に何かあってはと毎日気を張り、仕事を辞めた方がいいんじゃないかとか、家事はやらなくていい等々大騒ぎ。

　結局、『適度に動かないと安産にならないのよ！』と志信さんに怒鳴られ、渋々落ち着いたという感じなのだ。命が生まれてくることが嬉しくて、少しハイになっているみたい。

「ほら、座ろう。幾子」

　木陰のベンチに腰かけると、風がさあっと髪を乱した。汗ばんだ首筋が気持ちいい。

　レジ袋から三実さんはペットボトルのお茶を取り出し、手渡してくる。おそらく、休憩を見越して買っておいてくれたのだろう。本当に優しすぎるくらいの旦那様だ。

「あ、痛っ」

「痛い？　大丈夫か、幾子？」

「キックされたんです」

　慌てた声の三実さんを見つめ返し、私はお腹をさする。皮膚の上からでも、赤ちゃんの足部分がちょっと出っ張っているのが触れる。

「おい、きみ。ママに優しくするんだ。いい子にしないとママは渡さないぞ」

　諭すように呼びかけ、三実さんは私のお腹を撫でた。

「それと、何度も繰り返すが、ママはきみに貸しているだけだ。基本的にママはパパのものなんだ。期間限定できみが優先になるだけなんだぞ」

「三実さん、お腹の赤ちゃんにマウントしないでください」

「すまん。実の息子とはいえ、幾子を取られてしまうかと思うと、心が平へい坦たんではいられないんだ」

　そう、お腹の赤ちゃんは男の子なのだ。三実さんは私に似た女の子が欲しいと言っていたので、性別がわかった当初は、残念に思っているのでは、と不安だった。

　しかし、『無事に生まれてくれるなら性別はどちらでもいい』と言う彼の言葉には、じんと胸がいっぱいになった。

　すぐに、『子どもは何人いてもいいしな。十人いたらひとりくらいは幾子に似た女子が生まれるだろう』と言われ、心が百メートルくらい後方に引いたのだけれど。

　相変わらず、愛情の深さがよじれている。そんなに産めませんからね。

「男の子は元気が一番です。信士くんも、一緒にサッカーをするんだって今から張りきってますよ。弟ができる気分なんでしょう」

「志信は早くも孫気分で口出ししてくるぞ。幾子、嫌なときは、はっきり言うように」

「志信さん、私には優しいですよ」

「あれは優しくない。お節介という。幾子が志信に寛容なだけだ」

　志信さんと信士くん親子は、今も千葉のご実家に住んでいる。信士くんは今年で小学四年生だ。クラブ活動や塾が増え、忙しい様子だけれど、志信さんが仕事を上がるまで我が家で待っている習慣は変わっていない。

　生まれてくる私の赤ちゃんには、〝お兄ちゃん〟と呼んでほしいそうだ。そんな彼を見ると、私は早くも『男の子って可愛いなあ』とニマニマしてしまう。

　志信さんは仕事に育児にとますますパワフルで、きつい性格は相変わらず。でも、葉酸のサプリを届けてくれたり、ベビー用品の相談に乗ってくれたり、なかなか頼もしい存在だ。

　出産も、三実さんが忙しくて立ち会えないなら、自分が立ち会うと意気込んでいる。信士くんと一緒に、私たちの赤ちゃんの誕生を心待ちにしてくれているみたい。

　出会った当初は、志信さん親子とこれほどいい関係が築けるとは、夢にも思わなかった。

「赤ちゃん、楽しみですねえ。早く出てきてほしいような、まだちょっと怖いような」

「そうだな。それは言えるな」

　金剛家は、三実さんの継嗣ができたことに大喜びだ。生まれれば、お義父さんの仕切りで盛大な出産祝いの会が催されるだろう。

　まだまだ現役の植松さんも、『あんたたちの子どもに、ひよこを見せてやれるのが嬉しいよ』と、照れ隠しみたいな言葉で喜んでくれている。

　私の父と諭も、生まれてくる孫と甥っ子に、今からそわそわと落ち着かない様子。諭は毎日メッセージを携帯に送ってくるし、父は理由をつけては東京に出張に来て、ついでだからと会いに来る。

『生まれたら、教えて。そこから飛行機取るから～』とマイペースにどっしり構えているイタリアの母を見習ってほしい。

　なお、三実さんと母の仲は、現時点で良好だ。変わり者同士だから、いつこじれるかと心配して見ているけれど。

「楽しみだ。愛する幾子が俺の子を産んでくれるなんて、今でもときどき夢じゃないかと思うくらいなんだ」

「大げさですよ」

「片想いの時間が長かったからな。幾子と気持ちが通じ合ったときも嬉しかったけれど、今はまた別な気持ちですごく高揚しているよ」

　感慨深そうに言い、三実さんはそれから私の方を見やった。

「もうじき、ふたりきりの時間が終わるんだな」

「ええ」

「幾子を息子に取られてしまうのが、結構本気で不安だ。俺は嫉妬深い。すでに我が子に嫉妬中だ」

　そういう子どもっぽいところが可愛らしく見えるんだけどなあと思いつつ、三実さんが真面目に悩んでいる様子なので、彼の顔を覗き込む。

「どうしても赤ちゃんが優先になってしまいますね」

「そうだろう？」

「でも、三実さんを蔑ないがしろになんかしませんよ」

　三実さんの前髪に手を伸ばし、触れる。休日は髪を下ろしているから、年より若く見える。

「三実さんがしょんぼりしてたら、私も寂しくなっちゃうもの。だから、精いっぱい大事にさせてくださいね」

「幾子」

「落ち着いたら、志信さんと信士くんにお願いして、ふたりきりでデートしましょう」

　ニッと三実さんが微笑んだ。優しく、そしてすごく男前な笑顔だ。

「志信に借りを作るのは嫌だが、デートには代えられないな」

「でしょう？　……いっ！」

　突然、お腹をぎゅうっと締められるような痛みを感じ、私は前屈みになった。

「幾子!?」

　驚いて三実さんが私を覗き込む。私は眉間に皺を寄せ、しばしお腹の異変に耐えた。

　数瞬の痛みの後、ゆるゆるとお腹の緊張がほぐれ、ようやく息をつく。

「またキックされたか？」

「いえ……すごく張りました」

　今までに感じたことがないお腹の張りと、締めつけられるような痛みだった。

　予定日まで、あと半月。一昨日の健診では、予定日ちょうどくらいの出産になるって聞いたんだけど、もしかして早まるのかしら。

　そんなことを考えているうちに、またお腹がぎゅぎゅーっと張りだした。

「っく……」

　再び背を丸めた私に、三実さんがいよいよ顔色を変えた。

「幾子、それは陣痛じゃないか？」

「えーと……もう少し様子を見てみないことには」

　まだわからない。二回しか痛みが来ていないし、このまま痛みも張りも消失して、お産に至らないこともあると母親学級で習った。

　だけど、今までの張り方とはまるで違う。私は本能的に思った。赤ちゃん、今日出てくるのかも！

「三実さん、ひとまず帰りましょう！」

　帰宅して、陣痛の間隔を測ってみよう。そして、入院バッグの最終確認。張りが収まらなければ、産院に電話して三実さんに運転してもらって行こう。

　頭の中で段取りしていると、三実さんが私に向かって腕を広げている。

「来い。抱き上げて帰る」

「駄目です。もし、お産に繋がるなら動いた方がいいので！　三実さんは荷物をお願いします！」

　三実さんの男らしい申し出をばっさりと却下し、すっくとべンチから立ち上がった。

　スタスタと歩き始めると、また強い張りが来る。私は立ち止まり、痛みに耐え、収まれば顔を上げ、再び歩きだす。

「さあ。三実さん、行きますよ」

　隣で私を見守っていた三実さんが、こちらを覗き込んでぼやいた。

「うちの奥さんは、どんどん強く、たくましくなる。もう少し頼ってくれてもいいんだが」

「あなたの妻は、たくましくないと務まりませんので」

　変わり者で独占欲が強くて、猛獣で社長な旦那様。こんな曲くせ者ものの奥様は、私以外には務まらないだろう。

「出産、頑張りますからね！」

　元気に宣言した私の唇を、三実さんが奪った。屈み込むように顔を近づけ、ほんの一瞬のキスだ。唇を離して彼が微笑む。

「か弱いおまえも、強くたくましいおまえも愛してるよ。いつだって食べてしまいたいほどに」

「私も三実さんを愛してます。食べちゃいたいくらいに」

　背伸びをして、三実さんの頬にキスを返す。

　私たちは幸せな気持ちで、家路を急いだ。




　その日の深夜、私は世界一可愛い男の子を出産した。

　三実さんが我が子を抱いて涙してしまったことは、内緒の話……。




（おしまい）










あとがき




　こんにちは、砂川雨路です。『猛獣御曹司にお嫁入り～私、今にも食べられてしまいそうです』をお手に取っていただき、ありがとうございました。楽しんでいただけましたでしょうか。

　スタートは、年の差お嫁入りストーリーが書きたい！という私の好みで始まったお話ですが、あれよあれよという間にヒーローが変態で猛獣な御曹司になってしまいました。

　新妻に夢中すぎなせいか、滲み出る野生と変わり者オーラ……。変人ヒーロー、読者の皆様は許容範囲でしたでしょうか。こんな三実が、作者は大好きです。

　ヒロインの幾子は若く、家庭環境から気弱で少し拗ねたところのある女子です。彼女が、わけのわからない旦那様に振り回されつつ、少しずつ成長していく過程を描きました。作中で、流されず自分の道を選べるように変わっていく幾子を感じていただければ嬉しいです。

　そして、強引で愛が重たい三実にこの先もたっぷり愛され、甘やかされてほしいと願っています。書き下ろし番外編では、そのあたりも少し追加させていただきました。




　本書を書籍化するにあたり、お世話になりました皆様に御礼申し上げます。

　ドキッとするくらい艶やかなふたりを描いてくださいました、イラストレーターの幸村佳苗様、ありがとうございました。

　カバーをご担当くださいました菅野様、ありがとうございました。




　いつもお世話になりまくっております三好様、矢郷様、ありがとうございました。陰日向となり、長く一緒に作品を作り続けてくださったことを、心より感謝申し上げます。

　最後になりましたが、応援くださる読者様のおかげで本書はでき上がりました。たくさんの読者様の癒しになりますよう、これからも書き続けていきたいと思います。

　次回作でお会いできることを祈って。




砂すな川がわ雨あめ路みち
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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猛獣御曹司にお嫁入り


～私、今にも食べられてしまいそうです～
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